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プロローグ




　会社の裏口を出ると、路肩に一台の車が止まっていた。

　ボンネットに軽く腰かけ、腕を組んでいる男性がひとり。真っ黒なスリーピースのスーツに先の尖とがった革靴。長身でスタイルがよく、隙のない佇たたずまい。

　私の姿に気がつくと、その男性は口の端を上げて綺き麗れいに微笑ほほえんだ。

　漆黒の艶つややかな髪。暗くて目はよく見えないが、すっと通った鼻筋には形のいい影ができており、端整な顔立ちがうかがい知れた。

　知り合い……？　ううん、こんな人、知らない。

　肩がけバッグをギュッと抱きしめて警戒する。なにしろ、時刻は二十三時。知らない男性に目線を送られ、怯おびえるなと言うほうが無理だろう。

　とはいえ、不審者と呼ぶにはあまりに品のいい彼。

　腰かけている車は、見るからに高級車。光沢のある黒いボディに、真ん丸のヘッドライト。垂直のフロントグリルと、その上に載った立体的なエンブレム。まるで英国王室御用達のクラシカルなデザイン。

　その高級車に寄り添う男性の姿は絵になっていて、ファッション誌の一ページを見ているかのよう。危うく不信感を忘れて惚ほうけてしまうところだった。

　困惑する私に、秀しゅう麗れいな紳士は手を差し伸べる。

「遅くなってすまなかった。ようやく迎えに来ることができた」

　思わず「え？」と驚きの声を漏らす。お迎えなんて誰にも頼んでない。でも、その声にはどこかぼんやりと聞き覚えがあって。

「あなたは……」

　まじまじと覗のぞき込むと、彼は立ち上がり私に近づいてきた。街灯が彼の表情をはっきりと照らし出す。

「ただいま、彩いろ葉は。結婚しよう」

　その声、狡こう猾かつな眼差し、横暴な要求……ひとりの人物が思い当たり蒼そう白はくになる。

「透とう……佳か……くん？」

　驚きに掠かすれた声をなんとか絞り出すと、答え合わせでもするかのように、彼の唇が不敵な笑みをたたえた。

　その名を口にすることは、二度とないと思っていた。

　その姿を目にすることも、言葉を交わすことも、永遠にないと安心しきっていたのに。

　今になって、どうして私の前に現れたの……？

　かつて私の許嫁いいなずけとされていた良家の青年。親が勝手に決めた結婚の約束なんて、とっくの昔になくなったと思っていた。

　今さらプロポーズだなんて、冗談じゃない！

　しかし、どうしてだろう。彼を拒む一方で、本能はこの再会を喜んでいるかのよう。勝手に鼓動が高鳴り始めた。

　麗うるわしい笑みと甘い求婚に魅入られて、じわじわと身体が熱くなる。

　こんな反応をしてしまうのは、目の前にいる彼が、私のよく知る子どもの頃の彼と違って見えるせいかもしれない。

　再び私の前に姿を現した彼は、十六年という時を経て、立派な大人の男に成長していた。










第一章　横暴なプロポーズ




　昔々、あるところに、社長令嬢がおりました。

　両親にとても可愛いがられて育った彼女。通うは私立の格式高い小学校。幼稚園から大学までエスカレーター式で、落ちこぼれるなんて心配もありません。

　どう転んでもお嬢様。将来が約束されたも同然でした。

　素敵な婚約者もおりました。彼は医者の家系で、大病院の院長のご子息でした。

　……このことに関して、当の彼女はちょっと不満だったようですが……。

　とにかく、嫁ぎ先も決まっており、将来は安泰。素敵な未来が待っていることは間違いありませんでした。

　しかし、人生何が起こるかわからないもので。

　彼女の父親の会社は、不景気の煽あおりを受け、一気に経営危機に。会社の規模を縮小し、細々と息を繋つなぎながらなんとか経営を続けたものの、一家の生活は一変しました。

　都内にあった大きな一軒家も売却しなければならず、一家は都心からちょっと離れたところにあるマンションの小さな一室に身を寄せました。

　高額な学費を支払うことができず、私立の学校を辞めることになった彼女は、近所にあったごく普通の小学校に転校。中高とできるだけお金のかからない公立へ進学。

　高校に入ってからはアルバイトの日々。卒業後は、立派な働き手になれるよう情報工学を扱う短大に通いました。

　短大を卒業した彼女は、ＩＴ系の小さな会社に入社。少々ブラック企業ではあるものの、就職も厳しいこのご時世、働かせてもらえるだけで充分だと彼女は思いました。

　それから六年。キリキリと働き続けた彼女は、二十六歳。立派な大人の女性に成長しました。

　外見は、はっきり言って地味。中肉中背、特徴のない顔立ち。けれど彼女は見た目なんて気にしません。美び貌ぼうや華やかさより働く体力のほうがよっぽど必要でしたから。

『顔に似合わず意外とタフだね』と言われるのは、浮き沈みの激しい人生を歩んできた副産物でしょう。

　一見すると、ごくごく平凡などこにでもいる女性。

　――これが私、早はや風かぜ彩葉のあらましです。




＊＊＊




「あらあら、透佳くん！　何年振りになるのかしら……立派になって……！」

　顔を合わせるなり、母は感動で声を詰まらせた。父もうんうんと頷うなずき、人のいい顔をいっそう柔らかく綻ほころばせている。

　そして、私たちの目の前には、チェック柄のスーツに身を包む英国紳士然とした彼が座っていた。

　私の許嫁、須す皇おう透佳だ。

　彼はふたりの期待に応えるかのように、精せい悍かんな顔つきで微笑んだ。

「本当にお久しぶりです。ずっとご連絡できず、申し訳ありませんでした。医師としてようやく自立いたしましたので、彩葉さんを迎えに参りました」

　私はクラッと眩暈めまいを覚える。

　もう二度と会うこともないと安心しきっていた矢先、突然姿を現した彼。まさか、私を迎え入れる準備を整えながら、虎こ視し眈たん々たんとそのときが来るのを待っていただなんて。

　彼と再会したあの夜。逃げるようにして自宅へ帰るも、両親のもとにはすでに手が回されていた。あらためて婚約の話を持ちかけられ大喜びする両親。口を挟む余地もなく会食の日取りが決まり、今に至る。

　指定されたこの場所は、結婚式場に併設された、庭園付きの洋風レストラン。

　大きく取られた窓からは、よく手入れされた花壇と噴水が見える。外観は白亜の古城のようで、荘厳かつ優雅。

　そんな場所に、私は振り袖、母は訪問着、父はダブルのスーツでかしこまって、何をするかといえば。

　結婚を前提とした両家のご挨あい拶さつである。

「申し訳ありません。大切な席にもかかわらず、父は緊急の手術が入ってしまい――」

　彼は丁てい寧ねいに頭を下げて謝罪する。うちの両親の前では見た目も態度も誠実そのものだ。そんな彼の姿に、両親は優しい笑顔を向けた。

「大丈夫よ。お父様が忙しいことは私たちも知っているわ」

「君が来てくれただけで、私たちは充分だから」

　彼の母親は、五つ年下の弟を出産したと同時に亡くなった。以来、彼と弟のふたりは男手ひとつで育てられた。

　とはいえ、父親は大病院の院長。子どもに手をかけている暇はない。

　よって、彼の家にはたくさんのお手伝いさんがいた。

　うちの両親は彼のことを、片親を亡くした悲劇の子だと思っていたようだけれど、同じ子どもの私から見て、彼が寂しそうに見えたことはない。

　なにしろ、大勢のお手伝いさんを付き従えて、王様のように振る舞う姿をしょっちゅう目撃していたから。

　でもそのことは、両親には内緒である。言えば私の身に危険が及ぶ。

「それにしても、ずいぶんと長い間、海外に行っていたね」

　父の言葉に、母も「すごいわぁ」と賛同する。

　彼は高校を卒業してすぐアメリカへ留学した。弟もあとを追うように日本を発ち、ふたり遠く離れた地で頑張っていると母から伝え聞いていた。

「アメリカの大学を卒業したあと、現地でメディカルスクールに通いました。その後、医学研修に加え、心臓血管外科専門の医療機関で臨床を。認定制度を使い日本の医師免許を取得し、現在は父の病院に。一人前と名乗れるようになった頃には、もうこんな歳で」

「いやいや、素晴らしいよ。特にアメリカで医者になるのは大変なんだろう？　君は早いほうだ」

　父は手を叩いて喜んでいる。なにしろ、アメリカでは医師になるまで、大学、メディカルスクール、インターンなど合わせて十年近くかかるそうだ。医者として独立できるのは、三十代中盤が一般的。

　そう考えると、三十二歳という若さでアメリカと日本の医師免許を両方取得し、現在は日本の医師として働いている彼はエリート中のエリートと言える。

「勉学にかまけて彩葉さんのことをなおざりにしていたことを、とても心苦しく思っておりました」

「そんなことないのよ、お父様の跡を継いでお医者様になるだなんて、偉大なことだわ」

「これで実家も安泰だな。君の親父さんも喜んでいることだろう」

　彼の父親は『須皇総合病院』の院長。そこの心臓血管外科といえば有名で、手術数も日本トップクラス、難しい症例の処置も多く行われる。

　彼はいずれ父親の跡を継ぐべく、そこで働いているという。

「彩葉さんのお父さん、お母さん、こんな私ではありますが、どうか娘さんを任せていただけないでしょうか」

　深々と一礼した彼を見て、両親は固かた唾ずを呑む。

「……でも、いいのかい、透佳くん」

　おずおずと切り出す父。申し訳なさそうに声を低くした。

「うちはもう、大規模な医療機器メーカーではない。経営規模も大幅に縮小してしまった。当時は、うちの娘と結婚するメリットもあったかもしれないが、今ではほとんど――」

「勘違いなさらないでください。私は純粋に、彩葉さんと一緒になりたいだけです」

　彼は父の声を遮さえぎるように強い眼差しを向ける。

「親同士の決めた許嫁――当時は、政治的な意味合いが強かったかもしれません。しかし、今は私の意志で彩葉さんをお守りしたいと思っている。打算などありません」

　その誠実な目に、父も母も安心したようだった。

　昔からそうだ。両親は彼に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。まだ私が幼稚園で彼が小学校だった頃から、『小さいのに優秀でしっかりしているわね、彩葉のことをよろしくお願いね』と任せきっているのだ。

　彼の本性は、私しか知らない。

「……どうした彩葉。さっきからだんまりで」

　あまりにも私が口を利かないものだから、不審に思った父が私を覗き込んできた。

　きゅっと唇を引き結び、ぴくりとも表情を緩めない私は、見るからに不機嫌そう。

　というか、不機嫌なのだ。

　なぜなら私は、この婚約に反対だから。

　私の無作法をフォローするように、母はホホホと笑う。

「ごめんなさいね、久しぶりにお会いしたものだから。彩葉ったら緊張しているみたいで」

　すると彼は、仏のように優しい眼差しでにっこりと微笑んだ。

「かまいませんよ。急なお話でしたから。これから少しずつ、彩葉さんの緊張を解していきたいと思います。美味しいものでも食べれば、元気が出るのでは？」

　前菜が運ばれてきて、食前酒のシャンパンがグラスに注がれる。

　和やかな乾杯ムードが流れるが、私の膨れっ面、もとい、緊張はそのままだった。

　食事を終えたあと、とうとう腹を据すえかねた彼が動いた。当然、麗しい体裁は乱さぬまま。

「少し彩葉さんとふたりでお話ししてきてもよろしいでしょうか。庭園の花がとても綺麗なので」

「もちろん、いってらっしゃい！」

「私たちはコーヒーを飲みながら待っているから、ゆっくり見ておいで」

　両親の後押しを得て、彼は、さぁ、とばかりに目で訴えてくる。

　はたから見れば彼のそれは笑顔に見えただろう。しかし私が垣間見た鋭い眼差しは、鷲わしや鷹たかなどの猛もう禽きん類の持つそれに似ていた。

「……行って参ります」

　額に汗を滲にじませながら、私は彼のあとについて行く。婚約に否定的とはいえ、私の態度は反抗的すぎたかもしれない。仕返しに怯えてびくびくする。

　彼とは十六年のブランクがある。最後に話をしたのは子どもの頃、私が小学校四年生で、彼は高校生になったばかりだった。その年、父の会社の経営が傾き、彼とも疎遠になったのだ。

　大人になった彼がどんな態度を取るのか、何を言い出すのかも未知数。

　レストランの表玄関から外へ出て、庭園の奥側へ足を運ぶ。

　三月の半ば、だいぶ気温が高くなってきて、早くも春の花が咲き始めている。今日も晴天、ポカポカだ。

　両側を花に囲まれたレンガの小道を歩き、途中、ふと振り返ると、レストランのガラス窓から父と母が手を振っていた。ひらひらと手を振り返して、彼について行く。

　湾曲した通路の奥、父と母からは死角になる位置で、彼は足を止めた。

「おいこら、仏ぶっ頂ちょう面づら」

　さっき両親の前で話していたときよりも三トーンくらい低い声が響く。

「いい加減、その不幸を背負ったような顔をどうにかしろ」

　振り返った彼は、両親に信頼されていたあの男性と同一人物とは思えなかった。身に纏まとう雰囲気がガラリと変わっていたから。

　優しさは消え去り、傲ごう慢まんで、狡猾で、冷酷な顔が覗く。

　否、これが私の知っている彼、そのものだ。懐なつかしさとともに眩暈がした。

「お久しぶりです。透佳……さん」

　よくも悪くも、久しぶりに彼に会えた気がしてあらためて挨拶する。

　昔のように『くん』と呼ぶことを躊躇ためらわれ、他人行儀な『さん』を使った。もう彼は三十二歳だし、『くん』はまずいよね。

「やっと喋しゃべったかと思えば。相変わらず、俺に懐かないヤツ」

　彼は私を品定めするようにギロリと見下ろす。懐いてほしいなら、まずその威圧的な態度をどうにかしてほしいものだけれど。

　とはいえ文句も言えずびくびくしていると、歩み寄って来た彼に突然顎あごをすくい上げられた。

「ひゃっ……」

　触れられたことに驚いて、変な声をあげて後ずさる。しかし、後ろに足を踏み出した途端、草ぞう履りがレンガの合わせ目に引っかかってしまった。

「わっ……！」

　もう片方の足でバランスを取り直そうとするが、振り袖の裾に邪じゃ魔まされてうまく足が開かない。

　転ぶ！　そう思い地面に手をつこうとしたところで。

「アホ」

　彼の力強い腕が私の腰に回り、転ぶ寸前で受け止めてくれた。

　まるで鉄棒でもしているかのように、両手と左足がぶらんと投げ出される。右足だけはかろうじて地についていたけれど、結構な体重がその腕に圧しかかっていたに違いない。

　共倒れにならなくてよかったという安あん堵どと、細く見えるのに意外と力があるんだなぁなんていう、ある種呑のん気きな感嘆が入り混じった。

「……助けてくれて、ありがとうございます」

「……俺がいたのに怪け我がさせたなんて、いきなり面めん目ぼく丸潰つぶれじゃないか。ふざけるな」

　せっかく素直にお礼を言ったのに、自己中心的なセリフで返されて、ムッとする。

　だから嫌いなのだ。この須皇透佳という男は。

　小さい頃からそうだった。とんでもなく外面がいいために、周囲の大人は誰も彼も騙だまされているが、本当はとっても底意地の悪いいじめっ子。

　私に対する態度は特に最悪。私のことを下僕か何かだと思っていたに違いない。

　ドレスを着れば可愛くないとあしらわれ、ピアノを弾けば下手くそと罵ののしられ、勉強を見てもらえばバーカと笑われ、ニンジンを残せばガキとからかわれ、終いには『ブス』『アホ』『チビ』の羅列。

　地味に傷ついたのは、誕生日の日、ひまわりの花束を抱えて大喜びする私に対して「お前にはひまわりなんて似合わない」と言われたこと。

　本当に、嫌な記憶しかない男である。

　そのスタイルや外見のよさ、米国帰りのエリート医師、大病院の息子というスペックを差し引いても、私の中では結婚したくない男ナンバーワンという不動の地位を築いている。

「……そういうところ、変わりませんね」

「どういう意味だ？」

　彼はニッと口の端を跳ね上げて笑う。私の嫌味をわかった上で、さらりと受け流した。

「とにかく、もっと幸せオーラを出せ。お前の両親に不審がられる」

　幸せオーラって。この絶望的な婚約のどこに幸せを見い出せばいいんだ。

　でも、彼だって言ってしまえば同じ状況。両親の前ではさも結婚に乗り気であるようなことを言っていたけれど、内心、無理やり結婚させられて不本意であるはずだ。

　許嫁という義務感に駆られて、私を迎えに来ざるを得なかったのだろう。

　しかし、心の底では不満に感じているはず。お互いの意思をちゃんと両親に伝えれば、この婚約も破棄できるに違いない。

「透佳さんだって、納得できていないんでしょう……？」

　彼は首を傾げる。何を言っているのか、まったくわからないといった顔で。

「だって……今時、親同士の決めた許嫁なんて、不条理じゃありませんか!?　好きでもない相手と、無理やり一緒になるなんて……」

　けれど、私の訴えはまったく伝わらなかったらしく、ポカンとされてしまった。

「何を言ってるんだ？」

　あれ？　私、何かおかしなことを言っている？　どうしてわかってくれないの？　まるで、私との結婚を一ミリも疑っていないみたいに。

　やがて彼は、何かに思い至ったのか、ぎょっとするような顔で眉を寄せた。

「まさかお前、この結婚が嫌なのか？」

「え……」

　質問の意図を理解しかねる。むしろ、私が嫌がっていると思わなかったの？

　もしかして、もしかすると、彼はこの結婚を、そこまで嫌がっていない……？

「……透佳さんは……嫌じゃないの……？」

「嫌だったら、迎えに来るわけないだろう」

　当然のことのように言われ、呆然とした。

　おかしい。どうやら彼はこの結婚に乗り気のようだ。私への愛情なんてこれっぽっちもないだろうに。

　なぜ？　なぜなの？　普通、結婚といったら恋愛結婚じゃない？　どうして愛のない結婚を受け入れられるの？

　混乱しすぎて頭がオーバーヒートしそうだ。そんな私を、彼は冷ややかな目で見下ろしている。

「……どうやらお前は、不満だったようだな」

　イエスとも言えず、向き合ったまま沈黙する。三月の、生温ぬるい風がふたりの間を吹き抜けていった。

　彼は不愉快極まりないといった顔で腕を組む。

「……だったらどうして、その振り袖を着てきたんだ」

「え？」

　突拍子もないことを尋ねられ、思わず自分の振り袖を見下ろした。

　しっとりとした赤に壮そう麗れいなひまわりが咲き誇る振り袖。

　ひまわりが好きな私のために母が探してきてくれたものだ。浴衣にひまわりは多いが、振り袖には意外と少ないらしく、探すのに苦労したと母が言っていた。

　振り袖に合わせて、胸まである髪も編み込みを入れてアップにしてある。久しぶりに彼に会うのだからと、母が気合いを入れてセットしてくれた。

「どうしてって……だって、正装って聞いたから……」

　質問の意図がわからなくてもごもごしていると、彼は額に手を当てうなだれた。

「つまり俺は、お前をこの結婚に乗り気にさせるところから始めなくてはならないということだな」

　革靴で雑にレンガを踏みしめ私との距離を詰める。その剣幕に気け圧おされてオロオロとしていると、腕をつかまれ引き寄せられた。

「ちょっ……」

　彼の胸にぶつかりそうになって、咄とっ嗟さに手をつく。慌てて顔を上げたところで、顎を上へとすくわれた。

「彩葉。お前は俺と結婚するんだ。いいな」

　念を押すかのようにそう言いくるめて。

　次の瞬間、彼は私に覆おおいかぶさってきた。

　一連の動作がスローモーションのように見え、その光景はまるで捕食寸前の鷹とネズミ。相手の唇がゆっくりと開き、こちらにかぶりついてくる、そう思った。

「きゃ……！」

　悲鳴をあげようとしたそのとき。柔らかなものに唇を塞がれ、悲鳴は声にならなかった。

　かみつかれたわけではない。ただ、私の唇と彼の唇が、パズルのピースをはめ込むかのようにぴったりとはまったのだ。

　え……!?

　隙間なく合わさった唇。彼が少し動かすだけで、より深く絡まり合う。

　少し空間が開いたかと思えば、今度は緩かん慢まんに舐なめ溶かされた。

　振り袖に合わせて選んだ深紅のリップ。それらがすべて剥はがれ落ちてしまいそうなほど、強く重ねられて。

　角度を変えながら、まるで彼は遊んでいるようで、肌がぞくりと粟あわ立つ。

　あまりに艶めいた動きに、頭の中を占拠していた彼への恨うらみすら吹き飛んだ。

　今、私の唇を塞いでいる彼が、あのときの意地悪な男の子と結びつかない。まるで別人のよう。

「っ……ちょ……」

　慌てて彼の胸に手をついて、顔を離してみれば。

「彩葉」

　熱を孕はらんだ眼差しに向かい打たれて、心臓が止まりそうになった。

　そんな甘い顔で見つめられたのは初めてだ。どうして？と頭の中が真っ白になる。

　私の混乱をよそに、彼はキスの続きを始める。口をこじ開けられ、奥までねっとりと撫なでられた。まるで手練れのように、私の心地よいポイントを突いてくる。

「んっ……」

　思わず漏れたのは惚けた吐息。気がつけば『いじめられっ子の彩葉』ではなく、ひとりの女性になって、その男性のキスを受け止めていた。

　すがるように彼の胸に手を置いて――。

「……ぅん……んん!?」

　自分の声で我に返り、慌てて彼の胸に手を突っ張った。

　私、何をしているのだろう。大嫌いな彼なのに、唇を奪われた挙句、うっとりしちゃうだなんて……！

　警戒心が蘇よみがえってきて、慌てて距離を取る。けれど、緩みきってしまった身体は、思ったように動かなくて。膝に力が入らずガクンと折れた。

「っ……！」

　転びそうになった私を、彼はまたしても抱きとめる。帯の下に腕を通し、しっかりと私の身体を支えた。

「……まったく。何度転べば気が済むんだ」

　頭の上からこれっぽっちも愛情の感じられない悪態が響いてくる。

　怒らせてしまっただろうか、そう思い恐る恐る目線を上げてみると、目の前にあったのは、意外にも私を心配する不安げな表情だった。

　その瞬間、頭の中にノイズが走った。遠い記憶がフラッシュバックする。

　壊れたテレビのような残像の中、わずかに見えた光景とその声は。

　心配そうな顔をした少年。こちらをじっと見つめて、恐る恐る唇を動かす。

　――お前が好きな花だろう？――

「……透佳くん……？」

　気がつけばその名を口走っていた。

　視界がゆっくりと定まって、目の前に現れたのは神経質そうな彼。

「……やっとその名で呼んでくれたな」

　そう言って気難しい表情を緩め、フッと笑みを漏らす。

　それは彼が初めて見せる優しい笑顔だった。心臓が一度バクンと大きく鼓動し、次いでせわしなく早鐘を打ち始める。

「さすがに昔は、小学生のお前相手にキスしたいなんて考えたことはなかったが……」

　整った前髪をくしゃっとかきあげ、赤い舌をペロリとちらつかせた。

「大人になったじゃないか、彩葉」

　カッと頬ほおが熱くなる。今まで『チビ』とか『ガキ』とかさんざんバカにしてきたくせに、急に大人扱いするだなんて。

　これが本当に、私の知っている透佳くんなのだろうか。

　今日の彼は、何かがおかしい。

「急に……なんなんですかっ、こんなことして……！」

　彼に食はまれた唇が熱をもっている。恥ずかしくなって咄嗟に手で口元を隠すように押さえた。

「許せよ。彩葉があまりに美しく育っていたから、食べてみたくなったんだ」

「へっ……？」

　唐突に『美しい』だなんて言われて、いっそう頬が熱くなる。

　平凡などこにでもいる女性、それが私の一般的な評価だろう。なのに、突然『美しい』だなんて言われると困惑してしまう。

　しかも、私をからかうことしかしなかったあの透佳くんが、まさかお世辞を言うだなんて。会わなかった十六年の間に、一体どんな心変わりがあったというのか。

　照れすぎて頭から蒸気を吹き出しかけている私へ、彼はさらにたたみかける。

「ついでに、俺との結婚が嫌だなんて生意気言うから、二度とそんな口が利けないように躾しつけてしまおうかと思って」

「し、躾って――」

　なんて物騒な単語を使うのだろう。彼が言うとシャレにならない。けれど、どうやら冗談だったようで「言葉のあやだ」と喉の奥でくつくつと笑った。

「でも、悪くなかっただろう？」

　強したたかな笑みを浮かべて、私の腰に手を回し引き寄せる。

　目の前に彼の顔が迫り、凍こおりついた。どうしても、今しがたもらった彼からの情熱的なキスのことを思い出してしまう。

「俺とのキスは気持ちがよかった。違うか？」

　唇を指先で撫でられて、大袈裟なくらいびくんと震え上がる。

「そっ、そんなわけありません！」

　否定はしたものの、こんなに慌てふためいていたら信しん憑ぴょう性など皆無。

　彼はプッと吹き出して、まるで昔を懐かしむように、私の頭をひと撫でする。

「そうやってすぐムキになって、顔を真っ赤にするところは、変わっていないな」

　慈愛に満ちた顔でそんなことを言う。

　おかしい。透佳くんは、こんな顔をするような人じゃなかった。もっと非道で、冷血無比だったはずだ。

　私の知らない彼がいる。彼は透佳くんであって、透佳くんじゃない。

　私の知る彼でないのなら……目の前にいるこの男性は……どんな人なの？

　そんなわけのわからない自問自答が始まってしまう。

「彩葉。俺たちの結婚は運命だ。小さい頃から決まっていた。それ以上、疑いを持つな」

　私の耳元に向けて、まるで洗脳でもするかのように囁ささやく。

　熱っぽい眼差しに涼しげな口調。熱いんだか寒いんだかよくわからない彼の態度にドキドキさせられてしまう。

　変だ。彼と初めて出会ってから、もう二十年は経つ。その間、好感なんて一ミリも抱いたことがなかったはずなのに。

　トクトクと高鳴る鼓動は、まるで魅せられているかのよう。

　私、どうしちゃったんだろう。

　その理由を必死になって考える。彼は一体、どんな魔法を使ったのか。

　大人になったって言ってもらえたから？　それともキスされたから？　ひとりの女性として扱ってもらえたから？

　そうだとしたら、私ってなんて単純な人間なんだろう。

　わかっていても、今の彼はあの頃の意地悪な透佳くんには見えない、それは確かだ。

「……彩葉。そろそろ行くぞ。お前の両親が待っている」

　端的に告げ、背中を向ける彼。その背中は、ここに来たときと同じ憎らしい背中。

　なのに、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、カッコよく見えるのはどうしてだろう。気がつけばさっきまで私を支配していた婚約への嫌悪感が取り払われていた。

　代わりに残されたのは――彼への純粋な好奇心。火ほ照てった身体と高鳴る鼓動は、彼を知りたいと言っている。

　きゅっと唇をかみしめて彼のあとを追いかける。

　どうかリップが落ちてしまった理由を聞かれませんように、そう願い、彼とともに両親の待つレストランに向かった。




　両親のもとに戻った私は、なおも自分の心境の変化に驚いていた。

　以前よりも透佳くんと冷静に向き合える自分がいる。距離が近づいたことで、恐怖心が取り払われたのだろうか。

　両親の隣で食後のコーヒーをいただきながら、正面に座る彼をじっくりと観察した。

　姿勢がよくて、凛りんとしていて、顔は二十代と言われても違和感がないのに、その落ち着いた様子は完全に三十代、それも後半の貫かん禄ろくだ。本人はまだ三十二歳だったはずだが。

　クラシックなスーツが彼の雰囲気と異様にマッチしていて、紳士という言葉がよく似合う。

　まじまじと見ると、とんでもなく端整な顔。昔から綺麗な顔をしているなぁとは思っていたが、中性的だった子どもの頃に比べて、今は男味が増して精悍になったように見える。

　この人と、本当に結婚するの？

　その点に関してはやはり現実味がなくて、夢を見ているようだ。

　歓談していると、お店の入口のほうから、スラッと背の高い男性がこちらに向かって歩いてきた。

　高級そうなスーツ、ロマンスグレーの髪、透佳くんとどこか似た顔立ち。

「遅れて申し訳ない。オペが長引いてしまってね」

　慌てた様子でやってきたのは、透佳くんのお父様。手術が終わって駆けつけてきてくれたようだ。

　透佳くんは立ち上がり、心配そうにお父様を見つめる。

「抜け出してきて大丈夫なのか？」

　どうやら患者さんのことが気がかりらしい。そんな透佳くんに、お父様は朗ほがらかに答えた。

「容体も安定しているし、山やま下したくんに任せてきたから大丈夫。ここは病院からも近いしね。それに――」

　息子の背中をポンと叩き、うちの両親に向き直る。

「患者さんも大事だが、息子の結婚だって大事だよ」

　父が立ち上がり、テーブルを回って握手を求めた。私と母も続いて起立し、その様子を見守る。

「久しぶりだな。相変わらず仕事が大変そうだ」

　がっちりと握手を交わすふたり。透佳くんのお父様は「いつになったら暇になることやら」と冗談めかして笑っている。

「君の息子が立派に成長していて驚いたよ。昔からしっかりしているなぁとは思っていたが」

「しっかりはしているんだが、頑固でね。なんでも自分ひとりで決めてしまう。手がかからないのはありがたいが、親としては寂しくもあるよ」

　お父様は透佳くんの隣に腰を据えると、斜め前にいる私を感慨深く眺ながめた。

「彩葉ちゃんか。ずいぶん綺麗になったなぁ」

「ありがとうございます。お久しぶりです」

　私は小さく会え釈しゃくして、みんなに倣い腰を下ろす。

　私をまじまじと観察する透佳くんのお父様。やがて、ひらめいたかのようにポンと手を打った。

「もしかして、その振り袖、透佳がプレゼントしたってヤツか？　なるほど、素敵じゃないか」

　え？と私は目を丸くする。これは母に買ってもらった振り袖。何かと勘違いしているのだろうか。

　しかし、次の瞬間、母の口から出た言葉は驚きょう愕がくの真実。

「そうなのよ。本当にありがとうね。わざわざ成人のお祝いを贈ってくれるだなんて」

　頭が真っ白になる。この振り袖が、透佳くんからの贈り物？　母の言葉に透佳くんはかぶりを振る。

「いえ。突然送りつけて申し訳ありませんでした。すでにアメリカへ行ったあとだったので、ろくなお祝いのご連絡もできずに」

　待って、と心の中で声をあげる。この振り袖は、母が成人式のために探してきてくれたんじゃなかったの？

　透佳くんのお父様がハハハと軽快に笑った。

「留学中、久々に連絡をよこしてきたかと思えば『振り袖の店を教えてくれ』だもんなぁ。驚いたよ。ひまわりの柄、探すの大変だったんだろう？」

「なんとかひまわりの反たん物ものを見つけてもらって、仕立てることができました。作るのに一年近くかかってしまいましたが、間に合ってよかった」

　周囲が談笑する中、私は引きつった笑みで応える。そんな話、初耳だったから。

　この振り袖を贈ってくれたのは、透佳くんなの……？

　確かにあのとき、父の会社はひどく不景気で、振り袖を買うお金の余裕なんてなかったはずだ。

　なにしろ、高校を卒業してすぐに就職すると申し出たくらいだ。少しでも両親の負担を減らしてあげたくて。結局、短大くらいは出てほしいと止められてしまったけれど。

　振り袖を母にねだることはしなかった。困らせたくなかったし、諦めていたのだ。だから、母がこっそりと用意してくれていたと知って、涙が出るほど嬉しかった。それも、私の大好きなひまわり柄。

　庭園での透佳くんの言葉が脳裏をよぎる。

　――だったらどうして、その振り袖を着てきたんだ――

　その質問の意味がやっとわかった。彼からもらったこの振り袖を着てこの場所に来るということは、結婚に賛同したも同義だからだ。

　もしかしたら、この振り袖は、彼の意思表示だったのかもしれない。『彩葉をもらいます』という横暴な手付金なのでは……。

　それでも、彼が苦労して私の大好きなひまわり柄を探してくれたのは事実。頭の中がいっそう混乱した。

　――お前にはひまわりなんて似合わない――

　彼の言葉と行動は矛盾している。

　ふと顔を上げると、透佳くんがじっと私のことを見つめていた。

　予期せず目があってしまい、ドキリとする。反対に、彼の目はふんわりと緩む。

「そういえば、直接感想を聞いたことはなかったな。その振り袖、気に入ってもらえたか？　ひまわりは彩葉が好きな花だろう？」

　――お前が好きな花だろう？――

　いつかの言葉がフラッシュバックして、頭を掠める。

　あの言葉はいつ、誰から言われたものだっけ？　よく思い出せない。

「……え、と……」

　必死に意識を奮い立たせて、なんとか質問に答えようとする。

「……すごく、嬉しかったです。ひまわりを選んでもらえて」

　嬉しかったことには変わりない。送り主が誰であれ。

　すると、目の前の顔が綻んだ。透佳くんがはつらつと花が咲くように微笑んだのだ。

　それはまるで私の振り袖にあるひまわりそのもので、鼓動が止まりそうになった。

　こんな顔をして笑うなんて。胸の中が熱くなる。

　彼のお父様も安あん堵どしたようだった。透佳くんの肩にポンと手を置き、しっかりやれとでもいうように力を込める。

　家族ぐるみのティータイムを楽しんだあと。帰り際、おもむろに透佳くんは私へ一枚の紙を差し出した。

「今日はこれを、彩葉さんにお渡ししようと思って来ました」

　二つ折りにされた白いＡ３用紙。開いて私は言葉を失う。

「婚……姻……届け……？」

　署名欄の左側、『夫になる人』と書かれたその欄には、すでに彼の名前が入っていた。右側、『妻になる人』の欄は、早く書いてと言わんばかりに真っ白である。

　透佳くんのお父様が、それを見て苦笑した。

「透佳、気が早すぎるだろう。挨拶も済ませる前に書いてきたのか」

　私の両親は驚いた顔で、でも嬉しそうに目を瞬かせている。

「彩葉、よかったわね」

　母に肩を揺らされて、身体がガクガクと横に揺れる。私は唖あ然ぜんとしてしまって、リアクションなんかできなくて。

「すぐに出そうと思わなくていい。彩葉の気持ちが落ち着いて、覚悟ができたら署名してくれ。それまで、預けておく」

　そう言って、透佳くんは手を差し出した。スラッとして力強く、それでいて繊細な外科医の手。

　それが、私の手を待っている。仕方なく私は、その手の上に自らの手を重ねた。

　綺麗な指が私の手の甲を撫でる。きゅっと包み込み、念を押すようにしっかりと握る。

「……わかり、ました……」

　呆然としたまま、彼の手を握り返す。

　周囲は完全に私たちの結婚を確定事項と捉えたらしい。式の話まで出始める。

　戸惑っているのは私だけだ。私だけが、この婚姻届けをどうしたらいいのかわからず、途方に暮れていた。




　帰り道。運転席にはお酒を飲まなかった母が座った。

　私は後部座席から身を乗り出して、一番気になっていたことを尋ねる。

「この振り袖、お母さんが買ったって言ってたよね？」

　母は、はて、そんなこと言ったかしら？と首を捻ひねる。記憶の覚おぼ束つかない母に、助手席の父が助け舟を出した。

「透佳くんに口止めされていただろう。成人式と卒業式が終わるまでは、プレゼントだと言わないでほしいって」

　言われて、ああ！と母はわざとらしく首を上下した。

「彩葉は意地っ張りだから、自分からの贈り物だと知ったら着ないんじゃないかって、透佳くん言っていたわねぇ。そうそう、それでしばらくの間、私が買ったことにしたのよ」

　あんぐりと口を開ける。確かに、彼の贈り物だと言われていたら、成人式にも卒業式にも着ていかなかったかもしれない。当時の透佳くんのイメージはトラウマ級だったから。

「で、ひと通り振り袖を使い終わったら、話してくれって言われてたんだよな？」

「そうそう。それで話すの忘れちゃったのね」

　あっけらかんと母が言う。

　そんな大切なこと、普通忘れる……？　信じられないという顔で母を睨にらむ。

「それにしてもあの頃から、透佳くんは結婚の約束を守ろうと心に決めていたんだな」

　父の言葉に、私はごくりと息を呑んだ。

「もしかしたら、振り袖の贈り物は、透佳くんのプロポーズだったのかもしれないわね。お前は俺のものだぞ、なんて、きゃーっ」

　自分で言ってて恥ずかしくなったのか、母は頬に手を当てて身をよじる。

　その途端、車の進路が左右にグラグラ揺れ始めたから、私と父は慌ててシートにしがみついた。

「母さん！　どうでもいいから、運転に集中してくれ！」

「あらごめんなさい、つい興奮しちゃって」

　ホホホ、と笑いながら運転を立て直す。

　私は後部座席にもたれ、はぁぁぁと大きなため息を漏らした。










第二章　意地悪な甘やかしたがり




　私の勤める会社は、お世辞にもいい会社とは言えない。

　小さなＩＴ企業なのだけれど、他の会社に比べて離職率が格段に高い。なぜって、無茶苦茶を言う上司がたくさんいるから。みんなめげて辞めていくのだ。

「高熱!?　休んでいる暇なんてないだろう！　解熱剤を飲めば下がる！」

「間に合わない？　お前には責任感がないのか！　徹夜してでも仕上げろ！」

　今日も部長たちの激げっ昂こうが飛ぶ。

　こんな会社に勤めていていいのか。そう思わなくもないけれど、私を雇って育ててくれた恩もあるし、簡単に辞めてしまうのも気が引ける。

　……実際は、育ててくれたなんて生易しいものじゃなかったけれど。愛なく千せん尋じんの谷に突き落とされたって感じだ。

　それでも、這はい上がるのを助けてくれた人たちがいたのは確かだ。直属の上司だったり、先輩だったり。

　会社への忠誠心なんてたいしてないけれど、私を育ててくれた人たちへの恩返しはしたいと思っている。

「みんな。体調管理には気をつけるんだぞ。俺を見習うなよー」

　部長の怒号を受けて、チームリーダーの千ち葉ばさんが出社してきた。

　三十五歳、独身の中堅システムエンジニアだ。部長にこき使われて、かわいそうな目に遭あっていることが多い。

　今日も今日とてかわいそうに、マスクをつけてゴホゴホいっている。顔はほんのり赤い。

　体調管理も何も、千葉さんはここ数日、泊まり込みで仕事をしていたじゃない。そんな弱り切った状態で、風邪に負けるなというほうが無茶だ。

　本当は仕事を肩代わりしてあげたいくらいなのだけれど、残念ながらリーダー業務を代われるほどの手しゅ腕わんはない。

　それに、私自身も週明けに納品のプログラムを抱えており、今はひたすら、稼働試験を繰り返している。残りのテストケース数を考えると、一分一秒立ち止まっている暇ひまはない。

　ちょっとでもイレギュラーなことが起これば、土日に作業がなだれ込んでしまうカツカツなスケジュールだ。

　というか、そんな事態を想定して土日のスケジュールを空けているともいえる……。

　もちろん、毎日終電まで残業することはデフォルト、初期設定として折り込み済みだ。

　はぁ、とため息をつく。今はまだ二十代だからこのペースについていけるけれど、三十代、四十代になったら体力が持つだろうか。

　それに、結婚は？　出産は？　ハネムーンなんて行ける気がしないし、結婚式の日だってシステムトラブルが起きれば駆り出されそうだ。

　前にいた女性社員は、産休が取れず退職したっけ。産んだとしても、そのまま戻って来られずに辞めた社員も多い。

　こんな会社に勤めていると知ったら、透佳くんはなんて言うだろう。

　辞めろって、言われるのかなぁ……。

　お医者さんもすごく忙しいはずだ。泊まり込むこともあるし、夜中に呼び出されて緊急オペなんてザラだって話していた。心臓は時間との勝負だからって。

　意外と、この程度の残業は普通だと思ってもらえるかもしれない。

　それに、忙しい私と忙しい彼なら、結婚生活を送ったところで、顔を合わせる時間が少なくて逆に気楽かも。

　あの日もらった婚姻届けは、家の引き出しにしまったままだ。右側の欄もいまだ空白。署名する勇気が出ないでいる。

　私がどうしても嫌だと駄々をこねれば、きっと婚約は白紙に戻るだろう。

　けれど、もし私がＯＫすれば、両親はすごく喜んでくれる。それに、不思議と前ほど透佳くんのことを嫌だと感じていない自分がいる。

　……キス、しちゃうなんて……。

　十六年ぶりの再会だというのに、どうしてあんな大胆なことをしてしまったのだろう。

　それに、あの振り袖。彼はアメリカに留学したあとも私のことを忘れることなく、成人のお祝いを贈ってくれたのだ。それも、私の好きなひまわりの柄をわざわざ探し回って。

　私のこと、大事に思ってくれていたのかな……。

　ぼんやりと物思いにふけっていると、斜め前の席に座っていた千葉さんが、電話口で「えっ……！　大丈夫なんですか!?」という大声をあげた。

　システムトラブルの予感だ。土日出勤確定か!?　聞き耳を立てつつブルブル震える。

　やがて、受話器を置いた千葉さんは、蒼白な顔で立ち上がり、みんなへ説明した。

「権ごん蔵ぞうさんが倒れて、救急車で運ばれたそうだ。今、緊急手術をしているらしい」

　ざわっと辺りが騒がしくなる。私は気が動転してしまい、何を言われたのかしばらく理解できなかった。

　加か藤とう権蔵さん。親しみを込めて、みんな権蔵さんと呼んでいる。このブラックな企業に勤めて三十五年の古株だ。そして、唯一の常識人。

　すごく面倒見のいい人で、彼の下に就いた新人は大抵生き残ることができる。部長たちの理不尽な要求を、彼が上手に受け流してくれるから。

　彼は若い芽が潰れてしまわないように守ってくれる人格者なのだ。

　私も権蔵さんに育ててもらったひとりだ。仕事を辞めずにいられたのは彼のおかげだし、恩返しするまでは辞められないとも思っている。

　権蔵さんが……倒れた？

　私は信じられない思いで千葉さんの言葉に耳を傾ける。

「しばらく入院することになるそうだ。自宅療養含め、一カ月くらいは出社できないだろうとご家族から連絡があった。彼の分のタスクは俺が振り分ける。すまないが協力してくれ」

　各々、深く落ち込んだ顔を伏せる。権蔵さんの身体のことを心配している人もいれば、終電帰宅が続くこの状況で、これ以上戦力が減るのかと落胆している人もいるようだ。

「こんなときに……」という悪態が聞こえてきて、カチンときた。

　しかし、ここで反論をしたところで権蔵さんが元気になるわけでもない。仕方なく、怒りをゴクンと呑み込む。

「あの、千葉さん。権蔵さんはなんの病気なんでしょうか」

　尋ねると、千葉さんはこちらに向き直り、言いづらそうに口を開いた。

「心筋梗こう塞そくだそうだ。調ちょう布ふのほうにある須皇総合病院ってところで手術している」

　須皇総合病院って、透佳くんの病院じゃないか。その近辺で心臓を専門とする病院といえばそこが一番有名だから、救急搬送先に選ばれたのかもしれない。

　透佳くんに聞けば、何かわかるかもしれない……そう考えた私は、無意識のうちに携帯端末を握りしめていた。

　両家顔合わせの日から一週間。なんの連絡もせずに、いきなりこんなことを聞いたら変に思われるかもしれないけれど……。

【透佳くんの病院で、加藤権蔵さんという方が心筋梗塞で手術していると思います。もし具合がわかったら教えてくれませんか。私の上司なんです】

　そうメールに打ち込んで、もらったばかりのアドレスに送ってみる。

　彼への初メール。とりあえず、エラーで返ってこなかったことに安心する。アドレスは合っているみたい。

　彼は返事をくれるだろうか……。そわそわとしながら待つけれど、なかなか返事をもらえないまま、気がつけば夜になっていた。

　連絡が来たのはその日の夜更け。もはや翌日と言ってもいい時間だった。

　ちょうど私が地元の駅から家に向かって歩いている途中、携帯端末が鳴めい動どうした。

　着信だ。まさかメールに対して電話が返ってくるとは思わず、困惑する。

「は、はい、彩葉です！」

　慌てて通話ボタンをタップすると、おそらく通りを走る車の音が聞こえたのだろう、透佳くんは訝いぶかし気な声をあげた。

『こんな時間にどこにいるんだ？』

「今、帰宅中で」

『はぁ!?　もう二十四時だぞ……！』

　文句を言うものの、私の会社の前で待ち伏せした日のことを思い出したのだろう。

『ああ、お前の会社はそういう会社だったな』

　どこか諦めたように納得してくれた。

「あの、メール、見ていただけましたか……？」

　恐る恐る尋ねると、想像以上に不機嫌な声が返ってきた。

『言っておくが、医者には守秘義務がある。治療の経過も個人情報にあたる』

「そう……ですか」

　患者の家族でもない私に、個人情報を流すわけにはいかないようだ。冷静に考えてみればその通り。しゅんとしてうなだれる。

　しかし、透佳くんは「……ペラペラ喋るなよ」そうひと言念を押して、こっそりと教えてくれた。

『低てい侵しん襲しゅう冠かん動どう脈みゃくバイパス手術』

「バイ……パス……？」

　聞いたこともない難しい単語が飛び出てきて混乱する。

　私がさっぱり理解していないことを悟ったのだろう、彼は少しかみ砕くだいて説明してくれた。

『冠動脈の狭きょう窄さく部を飛び越える形で迂う回路、つまりバイパスを作ることで、血液の流れを確保する手術だ。それも、胸骨を正中切開するような大規模な開胸手術ではなく、低侵襲――肋ろっ骨こつを小切開して施術することで、患者への身体の負担を最小限に抑え……って、聞いているのか？』

　後半になるにつれて、彼の丁寧さがどんどん失われていき、最後には完全に意味がわからなくなってしまった。

　思わず電話の向こうに「ごめんなさい、よくわかりませんでした……」と頭を下げる。

『要するに、患者にとって最も負担の少ない切開方法で手術ができたってことだ。成功したから安心しろ。現在はＣＣＵ（冠かん疾しっ患かん集中治療室）で治療を受けている』

「よ、よかった……」

　つまり、権蔵さんは大丈夫ってことらしい。大きく息をついて胸を撫で下ろす。

「もしかして、透佳くんが手術してくれたんですか……？」

『ああ。俺の専門分野だったから』

　淡々とした声でいう。

　つまり、権蔵さんの命の恩人ってことだ。あの細く長い綺麗な指で、止まりかけた心臓に再び命を吹き込んでくれたのだ。

　心臓外科医ってすごい仕事なんだなと、その偉大さをあらためて実感した。

「権蔵さんを助けてくれて、ありがとうございます」

　思わず道の真ん中に立ち止まって、深々と頭を下げる。彼は、さも当然のように『ああ』と短く答えた。

　こういうときこそ、いつもみたいに偉そうにしてくれてもかまわないのに。どうして今日に限って謙虚なのだろう。

　やがて彼はフッと吐息を漏らし『お前に感謝されるのは悪くないな』と満足そうに呟つぶやいた。

「入院期間は、どれくらいになりそうですか？　一度お見舞いに行こうと思うんですが……」

『予定としては十日だ。容体次第ではあるが。見舞いに来るなら連絡しろ。病室まで案内してやる』

　そんな親切をかって出てくれるとは思わず、驚いて目を丸くする。

「わかりました。ありがとうございます」

　通話を終えようとアイコンをタップしかけたところで『彩葉』と呼び止める声が聞こえて、慌てて受話口を耳に当て直した。

『危ないから、家につくまでこのままにしておけ』

　夜のひとり歩きを心配してくれているのだろうか、彼がそんなことを言い出す。

「大丈夫ですよ、いつものことですし。すぐ近くですから」

『いいから。電話していれば、多少の防犯にはなるだろう』

　意外と心配症なのだろうか。仕方なく、彼の言う通りにして通話を続ける。

　とはいえ、用事が済んでしまったら、他に話すことはない。

　気まずい沈黙が続いたあと、彼がぽつりと切り出した。

『こういうとき、俺がもしごく普通のサラリーマンだったら、お前を家まで送り届けてやれるんだろうな』

　なんだかまるで、医者であることを悔やむようなセリフ。彼らしくなくて耳を疑う。

「大おお袈げ裟さですよ。私はひとりでも大丈夫ですから」

『普通は、夜中に婚約者をひとりで歩かせたりはしないだろう』

　婚約者という単語に、ドキリと身体を震わす。もう彼の中で私は、ナチュラルに婚約者であるらしい。

『医者になって、どんなに忙しくても後悔したことはなかったが、初めてもどかしいと思った』

「もどかしい……？」

『会いたいと感じたとき、すぐに飛んでいけないだろ』

　答えに詰まる。会いたいだなんて……。

　私たちは恋人同士ってわけでもないし、そんなことを言い合うような関係でもないのに。変に意識して鼓動が勝手に早くなってくる。

「そこまで心配してくださらなくても、大丈夫ですから……」

『理屈じゃないんだよ』

「はぁ……」

　お医者さんである彼が理屈じゃない？　おかしなことを言うものだ。彼自身、合理主義の権ごん化げみたいな性格をしているのに。もしかして、本当はすごく心配症なのだろうか。

　ぽつぽつと言葉を交わしているうちに、自宅マンションのエントランスに辿たどり着いた。

　付き合ってくれたお礼を告げると、彼は『いや。かまわない』と素っ気なく答える。

「ありがとうございました。失礼します」

　まるでお仕事の電話のように、業務的にお別れを告げると。

『おやすみ、彩葉』

　逆に親しみのある言葉で返され、硬直する。

　まるで本物の恋人か家族のようだ。彼とおやすみを言い合うことが、妙に新鮮に感じられる。

「……おやすみなさい、透佳くん」

　言葉にしてみると不思議なもので、なんだか優しい気持ちになれた。それだけで、たいして楽しくもなかった一日が、パッと華やいだ気がした。

　プツリと電話が切れる。途端にひとりが寂しく感じられて、マンションの階段を駆け上がった。




　一週間後、客先との打ち合わせで外出した帰り道。

　会社には打ち合わせが長引いたと嘘をついて、権蔵さんのお見舞いに向かった。

　十数年ぶりに訪れた透佳くんの病院。昔よりも建物が増え、規模が大きくなっている。

　改築したのだろう、古めいた外来ホールは、近代的な建築物に生まれ変わっていた。三階まで続く広々とした吹き抜けと、長いエスカレーターが印象的だ。

　十六時、診療受付終了間際にもかかわらず、まだ患者や医療関係者で賑にぎわいを見せている。

　敷地の奥には、入院棟が三棟。いずれも十階以上ある大きな建物だ。渡り廊下や空中廊下で連結されており、入り組んだ構造は増築を繰り返した結果なのだろう、この病院の歴史がうかがえる。

　Ｂ棟と呼ばれる入院棟の入口に到着したところで、私は透佳くんに連絡を入れた。

　あらかじめ時間を伝えていたおかげで、五分とかからず彼は迎えに来てくれた。

　初めて見る白衣の透佳くんは、なんだかとても頼もしく見える。権蔵さんを助けてくれたという感謝の念もあるからかもしれない。

「お久しぶりです。わざわざ迎えに来てくれてありがとうございます」

　ペコリと頭を下げてから顔を上げると、透佳くんはなんだか仏頂面で私の格好を見下ろして――。

「スーツに着られているって感じだな。新入社員みたいだ」

　突然ダメ出しをされ、カッと頬が熱くなった。

　普段はブラウスやカーディガンなどを着て働いているのだが、客先に行ってきた今日はかっちりとしたリクルートスーツ。可愛げのないグレーのツーピースだ。

「べ、別に、遊び心なんていりませんから！　仕事用ですから！　清潔感重視ですから！」

　ムキになって反論すると、彼は白衣を翻ひるがえし背中を向けてひと言。

「清潔感というより、真面目ちゃんだな」

　そうサラリと言い放ち、さっさと一階通路を歩き始めた。私はカチンとしながらも、彼のあとを追いかける。

　十六年ぶりに会って、ちょっとは優しくなったかと思えば、やっぱり透佳くんは透佳くんだった。服装をバカにするなんて、デリカシーゼロの意地悪少年のままだ。

　むっと頬を膨らませていると、彼が突然振り返り、ニッと口の端を跳ね上げた。

「そんなに気を悪くするな。あまりに可愛らしかったから、からかいたくなっただけだ」

　突然柔らかくなった眼差しに、ドキリとして足を止める。

「案内は口実だ。彩葉に会いたかった」

「っ……！」

　さっきまで悪態をついていたのに、急に甘やかすなんて。飴アメと鞭ムチを使い分けられたようで、予期せず翻ほん弄ろうされてしまう。

「……お前は本当に見舞いのことしか考えてこなかったようだな。その格好を見ればわかる」

　大きくため息をつかれ、なんだか申し訳ない気分になってきた。

　仮にも婚約者に会うというのにオシャレのひとつもしてこなかった私。まさか『会いたかった』だなんて言われるとは思わなくて。

　ペースを乱されながらも、彼のあとについて行く。

　はるか先まで続く長い廊下、窓の外はちょうど桜が満開だ。ひらひらと花びらが舞っている。

「この病院に来るのは子どもの頃以来です。建物が増えましたね。なんだか広くなっている気もするし……ここに到着するまでに、迷ってしまいました」

　方向音痴な私。入口の案内板を見て、Ｂ棟に向かおうとしたら、辿り着いた先は真逆のＣ棟だった。まぁ右と左を間違えただけではあるのだが。

「ああ。俺ですら何に使っているのかわからないような扉がある。全ぜん貌ぼうを知る人間なんて、いないのかもしれないな」

　日本に戻ってきたばかり、加えて心臓血管外科医の彼が足を運ぶ範囲というのは、限られているのだろう。

「少なくとも、加藤さんの病室までは案内できるさ」

　そう言って彼はエレベーターに乗り込み、三階へと向かった。

　ナースステーション近くの個室に、権蔵さんは入院していた。

　入口のドアは開いており、透佳くんは「失礼します」とだけ断って、ツカツカと部屋の中に入っていった。

「おお、先生」

　奥から権蔵さんの声が聞こえてくる。私がカーテンの隙間からひょっこり顔を覗かせると、権蔵さんは大きく目を見開いた。

「早風！　来てくれたのか！」

　ベッドに身体を横たえてはいるものの、元気そうな権蔵さんの姿がそこにはあった。

　以前よりも顔色がいい。少なくとも、仕事で徹夜を余儀なくされていたあの日々よりは、ずっと血色よく見える。

　管にたくさん繋がれて酸素マスクをしている姿を想像していた私は、ひとまずホッとした。点滴もしていないということは、もう自力で食事ができることを表している。

「お元気そうで安心しました」

「さっき心電図が外れたんだ。退院まであと少しだよ。なぁ先生」

　透佳くんは笑顔で頷く。

「ええ。順調に回復しています。ですが、もう無理は禁物ですよ、加藤さん」

　ぎくりと権蔵さんが身を強張らせる。いつでも豪ごう胆たんな権蔵さんにしては珍しく、先生には頭が上がらないといった感じだ。

「ひどい痛みを感じた時点ですぐに救急車を呼んでいれば、手術をする必要はなかったんですから。切開しなくとも、手首の動脈から細い管を挿入して、狭窄部に血管の拡張を支えるチューブをひとつ置くだけで済んだんです」

　透佳くんがトントンと自分の胸に親指を当てながら言う。権蔵さんは苦い顔で「面目ない」と頭をかいた。

　どうやら権蔵さんは、胸の痛みを感じたにもかかわらずしばらく放っておいたらしい。

　我慢強い彼らしいと言えばらしいのだが……ご家族はさぞ心配したことだろう。

「治るかもしれないから様子を見ようなんて、もう考えないでくださいね。心臓の治療は時間との闘たたかいです。彩葉。加藤さんをしっかり叱しかっておいてくれ」

　それだけ言い置いて、透佳くんは病室を出て行く。

　権蔵さんは「お世話さんですー」と苦笑いを浮かべて透佳くんを見送った。

「権蔵さん、もしかしてずっと痛いのを我慢していたんですか？　仕事のときも？」

　私が眉をひそめると、彼は不条理な部長をやり込めるときと同じ顔ではははーと笑った。

「軽い胸の痛みは、前々からあったんだ。狭心症が疑われるから検査をしようとは言われていたんだが、一泊二日の検査入院が必要だと聞いて、ずっと保留にしていてね。そんなに休みをとる暇なんてなかっただろう？」

「だからって、命が危ない病気かもしれないのに放っておくなんて。ご家族が心配されますよ」

　ベッドサイドのテーブルには、きっとご家族が持ってきてくれたのだろう、家族写真が飾られている。権蔵さんと奥様、そして中学生くらいの娘さんと息子さん。

　だいぶ前の写真らしく、権藤さんの頭にはふさふさとした黒髪が生えていた。少なくとも、私の入社前であることは確かだ。私は坊主頭しか見たことがない。

　ブラック企業に三十五年も勤めてきた権蔵さんは、数々の修羅場を経験してきた。土日出勤も、徹夜も、家に帰れずカプセルホテル生活をしていた時期もあったそうだ。

　これまで、ご家族は心配だったに違いない。結局、過労が積み重なって心筋梗塞にまで発展してしまった。

「確かにな。嫁さんには今の会社を辞めてくれとまで言われたよ。この身体で、今までのペースで働くのは難しいかもしれない」

　奥様の気持ちもよくわかる。もちろん、その歳で転職は難しいだろうけれど、心臓に爆弾を抱えたまま、徹夜なんてさせられない。

　それを許してくれるほど、うちの会社は優しくもない。

「だが、俺だけじゃない。早風も考えないとな」

「え？」

　突然話題を振られ、キョトンと首を傾げる。

　すると、権蔵さんは窓の外に目をやった。ちょうど桜の木の頭が見えて、視界いっぱいに広がる美しい薄紅色。この病室は、お花見の特等席だ。

「この部屋はな、須皇先生のご厚意なんだ。早風が世話になったお礼にと、景色のいい部屋を手配してくれた」

「え……？」

「聞いたぞ。お前、先生と結婚するんだってな」

　権蔵さんがニヤリと笑う。思わず頬を赤く染めてうろたえた。

　透佳くんたら、まだ正式に結婚が決まったわけじゃないのに、権蔵さんに話しちゃったの!?

「えと……まだ、もしかしたら婚約するかもってだけで」

「つまり、彼氏ってことだろう。あんな立派な先生とお付き合いしているなんて、驚いたよ。仕事ばっかりしているから、てっきり彼氏のひとりもいないのかと思っていた」

　ははは、と権蔵さんは笑う。彼の言う通りで、久しく彼氏なんていなかったわけだけど。

　恥ずかしくて小っちゃくなっていると、不意に権蔵さんが遠くを見つめるような目をした。相変わらず朗らかな顔で、でも声には少しだけ真剣味を織り交ぜて、ぽつぽつと語り出す。

「だが、結婚が決まっているなら、ちゃんと考えないといけないな」

「考えるって……」

「転職だよ。うちの会社じゃ、結婚も子育ても難しい。あんなに素敵な旦那さんがいるなら、家庭を大事にしないとな。毎日終電じゃマズいだろ。せめて、産休、育休制度の整った会社でないと」

　ドキリとしてうつむく。いつか直面する問題だとは思っていたから。

　結婚して子どもを産みたいと考えるなら、今のままではいけない。まだ大丈夫、まだ大丈夫と、つい先送りにしてきたけれど。

「……会社にも、雇ってもらった恩がありますし」

「そんな恩、これまでの働きで充分返しただろう。いつまでもうちの会社の歯車になる必要はない。これからはちゃんと自分の人生を考えないと」

　仕事でミスをしてしまったときでさえ、笑って許してくれた権蔵さんに、初めて真剣に叱られたような気がして、きゅっと唇をかみしめる。

　入社した当時は、父の経営も危機的状況で、家計を支えることを一番に考えていた。

　だが、生活がそれなりに安定した今、私が必死になってお金を稼ぐ必要はない。転職のチャンスといえば、そうなのだが……。

「でも、権蔵さんへの恩も、まだ返せていませんから……」

「そんなもんいらない。だいたい、その前に俺が辞めちまうかもしれない」

　あっけらかんと笑って言う。全然笑えるところじゃないのに。

「もうすぐお前の人生は、お前ひとりのものじゃなくなるんだぞ？」

　そう言って権蔵さんは家族写真を見つめる。彼の人生は彼だけのものではない、奥様と子どもたちのものでもある。

　私の人生も、いつかは私だけのものではなくなる。夫と子どもたちのために生きていく日が来るかもしれないのだ。

「……考えて、みます」

　こくりと頷いて、窓の外を見る。強く風が吹いて枝がしなり、花びらが一斉に宙を舞う。

　まるで卒業を後押しされているようで、胸がズキンと痛んだ。




　透佳くんに帰る旨を連絡して病室を出た。一緒に夕食を食べようと誘われたのだが、まだ仕事があるからと断った。

　次に飛んできたメールは【次の日曜日、空けておけ】。命令形。なんてぶっきらぼうなメッセージなのだろう。

　悩んだものの、桜のよく見える素敵な病室を用意してくれたお礼をまだ伝えていなかったことを思い出し「わかりました」とだけ返しておいた。

　そして次の日曜日。私は朝から鏡の前で洋服を身体に当てて唸うなっていた。

「真面目ちゃんって言われちゃったしなぁ……」

　前回会ったとき、『スーツに着られている』と言われたことを忘れてはいない。今日はバカにされないように、それなりに見えるワンピースを着ようと思っている。

　どこに行くのかはわからないが、お金持ちの彼のことだ、突然高級なお店に連れて行かれる可能性もある。

　そうなったときに困らないように、ヒールの高い靴をシューズラックの奥から引っ張り出してきて、メイクもしっかりめに施した。

　こんなに気合いを入れて身なりを整えたのは久しぶりだ。まるでデートみたい。ん？　デートなのかな？

　ちなみに、これから透佳くんが迎えに来ると知った母は、リビングとキッチンを落ち着きなく歩き回っている。

「こんな小さなマンションに住んでいるだなんて、透佳くんに見られたら恥ずかしいわ……」

　考えてみればこの家になってから透佳くんが来るのは初めてだ。

　七十平米の３ＬＤＫに、両親と私の三人暮らし。ベッドタウンでこの大きさは、決して狭くはないと思うのだけれど、なにしろ相手は大病院のご子息だ。価値観がまるで違う。

「待ち合わせ場所、駅にしようか？」

「ううん、いつかはバレることだもの。隠したって仕方ないわ」

　それもそうだ。うちのマンションを見て幻げん滅めつするような人ならそれまで。私とは住む世界が違うのだと諦めるしかない。

　約束の十四時。玄関のチャイムが鳴った。私がドアを開けると、そこには両家の挨拶のときよりもカジュアルダウンした透佳くんが立っていた。

　ネイビーのストライプジャケットに、ブラックのスラックス。インナーにはシンプルかつ上質な白いシャツ。気取らないけれどフォーマルにも見える、洗練された着こなしだ。

　私の後ろでそわそわとしている母に向かって、外面いいモードでにっこりと会釈した。

「今日一日、彩葉さんをお借りします」

「彩葉をよろしくね、透佳くん」

　なんとなく照れくさくなった私は、「行ってきます」と早々に玄関のドアを閉めた。

　ふたりきりになった途端、彼の声のトーンが下がる。ブラック透佳くんの到来だ。

「これが彩葉のデートスタイルか」

　まじまじと品定めされ、不安になる。今日は真剣にオシャレをしたけれど、それでいてダメ出しをされたら救いようがない。

　そういえば昔、ピアノの発表会でドレスを着たときに「似合わない」と言われたっけ。嫌なことを思い出してしまった。

「似合ってないなら、そう言ってくれてかまいませんよ」

　可愛げのない言い方だとは自覚しつつも、パンチされる前に防御した。

　しかし彼は、警戒心剥むき出しの私に、素直に首を捻る。

「何を卑ひ屈くつになっているんだ？　振り袖のときとはまた違った印象で、綺麗だが？」

　思いもよらぬ方向からパンチを繰り出され、クリーンヒット。

　うぐぐ、と唸うなり、頬を赤くする。こういう褒ほめられ方には慣れていなくて、どう答えればいいのかわからない。

「それとも、綺麗より可愛いと言われたいのか？　確かに可愛らしくはあるが、今日のお前はどちらかというと美人――」

「や、も、もういいです。ありがとうございましたっ」

　冷静な顔で褒められると、いっそう恥ずかしい。透佳くんたら、昔は絶対にお世辞なんて言わなかったのに。彼の変化には驚かされるばかりだ。

　マンションの外に出ると、敷地内にある広場の脇に透佳くんの車が停まっていた。

　以前見た黒いコテコテの高級車ではなく、小回りの利く自家用車だ。それでもデザインにはこだわりがあるらしく、小洒落たクラシック感がある。

　色はホワイト。真ん丸のヘッドライトとエンブレムは、この前の車と似ている気がする。同じメーカーの違う車種なのかもしれない。

「ほら。足元気をつけろ」

　彼が助手席のドアを開けてくれる。私が乗り込んだのを確認して、丁寧にドアを閉めた。

　正面をぐるりと回って運転席に乗り込むと、無言で私の肩の上にあるショルダーアンカーに手を伸ばし、シートベルトを引っ張り出した。顔の距離が近くなって緊張する。

　ガチガチになってシートにへばりついている間に、彼はバックルにベルトのプレートを差し込み、何事もなかったかのように運転席へと戻っていった。

「どうした？」

　怪け訝げんな顔をされ、私はブンブンと首を横に振る。些さ細さいなことで動揺させられまくっているだなんて、彼には知られたくない。

　彼は車を発進させるが、目的地はまだ教えてくれない。とりあえず、黙ってついて行くことにする。標識を見る限り、都心に向かっているようだ。

「あんなマンションに住んでいると知って、幻滅しませんでしたか……？」

　恐る恐る尋ねてみるが、彼はさして気にしていない様子だ。

「今後、お前が家を出ることを考えると、あのくらいでちょうどいいんじゃないのか。広すぎても管理が大変だろう」

　もう私が家を出ることになってる……！　彼の中で結婚計画が着々と進行しているようだ。

「透佳くんは今、ひとり暮らしなんですよね……？」

　確か、病院の近くにマンションを借りていると言っていた。

　透佳くんは、「ああ」と答えて頷いたが、間を置いて「……今まではな」とつけ加えた。含みのある言い回しに眉をひそめる。

「あそこは俺たちの新居にするには狭すぎるから、もう少し広い場所を買った。立地は譲歩してくれ、病院の近くでなければ困るんだ。お前の職場からもそう遠くはないはずだから不便はないと思う」

「……え？」

　スラスラと彼の口から飛び出してきた説明に、目を白黒させる。

　今、新居を買ったって言った？

「……もう、買っちゃったんですか……？」

「ちょうどいい新築物件があったんだ。もたもたしていたら、他の客に成約されてしまうだろ？」

　呆然として目を見開く。まだ婚約もＯＫしていないのに、新居が決まっちゃうってどういうこと……？　あまりにも横暴で、反論する余地もない。

　どうやら、今日一番の目的は、私を新居へ案内することらしい。彼は勝手に新居の説明を始めた。

　高層マンションで、住人専用のジムやプールがあって、二十四時間対応のコンシェルジュ付き。レストランもあるからデリバリーも簡単。

　……私、そんな豪華な場所に住むの？

　唖然としている間に車が目的地へ到着。天高くそびえ立つ立派な高層マンションだ。

　入ると大きなロビーがあり、脇にカフェレストランが併設されていた。奥にコンシェルジュ付きのフロント、そのさらに奥にエレベーターが四台並んでいる。

「お帰りなさいませ」

　コンシェルジュの女性ふたりが揃そろって頭を下げた。

「ただいま。いつもご苦労様」

　微笑み返した透佳くんに、コンシェルジュのふたりはほうっと惚ける。

　綺麗な顔をしているから、さぞモテるだろうなぁと予測はしていたけれど、モテっぷりを実感させられた瞬間だった。

「部屋は三十五階だ。あっちのエレベーターは低層階用だから注意しろよ」

　エレベーターは高速静音、私のマンションのエレベーターとは乗り心地が全然違った。三十五階もあっという間だ。

　扉が開いて一歩外に出ると、片側の壁が一面ガラス張りになっていて、壮大な眺めが広がっていた。

　すごい景色。……けれど、ちょっぴり足がすくむ。

「お前、高所恐怖症だったのか？」

　先を歩いていた彼だが、すかさず私の様子に気が付き足を止める。

「いえ。少し驚いただけです」

　気を取り直して彼のあとを追いかけようとすると。彼が無表情でツカツカと歩み寄ってきて、私の手を握った。指先をきゅっと絡めて引っ張る。

「と、透佳くん……!?」

「怖いんだろう。すぐに慣れればいいんだが。どうしても無理なら言えよ」

「無理だったら……どうなるんですか？」

「引っ越すしかないだろう」

　躊ちゅう躇ちょなく言われて驚いた。賃貸じゃなくて、購入したんでしょう？　すぐ売却なんて、そんな簡単にできることじゃない。

「そ、そこまでしなくても、私が我慢すれば済む話なので――」

「彩葉が心地よく住めないのなら、新居を用意した意味がない」

　きっぱりと言い放たれて愕がく然ぜんとする。

「手間や費用などの細かいことは考えるな。お前が幸せに暮らせるか。判断基準はそれだけでいい」

　私に背中を向けたまま、そんな極論を口にする。今、ものすごく甘やかされた気がする。

　玄関の扉を開けると、広々としたホールがあって、シューズラックはどれだけ靴を買い足しても置く場所に困らないほど大きかった。

　長い廊下の先にリビングがあり、アイランド型のキッチンと、そのすぐ正面にダイニングテーブルが置かれていた。反対側には大型のソファとローテーブル。壁掛けのテレビに音響設備なども。

「最低限の家具は揃えておいた。あとは必要な分だけ買い足せばいい。インテリアの好みを聞こうかとも思ったが、仕事で忙しそうだったから。負担をかけないほうがいいと思って」

　透佳くんがリモコンを操作すると、壁の二面を覆っていた縦型ブラインドが動き出した。視界が一気に開けて、まるで空中に住んでいるかのようだ。

「怖いか？」

「……いえ、大丈夫です。すごい眺めですね」

　窓に近寄って、そっとガラスに手を触れる。

　下に須皇総合病院の建物が見えた。ここからなら、呼び出されてもすぐに駆けつけられるだろう。すぐ脇に駅と線路も見える。お店がたくさん並んでいる大通りも。住むのに不便を感じることはなさそうだ。

「気に入ってくれたか？」

　彼は、私の身体を包み込むように後ろに立った。窓と彼に挟まれてドキリとする。

　窓に置いていた手の上に、手を重ねられ、彼の体温がじわりと伝わってくる。

「あ……の……丸見えだし……」

　緊張を隠すように言い訳する。なにしろ、壁二面分を覆いつくす巨大なガラス窓だ。もし外に人が立っていれば、私たちが寄り添う姿は丸見えである。

　人がいれば、の話だが。

「周辺に同じ高さの建物はない。見ればわかるだろ」

　そう言って、彼は私の腰に手を回す。驚いて後ろを振り向けば、すかさず彼は私の顎を押し上げ、顔を近づけた。

　そっと、甘く、唇が重なり合う。

　舌を差し入れながら角度を変え、ゆったりと口腔を撫で溶かす。その仕草があまりに優しすぎて、抵抗する気力が削そがれた。

　私とのキスをたっぷり堪能したあと、唇がゆっくりと遠ざかっていく。

　一瞬で気持ちが持っていかれた。ぼうっとした頭で彼を見つめる。

「……そんな顔をするなよ。真っ昼間から抱かれたいのか？」

　彼のセリフに、頬の熱が急上昇した。ザッと目を伏せた私に、彼はくつくつと笑みを漏らす。

　一体何を考えているのだろう。彼のことがわからない。

　久しぶりに会ったかと思えば、突然の求婚。突然のキス。果ては、新居を購入したという。事実ばかりが押し寄せてきて、気持ちが全然追いつかない。

　彼は私のことを小バカにしていたんじゃなかったの……？　いつもからかって、いじめていたくせに。

　そんな相手と結婚なんて、どういう心境なのだろう。恋愛感情なんてこれっぽっちもない相手とのキスは、楽しいのだろうか？

　それとも、これもやっぱり、私をからかっているだけなの？

「……なんで、キスするんですか？」

　咄嗟に出たセリフはそれだった。シンプルで究極の質問。

　けれど彼は、わずかに目を開いただけで、至って冷静だ。

「結婚するからだ。他にあるか？」

　事実を淡々と突きつけられ、余計に混乱する。

「好き」とか「愛している」とかではなかった。結婚するから。ただそれだけ。

　結婚すると決まっていれば、キスでもなんでもするってこと……？　理解が追いつかず、呆然と彼を見つめる。

　じっと見つめていると、キスを求めていると誤解されてしまったようだ。彼は「足りないのか？」と言って再び私の顎を押し上げる。

「じゅ、充分です！」

　ぶんぶん首を横に振ると、彼はフッと吐息を漏らし、私から身体を離した。

「他に、寝室と、各々の部屋がひとつずつ。奥にもう一室あるが、来客用にでも使えばいい。将来は子ども部屋かな。たくさん生まれたら一軒家に住みかえるのも手だな」

　今度は子どもの話まで出てきた。彼は結婚計画だけでなく、家族計画まで立てているらしい。

　彼は私の手をとり、リビングの外に向かう。手前にある部屋のドアに手をかけた。

「ここは寝室。すぐにでも泊まれるように、ベッドだけは置いてもらった」

　ドアを開けると、部屋の中央にキングサイズのベッドが置かれていた。

　それから、ヘッドボードとルームランプ。壁にはモダンなアートが飾られていて、存在感を放っている。

「この絵は……ひまわり？」

　白いキャンバスに黒いラインでひまわりが描かれており、イエローとブラウンでシンプルに色付けされていた。どちらかというと抽象画に近いが、そのモチーフがひまわりであることだけははっきりとわかった。

　透佳くんは「ああ」と頷き、誇らしげにその絵に向かい合う。

「家具はデザイナーに任せたが、この絵だけは自分で選んで買いつけた。結構気に入っているんだ」

「……もしかして、私がひまわり好きだから？」

「彩葉の好きなものが、ひまわりしかわからなかった。もう十年以上も離れていたから。……バカのひとつ覚えだな」

　苦笑しながら彼は言う。その姿は、いつもの完璧な透佳くんとは少し違って見えた。

　絵といい、振り袖といい、私が好きなひまわりをひたすら集める彼の姿は、心優しく、どこか不器用にすら思える。

　そんなことをするのも『結婚するから』？

『好き』とか『愛している』とか、そういう理由ではなく、ただ婚約という事実があるから、機械的にそうしているだけ？

　わずかに胸が疼うずく。ほんの少しでも、私に好意を持ってくれているのではと期待してしまう自分が虚むなしい。

「大人になっても、変わらずひまわりは好きです。嬉しいですよ」

　たとえこれが『好意』ではなく『義務』だったとしても、少なからず、私のことを思って選んでくれたことには違いない。振り袖だって、私のために必死に探してくれたのだと言っていた。

「……でも、どうしてですか？　私にひまわりは似合わないと言っていたのに」

「そんなこと言ったか？　気のせいだろう。似合わないものを贈ったりしない」

　もしかして、私に『似合わない』と言ったことを忘れているのだろうか？

　確かに、私がまだ幼稚園に通っていて、彼が小学生だった頃の話だから、忘れていても不思議ではないのだけれど。

「もしかして、小さい頃しょっちゅう私をからかっていたこと、忘れてます？」

「ん？　そうだったか？」

　やっぱりだ……。どうやら加害者側は記憶に残らないらしい。私にとっては結構なトラウマだったのだが。

　どんなに私が恨みを抱えていても、記憶のない彼にとってはなかったも同然。それはそれでやるせなくて腹が立つ。

　ずーんと落ち込んでいると。突然彼の手が私の頭の上に乗っかって、髪をくしゅくしゅと撫で始めた。一体何事かと目を丸くする。

「お前は、小さい頃から弟の立りっ佳かのほうにばかり懐いていたからな。悔しくて、つい冷たく当たってしまったのかもしれない。悪かった」

　初めて聞かされた意地悪の真相が、あまりにもあっけなくて唖然とする。

　私が立佳くんと親しかったから……悔しくて？　ただの嫉妬だったってこと？

「そりゃあ、立佳くんのほうが、歳も近いですし」

　現在、アメリカで医師免許を取得するべく医学研修を受けている立佳くん。透佳くんより五歳年下で、私のひとつ上。

　年が離れている透佳くんと違って、話しやすかったのは確かだ。当時の六歳差はかなり大きくて、一緒に遊べるような年齢ではなかったから。

「でも、婚約者は俺だ。どんなにお前が立佳と親しくなろうと、渡さない」

　急にムッとした顔で、私の手首を引っ張る。胸元に引き入れ、背中に手を回した。

　……つまり、抱き寄せられた。優しく、丁寧に、包み込まれるようにハグされた。

　トクン、トクンと、鼓動がひとつ刻まれるごとに大きくなっていって、彼の心音と重なる。

　……どうしよう。ドキドキする。

　これも、私と『結婚するから』なのだろうか。身体を重ね合わせるのが夫の義務だから？　それ以上の感情はないの？

　この仕草の裏に愛がないのだろうかと探してしまう。

　つまり、私は彼の愛が欲しいのだろうか？　結婚するのだから、当然といえば当然？

「この先、一緒に暮らすようになったら、彩葉の好きなものをちゃんと教えろ。ひまわりだけじゃなくて、もう少し融通が利くようにしておくから」

「はい……」

　彼の胸に身を任せて、じっと目をつぶる。この温もりが強引な婚約を呑んだ見返りだというのなら、そんなに悪くはないなと思ってしまうのだった。




　帰り道、マンションからそう遠くない場所にある小さなフレンチレストランで夕食をいただいた。

　店は住宅街のど真ん中にあり、一日一客限定の完全予約制。店内には、八人掛けのテーブルが中央にひとつ置いてあるだけ。

　夫婦で切り盛りしており、オーダーを取ったり料理を運んだりするのは奥様、シェフである旦那様はカウンターの奥で黙々と料理を作っていた。

　前菜のホタテのタルタルは色鮮やかで美味しそう。アボカドソースと赤いラディッシュで綺麗に飾りつけられている。

　タルタルの中にも色鮮やかなお野菜が細かく刻まれていて、赤や緑が美しい――が、透佳くんのお皿のタルタルは朱色に近い赤であるのに対して、私のお皿のほうは、桃色に近い赤なのはどうしてだろう。

「色が少し違いますよね？　もしかして、具材が違うんでしょうか？」

　透佳くんに向かって尋ねたが、その質問に答えてくれたのは後ろで控えていた奥様だった。

「事前に、ニンジンが苦手と伺っていたので。そちらのお皿は、ニンジンの代わりにピンク色の品種のジャガイモを使っております」

　驚いて透佳くんを見つめる。

「……小さい頃、いつもニンジンを残していたじゃないか」

「覚えていてくれたんですか……？」

　私をからかったことは忘れているくせに、細かい好みは覚えてくれている。なんだか嬉しくなって、つい口元が綻んだ。

　もう二十年近く前の話だ。さすがに今はニンジン嫌いも克服している。

　彼の中の私は、どうやら小学校低学年で止まっているらしい。確かに中学年になる頃には彼とは疎遠になり、一緒に食事に行く機会もぱったりとなくなってしまったのだ。

　キスはするくせに、こんなところだけ子ども扱いのままだなんて。

「ありがとうございます。でも、私、もうニンジン食べられるようになりましたから」

「そうなのか？」

　彼は驚いた顔で目を見開く。

「ええ」と苦笑すると、彼もつられたように笑った。

「……好きなものだけじゃなく、嫌いなものも聞かせてもらわないといけないな」

　私はこくりと頷く。それでも、幼い頃のエピソードが、まだ彼の記憶に残っているのだと思うと嬉しかった。

「苺いちごはまだ、嫌いじゃないか？」

　彼がずいぶん心配そうに尋ねてくるので、私は目を瞬かせる。

「ええ。苺は好きですが……」

　なぜ彼がそんなことを尋ねてきたのか、その理由はデザートを見てわかった。

　苺のデザートプレート。中央にパウンドケーキと苺ジャム、左側には、苺のクリームとピンクのメレンゲクッキーが添えられていて、粉砂糖が雪のように散らされていた。右側には苺ブリュレとシャーベット。

「私が苺、好きだったからですか？」

　あまりにも極端に苺だったので、思わず笑ってしまった。彼も「苺ばかり食べていたじゃないか」と昔を思い出しながら笑っている。

「デザートは、苺をふんだんに使ってくれと頼んだんだ」

「ありがとうございます。すごく嬉しいです」

　私の好きなもので埋め尽くそうとする、彼のまっすぐな優しさが嬉しすぎてつい笑ってしまう。まさかあの意地悪な彼が、こんなにも甘やかしたがりだったなんて、思いもしなかったから。

　私もこれから、彼のことをもっとよく知らなければならないなと思った。もっと素敵な一面が見られる予感がして、わくわくする。

「食用のひまわりも考えたんだが」

「ひまわりは見るだけで充分ですよ」

　デザートがひまわり尽くしになってしまう前に、しっかり好みを伝えておかなければ。

　私にはもっとたくさん好きなものがあって、小さい頃よりもずっと大人の女性になったのだと。










第三章　彼の鼓動に耳を澄ませながら




　それからの二週間は、信じられないくらいに仕事が忙しかった。

　納品したプログラムの保守に加え、権蔵さんが抜けた穴の補ほ填てん。

　しかも、権蔵さんの担当していたプロジェクトは、最大の難関となる製造フェーズ――新人や派遣社員を大量投入し、人員を一気に膨らませて、短期決戦をしようとしている、まさにそのときだった。

　そこに指揮を執とる人間がいなくなれば、新たに参入したメンバーたちはどうしていいのかわからず、パニックを起こしてしまう。

　開発手順がわからない、テスト環境がわからない、データは誰が投入するのか、サーバーは？　インフラは？　そういった細かい疑問が積み重なって、最初の三日間は作業がほぼストップしてしまった。

　三日とはいえ、三十人が三日間作業を止めれば、九十日分の遅延、つまり三カ月のスケジュール遅れが生じてしまうのだ。

　そんな状況、とても顧客に説明できない。隠すのに四苦八苦だ。プロジェクト内部は文字通り、しっちゃかめっちゃかになっていた。

　上層部は権蔵さんが休んだから悪いというけれど、それは違う。

　リスクマネジメントのミスだ。誰かひとりが倒れた程度で破綻するプロジェクト構造は、そもそも間違っているのだ。

　ちゃんとした会社であれば、負荷を分散しているはずだし、誰がやってもわかるように手順化されているもの。時間と手間を惜しんで突貫工事を続けてきた皺しわ寄せが、今私たちに圧しかかっている。

　協力をかって出たものの、先の見通しが立たず、精神的にも追い詰められることになった。

　帰宅時間が終電なのは変わらないとして、少ない睡眠時間に精神的な不安も加わり、なかなか寝付けない日々が続いた。

　疲れていたなぁとは自覚している。食事もあまり食べられないくらいに。

　ぼうっとできる時間は電車の中くらいしかなくて、今この電車の進む先が会社なのか、家なのか、わからなくなるくらいに頭が真っ白になることがあった。

　権蔵さんの、転職の勧めが脳裏をよぎる。

　――これからはちゃんと自分の人生を考えないと――

　確かに今は独身だから、こんなにがむしゃらに働けるけれど、これで家族がいたらどうなるだろう。

　子どもとの時間を取れる？　ちゃんとご飯を作ってあげられる？　毎日笑顔で家族と接することができる？

　……無理だ。破綻してしまう。そう思うのは、私の心が弱いからなのかな？

　権蔵さんはいつもこんなプレッシャーの中で闘っていたのだろうか。家族を支えながら、社員たちも支え、自分の心臓に鞭むちを打って……。

　それに比べたら……。自分の弱さに涙が出そうになる。

　転職は――まだダメだ。将来を考えるのは大事だけれど、今ここで転職したら単に目の前の現実から逃げるだけだ。

　やりきらなきゃ。全部やりきって、それから考えよう……。

　十三連勤したあとに、日曜日が休めたのは奇跡だった。まだまだスケジュールは厳しいけれど、一旦全員休みを取ろうとチームリーダーが決意したのだ。みんな疲弊しきっていたから。

　この休みは一日中寝ていよう。そう決意した私は、土曜日の深夜、仕事から帰宅してすぐさまシャワーを浴びて、ベッドへ潜り込んだ。

　しかし、これまで短時間睡眠を繰り返してきたせいか、四時間程度で目が覚めてしまった。もう一度寝ようと目を閉じても、なかなか眠りにつくことができない。疲れているのは確かなのだけれど。

　いつもなら、ぐっすり眠れるはずなのに……。

　もしかして、これって不眠症？　そういえば、妙に神経が昂たかぶってトゲトゲしている気がする。

　朝の九時頃まで眠ったり起きたりを繰り返してぐずぐずしたあと、諦めてベッドから起き上がり、リビングに向かった。

　日曜の朝。すでに父は起きていて、ローテーブルの前であぐらをかいて新聞を読んでいた。母は洗い物と洗濯で大忙しの時間帯。

「おはよう。もう起きたのか？　疲れているんだろう、寝ていればいいのに」

　父は心配そうに広げた新聞から顔を出す。

　私のこの異常なまでの忙しさを、家族は理解して支えてくれている。私が朝早く家を出て、ふたりが寝静まったあとに帰ってくる姿を、さぞ心配しながら見守っていることだろう。

　本当は、そんな仕事辞めなさいくらい言いたいのかもしれない。けれど、私の自主性を尊重してくれている。

　入社一年目のとき、『本当につらくなったら、ちゃんと言いなさい』とだけ助言された。

「あら、おはよう。朝ご飯食べる？」

　母が洗いたての洗濯物をカゴ一杯に抱えてやってくる。

「自分でやるから大丈夫」

　このくらいは母の手を煩わずらわせまいと、冷蔵庫を開けた。とりあえず喉を潤うるおすため、麦茶のボトルを手にしたところで。

　ピンポンと、玄関のチャイムが鳴った。母がドアフォンの前に飛んで行く。

　麦茶をグラスに開けて飲みながら、母の様子を眺めていると。

「あら、透佳くん！」

　母の声に、思わず麦茶を吹き出しそうになってしまった。

　まさか突然の訪問!?　来るなんて連絡、なかったはずなのに！

　父は慌ててローテーブルの上に散らかっている新聞の折り込みチラシやリモコンを片付け始めた。ドアフォンを切った母は、洗濯物の山を隠したかったのだろう、カゴを抱えて洗面所へ逆戻り。

　ふたり揃ってダイニングテーブルの上に残っていた食器をキッチンに運ぶ。連携プレイが見事だ。

　でも、何が一番マズいって、私がまだ寝ね間ま着きで、顔も洗っていないことだろう。母が「着替えてきなさい」と私に人差し指を突きつける。

　慌てて部屋にこもり、ちょっといい部屋着を引っ張り出した。白とベージュのボーダー柄春ニットに、淡い色合いのジーンズだ。

　その間に、母は透佳くんを迎えに玄関へ。母と透佳くんの談笑する声。玄関から近づいてきた足音が私の部屋の前を通り過ぎ、リビングへ向かう。会話に父の声も加わった。

　私はひと足遅れて、乱れた髪を必死に撫でつけながらリビングに顔を出した。

「と、透佳くん、いらっしゃい……」

　すると、リビングのローテーブルに父と向かい合って座っていた透佳くんが、こちらを見てひと言。

「なんだ。彩葉。寝てたのか」

　即座にバレて凍り付いた。

　母が嘆なげかわしげな顔で、私の服を指差す。洗面所に行き鏡で確認すると……あ、表裏が逆……。

　慌てて着直してリビングへ戻ると、母は取り繕つくろうようにホホホと笑ってお茶を出していた。

「ここのところ、休みがなくて、睡眠不足だったのよね？」

　母、ナイスフォロー。私は「そ、そうなんです……」と苦笑いを浮かべる。

　でも、忙しい忙しくないにかかわらず、洋服表裏逆は恥ずかしい……。

「……その会社、大丈夫なのか？　加藤さんからも、ずいぶんブラックな企業だって話を聞いたぞ？」

　どうやら権蔵さんと会社の話をしたらしい。もしかしたら、今後の仕事復帰や通院に向けて主治医である透佳くんに相談したのかもしれない。

「転職、考えてみます……」

　妻がこんなに忙しく働いていたら、夫はどう思うか――心配するのは間違いないだろう。透佳くんを安心させるためにも、働き方は考えなくちゃならないと思う。

「ところで、本日は、彩葉さんのお父さんとお母さんにお許しをいただきに参りました」

　あらたまって透佳くんが切り出す。母は透佳くんにお菓子を出したあと、父と並んでテーブルに座った。私も、透佳くんの隣に腰を下ろす。

「以前ご紹介した新居の準備が整いましたので、そろそろ同居を始めたいと考えております」

　実は透佳くん、新居の購入について、事前に両親に相談していたらしいのだ。外堀から埋めていくところが彼らしい。

　そのとき、ふたりは諸もろ手てを挙げて同居に賛成していたとか。知らなかったのは私だけだったなんて。軽くショックだ。

「あの高層マンション、本当に素敵よね！　リビングからの眺めが最高で、お部屋も広くて。いつか泊まりに行かせて」

　母の言葉に「もちろん」と頷く透佳くん。

　……ちょっと待って。事前に相談したとは聞いていたけれど、どうしてリビングからの眺めまで知っているのだろう。まさか……。

　あんぐりと口を開けたまま透佳くんに目をやると、彼は涼しい顔をしてサラリとひと言。

「先日、彩葉が会社に行っている間に、マンションへお招きしたんだ」

「いつの間に……」

　それならそれで、事後報告くらいしてくれればいいのに。どうもうちの両親は報ほう連れん相そうがなってない。

　母はうっとりしながら、両手を合わせる。

「素敵な白い車にも乗せていただいたわよねー、お父さん」

「ああ。透佳くんは車の選び方が上手だなぁ。父さんも昔はあのエンブレムに憧れたもんだ……」

　父まで夢見心地だ。そういえば父もかつてはかなりの車好きだった。今では普段使いの一台以外、すべて売ってしまったけれど。

「お父さんと車の話ができて嬉しいです。うちの父とは好みが合わなくて」

「ああ、あいつは昔っからわかりやすい高級車が好きだからな。ああいうさりげない男のロマンは理解できないんだよ」

　なぜかわからないけれど、父と透佳くんが意気投合している……。どうやら透佳くんは、父の心をつかむことに成功したらしい。

「とにかく、私たちはいつでも彩葉を連れて行ってもらってかまわない」

「二十六年も一緒に暮らしてきたんですもの。私たちはもう充分よね？」

　突然の子離れ宣言。ちょっと待って、私のほうがまだ、心の整理がついていない。

「……そんなに焦らなくても。だってまだ婚姻届けも出してないし」

「籍を入れる前に同居しておくことも必要だぞ。結婚生活のイメージが湧わかないだろう」

　透佳くんの反論にあっさりと黙らされる。父も母も賛成らしく、うんうんと首を上下している。

「それに、新居のほうが職場にも近いんでしょう？　すぐにでも越したほうが、毎日楽よ？」

　それは確かに。新居からなら通勤時間が半分で済む上、満員電車のストレスも減る。

　でも、そういう問題じゃないでしょう？

　だって一度家を出てしまったが最後、もう一緒に暮らすことはないかもしれない。ひとり娘が嫁に行ってしまうというのに、未練はないのだろうか。

「私がいなくなって、寂しくないの……？」

　すがるように尋ねるけれど、母は「今だって帰ってきて寝るだけじゃない」と反論。

　確かに、両親が寝たあとに帰ってきて、シャワーを浴び、朝はご飯も食べずに家を出る生活。まともな会話をここ二週間交わしていない気がする。

「それに、彩葉ったら、だいぶやつれてきたじゃない。私たちが何を言っても聞かないんだから、お医者さんのそばにいてくれたほうが安心だわ」

「透佳くんは心臓外科だよ！」

「内科だってひと通りは見られる」

　内科は見られないと決めつけられたことが心外だったのだろうか、透佳くんはちょっぴり声を硬くして答える。

「完全に離れるのが寂しいのなら、こまめに帰ってくればいい。そう遠い距離でもないんだ。俺が当直の日は実家に帰ったらどうだろう？」

　透佳くんの提案に、両親は「そうねぇ」とすんなり納得。

　結婚前の半同棲生活。あまりに合理的すぎて、これ以上、反対するネタも見つからない。

「とりあえず、数日分の荷物をまとめてマンションへ行こうか」

「せめて、仕事が落ち着いてからに――」

「彩葉の仕事は落ち着くことがあるのか？」

　そう言われてしまったら黙るしかない。この先の目め処どはまったく立っていないのだ。最悪、転職するその日まで落ち着いた日々は訪れないかもしれない。

　母が「試すと思って行ってらっしゃいよ」と口添えする。

　こんなに勧めるのは、早く結婚して安心させてほしいと思っているのだろうか。それとも、私の身体を心配して？　これまで、会社を辞めろと言うことはなかったけれど、やきもきしながら見守っていたことは間違いない。

「細かい荷物は、それこそ仕事が落ち着いてからでいい。とりあえず、少し外泊する程度の感覚でいいんじゃないか？」

　この不毛な言い争いに終止符を打つべく、透佳くんは究極奥おう義ぎの紳士スマイルを切り出す。両親は快こころよく頷き、もはや私も「はい」と答える他なかった。




　一週間分の荷物を詰め込んだボストンバッグふたつを後部座席に乗せて、私たちは新居へ車を走らせた。

「確かに、ここ二週間でやつれたよな」

　信号の合間に、透佳くんは私の頬に手を伸ばして、まじまじと見つめる。

「……大丈夫ですよ、すぐ戻りますから」

　状況が落ち着いて、普通にご飯を食べられるようになれば、すぐに元の体重に戻るはず。ただ、疲労はしっかりと蓄積している自覚があり、荷物を纏めるだけでハァハァと息が上がってしまった。

　もしかしたら、運動不足かも。仕事中も座ってばかりだし。

　そういえば、マンションに住人向けのジムがあったはず。こまめに通えば体力もつくかもしれない。

「……マンションのジムを使わせてもらって、筋力アップとかどうでしょう！　プールもありますよね？　私、泳ぐの好きです！」

　けれど、彼は目線を道路に向けたまま、険しい顔で息をついた。

「睡眠不足と栄養失調の状態で水泳なんて、医師として容認できない」

　まさかのドクターストップが出てしまった。しゅんとうなだれ、窓の外の景色を眺める。

　コスメや化粧品なんかは、近くの薬局でひと通り揃えた。服も少しずつ買い足そうと彼は言ってくれているが、仕事が落ち着いたらの話になりそうだ。当面は、会社と家を往復できればいい。

　マンションの地下駐車場に到着して車を降りると、透佳くんは私の持ってきた重量級のボストンバッグを両肩にかけた。

　私は細こま々ごまとした買い物袋を両手に持ち、マンションの地下玄関をくぐる。

「それにしても、突然同居だなんて、ちょっと急ぎすぎじゃありませんか？　そりゃあ、私の仕事が落ち着くのを待っていたら、埒らちが明かないかもしれませんが」

「一緒に暮らしていたほうが、予定を合わせるのも楽だろう。お互い、融通の利かない仕事をしているんだから。なにより、ここなら夜道が安全だ。駅まで迎えに行くこともできる」

「あ……なるほど」

　どうやら私の帰宅時間が遅いことをずっと気にしていたようだ。

　大通り沿いにあるこのマンションなら、深夜も道が明るく車や人通りがある。駅からひとりで歩いて帰ってきたとしても危なくはないだろう。いざとなれば、透佳くんだって駆けつけられる距離だ。

　夜道が危ないから引っ越しだなんて。もしかして透佳くんって、ものすごく過保護な人なの……？

　それにしても、どうしてそこまで私のことを気にしてくれるのか、突き詰めれば、なぜ私を結婚相手に選んだのか、相変わらず理由がわからない。首を捻りながらエレベーターへ乗り込み、彼とともに三十五階に向かう。

「透佳くんって……」

　どうして私と結婚しようと思ったんですか？　そう尋ねようとしたとき。

　クラッと視界が揺れ、よろめいた。

　透佳くんがすかさず支えてくれたけれど、彼は重たいボストンバッグを両肩に担いでおり、倒れないように胸を貸すだけでやっとだ。

「彩葉!?　大丈夫か!?」

　透佳くんの腕をきゅっとつかんで、なんとか踏みとどまる。

　眩暈は一瞬だったようで、すぐに収まった。もしかしたら、気圧の関係だろうか。急に三十五階まで昇ったから。

「ごめんなさい。もう、大丈夫です」

　にっこりと笑いかけるけれど、彼は不安そうに私を見つめている。おもむろに私の首筋に手をかけ、深刻そうな顔をした。

「……脈が、乱れているな」

　脈？　ドキドキしているってこと？　キョトンとして目を丸くする。

　辿り着いた三十五階で、彼の手を借りてエレベーターを降りる。彼は、ホールの端にボストンバッグを置くと、私の身体を抱き上げた。

「ちょ、透佳くん!?」

「黙ってろ」

　驚いて荷物を落とし、買い物袋までもがエレベーターホールに置き去りになってしまった。それらの荷物には目もくれずに、彼は私を抱いたまま玄関へ向かう。

　家に入り、ひまわりの絵のある寝室へ直行した。大きなベッドの上に私を寝かせ、靴を脱がせる。

「と、透佳くん、大袈裟だよ、ちょっとクラっとしただけだから」

「静かにしていてくれ」

　ぴしゃりと言い放つと、彼は私の首筋に手を添えた。覗き込むように顔を近づけられ、ドキンと鼓動が跳ね上がった気がした。

「と、透佳、くん……」

　首筋に手を当てたまま、自身の腕時計にちらりと目を落とす。どうやら脈を測っているようだ。いっそう怖い顔つきをして、私に尋ねる。

「彩葉。お前、今まで不整脈なんてあったか？」

「へ？」

　不整脈だなんて、疑われたこともない。何かの間違いじゃないのかと首を傾げる。

　身体だけは丈夫に育ったものだから、これまで、たいした病気もせずに生きてきた。心臓なんて、健康診断で引っかかったことなど一度もない。

「そりゃあ、急に抱き上げられたらドキドキもしますけど……」

　思わず頬を赤くして答えるけれど、「ふざけているわけじゃない」と逆に叱られてしまった。

「頻ひん脈みゃく。それから、わずかだが徐じょ脈みゃくもあるな。これまで、倒れたりしたことは」

　ふるふると首を横にする。彼は深刻な顔で息をついた。

「今日はよく休んでくれ。様子を見る。近々、うちの病院に検査に来い。他に隠れている病気があるかもしれないしな」

「検査なんて、大丈夫ですよ、元気ですから……」

「彩葉」

　真面目な顔で叱られ、ぐっと息を呑む。

　本当に病気の可能性があるの？　心配しすぎじゃないのかな？

　とはいえ、彼は医師。権蔵さんの命を救ってくれた、腕のいい心臓外科医なのだ。その彼が検査を受けたほうがいいと言うのだから、きっと闇やみ雲くもに騒いでいるわけではないのだろう。

「加藤さんを見てわかっただろう。心臓は命に関わるんだ。放っておいていいものじゃない」

　彼の剣幕に気け圧おされて、こくりと頷く。

　ここで『仕事が落ち着いたら……』なんて言ったらきっと怒られるだろうな。

「次の土曜日は仕事を入れないようにして、うちの病院に来い。俺も外来に出るようにする」

「……はい……」

　私が大人しく頷いたのを確認すると、彼はエレベーターホールに戻っていった。置き去りにされたボストンバッグと買い物袋を回収してきたようだ。

　バッグの中から早速寝間着を取り出すよう指示され、昼寝を命じられる。

「私も眠りたいのはやまやまなんですが、眠れないんですよ」

「不眠症か？」

「わかりません。うまく寝つけなくて」

　一応着替えてベッドに入ってみるも、眠くなる気配はない。

　なにしろ、初めての家、初めての枕である。さらに目の前には、熱い眼差しを携たずさえた彼。心休まるわけがない。

「……あの、落ち着かないんですが……」

　とりあえず、この部屋から出ていってほしい。ひとりになれば、もしかしたら眠れるかも？　そんな願いを込めてじっと彼を見つめるが。

「仕方がないな」

　彼はやれやれとため息を吐くと、なぜだかベッドに潜り込んできた。

「あ、あのっ、何してるんです!?」

「添い寝してやる。まずはその見開いている目を閉じろ」

　横向きに寝転がり、彼は枕にしろとばかりに自身の腕を差し出した。

　これは、もしかして腕枕ってやつ？　こんなんじゃ、余計に気が抜けないよ。不整脈が悪化してしまいそうだ。

「透佳、くん、これじゃ、眠れな――」

　彼から離れようともがいていると、反対に後頭部をつかまれ、胸の中に押し込まれた。

「むぐっ」

　彼の胸に顔が埋まって鼻をぶつける。しっかりとホールドされてしまい、身動きすら取れなくなった。

「と、透佳く――」

「耳を澄ませろ」

「へ？」

「俺の心臓の音が聞こえるだろ。力を抜いて、その音に耳を澄ませろ。目をつぶったら数えるんだ。１、２、３、４……」

　彼の力強い鼓動が、一定のリズムを刻みながら私の鼓膜を揺らす。澄んだ低音ボイスが、その拍動に番号を振る。

　５、６、７、８……。

　彼に従って頭の中で数えていると、身体がじわじわと温まってきた。透佳くんの高めの体温が、ベッドごと私を温めてくれているのだ。筋肉が緩み始め、次第につま先がほかほかとしてきた。

　彼の左手が私の背中を、心臓と同じリズムでトントン叩く。まるで、小さかった頃、母親に寝かしつけられたときみたいだ。

「……どうして、寝かしつけるの、上手なんですか……？」

　ぼんやりとしてきた頭で尋ねれば、彼は甘い微笑を浮かべながら、囁くように答えた。

「母は、弟が産まれてすぐに亡くなった。寝かしつけは俺の仕事だったんだ」

　……じゃあ、透佳くんは今、立佳くんを寝かしつけているつもりなのだろうか。

　失礼しちゃう。私は妻になる女性なのに、弟と同じ扱いをするなんて。

　でも効果は絶大で、意識がふわふわと飛んでいきそうになった。

「……警戒心ないな、お前。悪い子だ」

　耳元でクスリと笑う声が聞こえた。反応できるほど意識は残っていなくて、私は久しぶりに来てくれた睡すい魔まに身を委ねる。

　意識が完全に飛ぶ直前。

「……おやすみ、彩葉」

　耳もとでチュッという甘い音が鳴った。その原因をよくよく考えはしないまま、私は深い眠りに落ちてしまった。




　目が覚めると周囲は暗く、ルームランプの光が控えめに辺りを照らしていた。

　隣にいたはずの彼がいなくなっている。私はのそのそとベッドから這い出し、部屋を出た。

　廊下に出た瞬間、美味しそうな香りが鼻に抜けた。これはトマトと……バジルだろうか？　イタリアンっぽいいい匂い。

　リビングへ行くと、彼はキッチンに立ってフライパンを振っていた。

「おはよう、彩葉。食事は食べられそうか？」

　ブラックのエプロンをした彼。お腹の辺りにトマトソースが跳ねている。なんだか新鮮でパチパチと瞬まばたきを繰り返した。

　壁にかけられたメモリのない時計は、シルエット的に七時半。でもブラインドの外は真っ暗だ。おはようでないことだけははっきりわかった。

「はい。いただきます。いい香りがしますね」

　トマトソースが綺麗に絡まったパスタを、彼は真っ白なお皿に盛る。

「トマトなら、さっぱりしていて食べやすいと思って」

「お料理、上手なんですね」

「悪いが、できるのはパスタとうどんと蕎そ麦ばだけだ。楽だから」

　どうやら麺類専門のようだ。きっとラーメンもいけるだろう。

　それなら私は、ご飯ものを担当しよう。生あい憎にく、ずっと実家暮らしだったから、腕はたいしてよくないけれど。

「シャンパンは……いや、今日はノンアルコールにしておこう。なぁ、彩葉。飲み物は何がいい？」

　ミネラルウォーター、炭酸水、ウーロン茶、と冷蔵庫の中の飲み物を挙げていく彼。

「じゃあ、炭酸水で」

　せっかくだから、普段家では飲まないものがいい。実家に炭酸水が置いてあることなんて、まずなかったから。

　と考えたところで、もうここが私の家なのだと思い直した。これからは食事に炭酸水がスタンダードになるかもしれない。

　彼は透明のグラスふたつに炭酸水をなみなみと注ぐ。それから、野菜室を開けてレモンを取り出すと、薄くスライスしてグラスの中に落とした。

「オシャレ！」

「クエン酸。疲労回復だ」

　彼はパスタのお皿を両手に持ってダイニングテーブルへ運ぶ。私はレモン炭酸水のグラスをふたつ持って、あとについて行く。

「彩葉。ここに座れ」

　彼は私をダイニングテーブルに座らせ、再び私の首筋に触れる。脈を測っているのだろう。

　彼の真剣な眼差し。下心なんてまったくないとわかっていても、ついドキドキしてしまう。

「……うん。安定した。一時的な可能性もあるが」

　不整脈は落ち着いたらしい。少しだけ安心した顔で、私から手を離す。

　向かい合って席について、私たちはいただきますと手を合わせた。

「夕ご飯、作ってくれてありがとうございます。次は私が――」

「お前はしばらく静養だ。夕食は当分の間、デリバリーか外食にする」

　言いくるめられ、口を閉じる。まぁ、それでなくても、平日はだいたい仕事で終電帰りだし、生活のリズムの合わない日々が続きそうだ。

　レモン炭酸水で喉を潤したあと、彼お手製のパスタをフォークに巻きつけ口に運ぶ。トマトがさっぱりしていてすごく美味しい。バジルがいいアクセントになっている。

「とても美味しいですよ」

「少しガーリックが効きすぎかな？　控えたんだが」

「大丈夫ですよ。気になりません」

　パスタを食べながら不思議な気分になる。彼と過ごす時間が、すごくしっくりきている気がして。

　少し前まで、彼のことは苦手だったし、婚約なんて考えられなかった。ふたりで過ごす時間は、きっと苦痛に満ちていて、地獄のような日々になるんじゃないかと怯えていた。

　それがどうだろう。この穏やかで幸せなひとときは。

　彼のことはよくわからないし、相変わらず強引でついていけないことも多い。

　でも、彼なりに私のことをちゃんと考えて、大事にしてくれているのだとわかった。今ではもう、結婚生活にそこまでの恐怖はない。

「ちなみに、デザートは苺だ」

「また、苺ですか？」

　思わずプッと吹き出した。この前から苺ばかり食べている気がする。私の好きなフルーツがそれしかわからないからって。

「私、もっと好きなフルーツたくさんありますよ。もうちょっと冒険してみてください」

「嫌いって言われたら嫌じゃないか」

「結構臆おく病びょうなんですね」

　彼がムッと顔をしかめたので、思わず吹き出してしまう。私の笑った顔を眺めながら、彼はたしなめるどころか、同じように口元を緩ませる。

　こんな関係になれるとは思わなかった。私が彼のことをからかって笑える日が来るなんて。

　婚姻届けはまだ実家の引き出しの奥に眠ったままだ。

　でも……書いてもいいかなと、少しずつ思い始めている自分がいる。

　我ながら、単純だなぁと思う。あれだけ苦手に感じていた人に対して、今では百八十度違う印象を抱いているだなんて。

　あの日のキスが私の心を溶かしてくれたのだろうか。彼と初めて交わした、強引で唐突だったキスが。

　あの瞬間から、一歩一歩、結婚への道筋を歩み始めている気がする。彼を好きになり始めているのだと思う。

　彼もそう思ってくれているのかな？

　そうだといいなと思いながら、私はパスタの最後のひと口を頬張った。




　すっかり忘れていたのは、寝室がひとつだということ。私と彼は、毎晩あのベッドで身を寄せ合って眠ることになるのだ。

「さっき一緒に眠ったじゃないか」

　あっけらかんと言い放つ彼に、私は首をブルブルと横に振る。

　さっきのは処置だ。言ってみれば医療行為。精神的な不調で眠れなかった私に、睡眠薬を処方してくれたようなもの。

　夜、一緒に床とこにつくのとは全然違う。

「私はこっち側、透佳くんはあっち側、この線から出ちゃダメですよ」

　肌掛けを細長く丸めて線を引く。お互い離れてベッドに入ったものの。どうも落ち着かない。

　だってどう距離を置いたってベッドはひとつなのだ。彼が動けばマットは揺れて、私はその度にびくりとしてしまう。

「……眠れないんだろ？」

　ピクンと背中が震える。マットが冷たくて足が冷える。どうしてだろう、全然温まらない。

「こんな冷えた身体して、眠れるわけがないじゃないか」

　彼が私に足を伸ばしてくる。ほかほかした足が私のふくらはぎに触れて……正直、温かくて気持ちがいいなぁと思った。

「諦めてこっちに来い。お前はもう俺がいないと眠れない身体なんだよ」

　ボーダーラインの肌掛けを剥ぎとって、彼が私の陣地へ侵食してくる。

「きゃっ」

　彼の腕が、腰が、脚が、私の身体に絡みつく。その温もりに呼応するように、鼓動がトクトクと震えだし、身体が温まってくる。

「ドライアイスみたいな身体だな。筋肉なさすぎなんじゃないのか？」

　私の細い手首をつかみ、肩の方へと撫で上げる。熱がじんわりと、私の薄い皮ひ膚ふと弱々しい筋肉を越えて、血管の奥に染み込んでくる。

「……あったかい……」

　思わず呟いてしまった。心がふうっと軽くなり、強張っていた身体が弛し緩かんした気がした。

「こっち向けよ」

「う……はい」

　観念して彼の腕に頭を乗せ、胸の中に顔を埋める。彼が生む力強い鼓動が全身に響いた。

　どうやらこの体勢がジャストフィットしているみたいだ。１、２、３……という低い声が、私の緊張を解きほぐす。トントンとリズムを刻んでくれる彼の手のひらが、私を眠りの世界へ誘う。

　まるで魔法みたいで……不思議……。

　この二週間、寝つきが悪く、眠りも浅かったのに、彼の腕の中にいると自然と深い眠りにつける。

「まったく。本当にお前は、警戒心ってヤツがまるで足りないよな……」

　彼の呟きがぼんやりと頭を掠めていくけれど、その理解が及ぶ前に睡魔に呑み込まれてしまった。




　翌日から彼は私のバイタルチェックを朝晩欠かさず行うようになった。

　検温から始まり、手動式の血圧計を使っての血圧、脈拍チェック。

　それから、下瞼まぶたの裏を見て貧血の度合いをチェック。良好とは言えないけれど、倒れるほどの深刻な貧血ではないらしい。先日眩暈でふらついたのは、貧血とは別の原因だそうだ。やはり、脈が乱れたせいだろうか。

　彼が当直でいないときは自分で計るようにと自動の血圧計を渡された。

　……とはいえ、これだけ彼が気をつけてくれていても、物理的な睡眠不足はどうしようもない。月曜、火曜と終えたところで、彼は深刻な顔で切り出した。

「あのなぁ、彩葉」

　火曜日の夜。彼はベッドに半身を埋めて、私に向き直った。

「俺がどんなにお前の身体を気遣おうと、その労働習慣を変えてくれない限り、治らない」

　そういえば、彼が家を出て行く姿も、帰ってくる姿も、まだ一度も見ていない。

　私のほうが早く家を出て、遅く帰ってくるからだ。まさかお医者さんよりも忙しい生活を送っていたとは。

「……ここまで忙しいのは、今だけだと思います」

　終電と土日出勤が続くのは、今だけ。多分。

　まぁ、通常業務だったとしても、家に帰って来るのは二十一時過ぎだとは思うけれど、と心の中でつけ足す。

「わかっているよ。彩葉が必死なのも、途中で投げ出したくないと思って頑張っているのも。彩葉が決めたことに口を出すつもりはないし、会社と俺の間で板挟みにするつもりもない。だが、健康を害するとなれば話は別だ」

　叱られるだけなら萎い縮しゅくしていたかもしれないけれど、彼が私の手を愛おしそうにさすりながら言うものだから、申し訳ない気持ちが押し寄せてくる。

「健康でさえいてくれるなら、彩葉がどんな仕事を選んでも文句は言わない」

　彼が心配するのはよくわかる。私だって、高熱を出しながら出社してきた千葉さんや、倒れるまで働いた権蔵さんのことが心配だったもの。

　自分も同じように心配されているのだと深く実感する。

「この山を乗り切ったら、もう少し働き方を考えてみようと思います」

　まだ辞めるわけにはいかない。今は、まだ。逃げたくないという、ただの意地かも知れないけれど。

　彼は不満そうではあったが、ひとまず文句を引っ込めた。

「……わかった」

　しぶしぶ了承したようで、私をベッドの中に招く。

　彼と床をともにするようになって数日。男女の関係抜きで、抱きしめて寝かしつけてもらうのが常になってしまった。さすがに疲れ切った私とどうこうしようとは考えていないようで、彼は紳士を貫いている。

　彼に抱きしめてもらっていると安心する。日中蓄積されたストレスも、全部吹き飛んでリセットされる気がした。




　翌日の水曜日。出社すると、状況がさらにひどいことになっていた。

「今さら変えるってどういうことですか……！」

　別会社の開発チームが、データベースの構造をがらりと変えたいと言い出した。仕様変更というやつである。

　しかし、こちらは現在の構造を元に開発中だ。プログラムの中には、製造が終わり、テストを完了しているものすらある。

　今さら変えられてしまったら、多くのプログラムが作り直し。テストだってせっかく終わったのにやり直さなきゃならない。

　これまで頑張って上げてきた進捗率が、一気にゼロ近くまで戻るのだ。今のスケジュールにそんな余裕などない。

　もちろん千葉さんもそんなことは百も承知。しかし、不満げではあるものの割り切って考えているようだ。

「どうしても変えないと、ＰＩＴ側が開発しているシステムが成り立たないそうだ」

　ＰＩＴとは、うちの会社に開発を依頼した一次請け会社のこと。確か『プロフェッショナルインテリジェンステクノロジー』の略だったと思う。一部上場のそれなりに大きな会社だ。

　大きなシステムを開発する場合、システムをパーツごとに切り分け、それぞれ別の会社に開発を依頼することが多い。でき上がったパーツを最後に結合して、ひとつの製品を完成させるのだ。

　結合するからには、各々のパーツのインターフェースを合わせておく必要がある。インターフェースとは、パズルのピースの凸と凹の部分。違っていればかみ合わない。

　ＰＩＴが凸を変えたいと言えば、うちの会社も凹を変えなければならない。協力は不可欠なのだ。

「変えたいというなら、せめてリスケを……！　増えた開発工数分、スケジュールを伸ばしてもらうことはできないんですか……？」

「それを調整するのは部長だから、俺にはどうしようもない。知ってるだろ？　部長の事なかれ主義。相手を怒らせたくないから、なんでもイエスって言っちゃうんだ」

　端はなから諦めているのだろう、千葉さんはがっくりと肩を落とす。

　まっとうに交渉すればＰＩＴ側も取り合ってくれるのだろうけれど、部長に交渉する意思がないのであればどうしようもない。

　今の企業は、昔ほど非人道的ではない。下手なことをすれば、労働基準法に違反していると簡単に訴えられてしまうからだ。

　過労自殺などがメディアに取り沙汰されている昨今、デリケートになっている企業は多い。特に、ＰＩＴのような大手企業であればあるほど、体裁を気にして、慎重な行動をとろうとする。

　逆に、二次請け、三次請けとなる小企業には、モラルが浸透していない場合が多い。仕事を受注できなくなることを恐れ、無茶をしようとするからだ。

　大手企業はちょっとやそっとでは潰れないが、中小企業は脆ぜい弱じゃくである。少し仕事が減った程度で、倒産する可能性がある。必死に踏ん張らなければならないという強迫観念が働く。

「……わかりました」

　どうにもならないことが決まっているなら、これ以上つべこべ言っても仕方がない。私は席について、今日の分の仕事を開始する。

「早風」

　呼び止められ、ふと顔を上げると、千葉さんは申し訳なさそうな顔でこちらを見つめていた。

「悪いな。全然関係ないプロジェクトだったはずなのに、巻き込んで」

　本来、私はこのプロジェクトのメンバーではなかった。権蔵さんが倒れたから、少しでも助けになればと思って挙手したのだ。

　あくまで私の意志。強制されたわけではない。だから、巻き込まれたも何もないのだけれど、どうやら千葉さんは罪悪感を抱いていたらしい。

「つらいのはみんな一緒ですから」

　苦笑いを浮かべてパソコンに向き直る。

　その日の夜遅く、千葉さんと主任三人、私、後輩三人の計八人で会議室にこもり、緊急対策会議を開いた。

　どうすれば現状を乗り越えられるか。スケジュール表を広げながら試行錯誤を繰り返す。

　ここの開発期間を削ってここに当てて。ここはもっと短い時間でできるんじゃないか。ここのデータは使い回したほうが効率いいよね？　そんなやり取りを繰り返しながら、限界まで工数を削ぎ落とす。

　それから、仕様変更分の影響範囲を見積もって、対応が必要なプログラムはいくつか、やり直さなければならないテストケースはいくつか、短い時間で合理的にこなすにはどうしたらいいかを話し合った。

　気がつけば深夜一時。会議はまだ当分終わりそうにない。

　明日の朝までに今後の予定を確定して各メンバーに周知しなければ、遅れはどんどん膨らんでしまう。徹夜は免まぬがれないだろう。

　透佳くんへの連絡を忘れていたことを思い出し、慌ててメッセージを打った。

【ごめんなさい。今日は徹夜になりそうです。先に眠っていてください】

　すると、すぐさま折り返しの着信が来た。通話アイコンをタップした瞬間、透佳くんの焦った声が受話口から響いてくる。

『徹夜って、そんな身体で……！』

　叱られるのは予想していたものの、あまりの鋭い声色にドキリとする。怒っているというよりは、とにかく心配で歯がゆいといった感じの声だった。

「ごめんなさい……どうしても抜けられなくて」

　たどたどしく言い訳すると、受話口から沈痛なため息が聞こえてきた。

『今日は仕方がないとしても、この先、休める当てはあるのか？　まだ週のど真ん中だぞ？　いつまでもこんなことを続けていたら、本当に過労で倒れる』

「……大袈裟ですよ。栄養ドリンクでも飲めば元気になります」

　わざと明るく言ってごまかす。そんなに簡単に倒れたりはしないはず。これまでたいした風邪もひかず、健康に生きてきたんだから。私、まだまだ二十代だし！

　けれど透佳くんは、そんな楽天的な考えには賛同してくれなかった。

『彩葉。人は寝なければ死ぬんだ』

　ぞくりと震える。医者が『死ぬ』なんて、よっぽどのことがない限り口にしないだろう。これは、よっぽどのことなの……？

「……明日の夜は、ちゃんと帰りますから」

　まだまだ納得していない透佳くんを無理やりなだめ、電話を切った。

　その夜はひたすら会議を進め、朝六時にはなんとか今後の方針が固まった。

　協力会社のメンバーや新人さんたちが出社する前に文書をまとめ、朝一の会議で意識合わせ。日中も休みなく仕事を続け、気がつけば夜の二十三時になっていた。

　さすがに疲れたかも……。

　大きなため息をつきながら、覚おぼ束つかない足取りで会社を出る。もうふらふらで、燃え尽きましたって感じだ。家に辿り着くまで、なんとか頑張らなきゃ。

　裏口を出たところで、路肩に車が停まっているのが目に入った。透佳くんの出勤用の黒い高級車だ。ボンネットに腰を預け、腕を組んで立っている彼を見つけ「あ」と声をあげる。

「彩葉。大丈夫か？」

　その声はぶっきらぼう。街灯に照らし出された彼の顔も無表情。でも多分、心底心配してくれたのだろう。ここまで迎えに来ざるを得ないほどに。

　その顔を見た途端、ふうっと力が抜けた。気がつけば膝からがっくりと地面に頽くずおれていて――。

「彩葉!?」

　慌てて駆け寄ってくる透佳くん。へたり込む私の身体を抱き留めてくれる。

「バカ！　倒れるまで働くやつがあるか！」

「違うんです、今のは、立ったまま寝ちゃっただけで……」

「同じことだ！　身体が限界だったんだろう」

　彼が朦もう朧ろうとしている私を抱きかかえ、助手席まで運んでくれる。

　安心したのも束の間、シートに腰を下ろした瞬間、身体に違和感を覚えた。トクトクトクと震える胸。今までに経験したことのない筋肉の細かな痙けい攣れん。

　なんだろう？と不思議に思い胸に手を当てる。まさか心臓の音？　透佳くんに抱きかかえられたから、ドキドキしてしまったのだろうか。

　でもヤケに強く身体に響いたような。こんなのは初めてで、キョトンと首を傾げる。

　もしかしたら、横おう隔かく膜まくの痙攣ってやつ？　ってことはしゃっくりの一種かも。あるいは、胃痙攣の種類とか。……胃ってこんなに震えるのかな？

　私が首を傾げている間に、透佳くんは車の正面からぐるりと回り込み、運転席に座った。私のシートベルトに手を伸ばしながら、顔を覗き込む。

「大丈夫か？　眩暈は？」

　尋ねられ、一瞬躊躇する。眩暈はもう大丈夫そうだ。よくわからない胸の痙攣はあったけれど、おそらく彼が気にするようなものではないだろう。余計な心配をかけるのも気が引ける。

「平気です」

　笑顔で答えると、透佳くんはわずかにホッとした顔で車のエンジンをかけた。自宅へ向けて車を走らせる。

「迎えに来てくれて、ありがとうございます」

　ハンドルを握る横顔に声をかけると、彼はちらりと私を一いち瞥べつした。

「……着くまで休んでいろ」

　相変わらずぶっきらぼうな声で答える。心配なんて全然していませんみたいな顔で。

　なんて優しくて、素直じゃない人なんだろう……。

　感謝するとともに、振り回してごめんなさいと心の中で謝った。










第四章　壊さないように、そっと愛して




　よくわからない胸の痙攣は、それから頻繁に起こるようになった。身体を動かした瞬間、トクトクトクと震え、一瞬で収まってしまう。

　なんだろう？　不思議に思い胸に手を当てるけれど、特に痛いところもない。

　震えているのは胃のような気もするし、横隔膜のような気もするし、首と言われても納得してしまう。

　たいして気にすることもなく、土曜日を迎えた。透佳くんと約束していた診察の日だ。

　私はひとり、須皇総合病院の心臓血管センター外来に向かった。

　透佳くんは基本的に、外来には出ないという。しかし、この日は外来に乗り込んできて、本来担当だったはずの医師を押しのけ、私の診察を無理やり執り行った。

「とりあえず血液検査と心電図。それから、ホルター心電計を装着してくれ。取り外しは、明日俺がやる」

　診察椅子に腰かけ、テキパキと指示を飛ばす透佳くん。私の担当医だったはずの沢さわ渡たり先生は「一応俺にも診察させてくださいよ……」と苦い顔で後ろに立っている。

　沢渡先生は茶髪に黒縁眼鏡をかけた若い先生だ。透佳くんより年下のようで、透佳くんは「沢渡」と呼び捨てなのに対し、沢渡先生は「須皇先生」と敬称付きで呼んでいる。

「沢渡。普段は外来なんて面倒だと漏らしているくせに、こういうときだけやりたがるのか？」

　透佳くんの暴露に沢渡先生は「そ、そういうこと、患者さんの前で言いますか普通……!?」と青くなる。

　通路を歩く看護師さんが、胡う乱ろん気な眼差しを沢渡先生に向けて通り過ぎていった。

「だって、カルテには一応俺の名前が残るんでしょ？　何かあったら俺の責任じゃありませんか」

「俺が診察ミスをすると思っているのか？」

「まぁ、ご高名な須皇先生に限ってそれはないでしょうけど。一応、ね」

　不要だ、と言って透佳くんは一いっ蹴しゅうする。

　うちの両親の前や、権蔵さんの前では人のいい振りをしている透佳くんだけれど、同僚の前では本性全開らしい。ちょっと意外だ。

　そのほうが仕事がしやすいのだろうか？　確かに、次期院長だというのに威い厳げんがないのは困る。

　思わず私のほうが申し訳ない気持ちになって会釈すると、沢渡先生は苦笑して、ひょいっと肩をすくめた。

　それから、私は採血室と生理検査室に向かい、血液検査と心電図の計測。

　外来の待合室に戻ると、しばらくして再び診察室に呼ばれた。まだ透佳くんは来ていないようで、沢渡先生とふたりきりだ。

「心電図の結果は異常なし。まぁ、不整脈なんていつ起こるかわからないからね。検査で異常が見られないことも多い。どうやら須皇先生は予想していたみたいだな。このあとホルター検査もやるって言ってたし。血液検査の結果は来週出るよ」

　透佳くんがいなくなった途端、沢渡先生の態度が横おう柄へいになった。ポカンとして様子を見守る。

「で？　君、先生のなんなの？　恋人？」

　透佳くんがいる間は聞けなかったのだろう、物珍しそうな目でまじまじと観察された。

「一応、婚約者、なんですが……」

「へぇ！　そりゃあ、一波乱ありそうだなぁ」

　沢渡先生の目が嬉々として輝く。言葉自体は不穏極まりなく、言っていることと態度がかみ合わない。

「波乱、ですか？」

　私が首を傾げていると、先生は眼鏡のブリッジを押し上げ私を覗き込んだ。

「婚約者って、他の看護師たちの前では言わないほうがいいよ」

「え？」

「わかるでしょ？　あの経歴とルックスで、院長の息子とくればどうなるか。看護師たちはみんな玉の輿こしを狙ってるよ。君を蹴落としてでもその地位を奪いたいと思ってる」

　蹴落とすだなんて物騒な。とはいえ、彼がモテるであろうことは確かだ。マンションのコンシェルジュのお姉さんでさえ、彼が通るたびに目で追いかけているもの。

「自覚したほうがいいよ。君が手を出した男がどんな影響力を持っているか。現に――」

　何かを言いかけたところで、透佳くんが診察室に入ってきた。

「勝手に進めるな。俺を呼べと言っただろう」

　威圧的な透佳くんに、沢渡先生は態度をガラリと変え、従順そうな目を向ける。

「まだたいした話もしていませんよ。心電図の結果、異常なしって言っただけです」

　沢渡先生はすかさず立ち上がり場所を譲ゆずった。透佳くんは診察椅子に座り、パソコンの画面に表示された検査結果を確認する。

「彩葉。心電図は短時間、しかも横になった状態で検査をするから、異常が出ないことも多いんだ。活動中の記録を取るため、これからホルター検査をする。彩葉の身体に二十四時間心電図を記録できる機器を装着するから、つけたまま一日過ごしてくれ」

　一日中心電図!?　胸にチューブをつけて、ピコピコ音の鳴る大きなモニターをガラガラ引きずりながら家に帰る姿を想像する。

　しかし、実際の機器は洋服の中に隠れてしまうほど小さいもので安心した。

　別室へ案内され、女性の看護師さんに取り付けてもらう。看護師さんから、簡単な器具の説明があった。

「検査中、不整脈の症状が出たら、このイベントボタンを押してください」

「不整脈の、症状……？」

「動どう悸きとか、眩暈とか……なんの自覚症状もなしに外来に来られたんですか？」

　看護師さんが嫌そうな顔をする。態度がどことなく冷たい感じがするのは気のせいだろうか。さっき、沢渡先生とあんな話をしたから、過敏になっているのかもしれない。

「……わかりました」

　とりあえず頷いて、外来を終えた。私は会計を済ませ仕事へ、透佳くんは病棟へ戻っていった。

　この日も体調は相変わらずで、会社へ行ったあとも、席を立った瞬間なんかに胸の震えに襲われた。

　……もしかして、不整脈ってこれのこと？

　確かに、最近では震えがひどくなり、ピクピクというか、もはやバクバク、心臓の音に近いかもしれない。鼓動というにはずいぶん速度が早い気がするけれど。

　私は急いでひと気のない物陰に隠れ、服の下にある機器のイベントボタンを押した。

　……これでいいのかな？

　ボタンを押す機会は幾度かあって、押し漏らしてしまったこともあったけれど、タイミングよく押せたこともあった。何回かは正しく記録を取れたはずだ。

　不安に感じながらも、その日も二十三時まで残業をこなし帰宅した。




　翌日の日曜日。透佳くんは勤務の日。病院へ行くついでに、私の身体から心電図の機器を取り外して持っていくという。

　が、ここで私は重大な事態に気づく。胸に直接テーピングされた心電計。これを取ってもらうということは、つまり。

「早く服を脱げ、彩葉」

「い、嫌です！」

　彼に裸を見られてしまうということ。

　いくら毎日同じベッドで寝ているとはいえ、まだ一度もロマンスのない私たち。

　彼の前で初めて身体を晒さらすのが、検査のためだなんて絶対に嫌。冷静な頭で裸体をまじまじと見られたくない。

　昨日の診察だって本当はつらかったのだ。胸元から聴診器を差し入れられて、ものすごく恥ずかしかったけれど、沢渡先生も見ていたからワガママを言わずに受け入れた。

「私が自分で剥がしますから！」

「壊されたら迷惑だ。下手に取り扱われて、記録がリセットされても困る」

　こんな押し問答を十分くらい繰り返しただろうか。

　透佳くんはとうとう諦め、「一緒に病院まで来い。うちの看護師に取ってもらおう」そう言って私を病院へ連れて行った。

　入院棟の三階にあるナースステーション。透佳くんは入口で私を待たせ、中へ入っていった。

「美み沙さ。ちょっといいか」

　透佳くんの声がけに振り返ったのは、奥で作業をしていた看護師の女性。呼ばれたことに気がついて、パタパタと駆け寄ってくる。

「なんでしょう、須皇先生」

「忙しいところ、すまない。彼女の心電計を取り外してやってほしいんだ」

　その女性看護師――美沙さんが私のほうを見て、キョトンと目を丸くする。

　スラッとした、綺麗な顔をした女性だった。黒髪を後ろでお団子に結んでいる。年齢は、おそらく透佳くんと同じくらいだろう。

「ええと……彼女はうちの患者ですか？」

「昨日うちの外来を受診した。俺が心電計を取り外してやる予定だったんだが、裸を見られたくないと嫌がって」

「ああ……！」

　美沙さんははつらつと笑うと、ナースステーションの脇にある処置室に私を案内した。

「どうぞ。鍵、閉めますから大丈夫ですよ。上着を脱いでください」

　美沙さんは、昨日の看護師さんとは打って変わって、優しい女性だった。ニコニコとした笑顔で、まさに白衣の天使。私の身体のテープを丁寧に剥がしてくれる。

　心電計を身体から取り外したところで、親しげに話しかけてきた。

「あなた、須皇先生の婚約者なんでしょう？」

　ギクリとして身を強張らせる。まさか、昨日外来で広まった噂うわさがもう入院棟のナースステーションまで届いたのだろうか。

　私がびくびくしていることに気づき、彼女はふふふと笑う。

「弟から聞いたのよ。昨日、外来に出ていた医師が私の弟なの。覚えているかしら？」

　そう言って、胸につけているネームプレートをこちらに向けた。そこには『沢渡』と刻まれている。

「沢渡がふたりいて紛まぎらわしいから、私のことはみんな美沙と呼ぶの。須皇先生も美沙って呼んでいたでしょう？」

　なるほど、と頷く。いきなり女性を下の名前で呼び捨てにしたものだから、少し驚いていたのだけれど、そういう理由なら納得だ。

「沢渡先生にはお世話になりました」

　私が服で前を隠しながらぺこりとお辞儀をすると、彼女は心電計のチューブを取り纏めながら、ため息を漏らした。

「ごめんね。弟が迷惑かけなかった？　あの子、態度悪かったでしょう？」

　唐突に謝られ服を着る手が止まる。そこまで態度が悪いようにも見えなかったけれど、何か気がかりなことでもあるのだろうか。

「そんなことありませんでしたよ」

　カットソーから頭を出して答えると、彼女は頬に手を添えてふう、とため息をついた。

「そう、よかった。あの子、須皇先生に少し劣等感を持っているから……」

「劣等感、ですか？」

「ええ。あまりに須皇先生が優秀だから、父から比べられてしまうのよ。あのくらい執しっ刀とうできるようにならないと、跡は任せられないぞって」

　私はキョトンと目を瞬かせる。沢渡先生のご実家も病院なのだろうか。

　美沙さんが苦笑いを浮かべながら説明してくれる。

「うちの父は大学病院の教授なのよ。父は弟に教授の席を渡したいみたいなんだけれど、弟は臨床も研究もまだイマイチ芽が出なくて……。そもそも、須皇先生はアメリカでたくさん手術経験を積んできた人だし、弟はまだ二十九歳、研修を終えたばかりで、比べるほうが間違っているのだけれど……」

　透佳くんが異例のエリートであるという噂は聞いている。ただでさえ沢渡先生は三つも年下なのに、そんな人と比べられてしまうなんて。大学病院の教授の息子というのも、大変なんだなぁと気の毒に思った。

「だから、今はこの病院の外来で修行中なの。週一だけどね。残りは大学病院のほうで働いているのだけれど、父が結構な無茶を言うから、ストレスをため込んでいると思うわ……」

　上着を着直した私は、美沙さんを覗き込んだ。弟さんのことが心配なのだろう、表情は暗い。

「美沙さんも、この病院で修業中なんですか？」

「私は看護師だから、大学病院の覇権争いとは無縁なのよ。私ができることと言ったら……」

　なぜか美沙さんが言葉に詰まる。ごくりと空気を呑み込んで、表情を歪ゆがめた。

「……美沙さん？」

「……ごめんなさい。なんでもないの」

　苦々しく笑ったあと、「さ。須皇先生が待っているわ」と言って部屋の鍵を開けた。外には、少しだけ不機嫌そうな顔の透佳くんが立っていた。

「須皇先生。外しましたよ」

「ありがとう。助かった」

　透佳くんが美沙さんから機器を受け取る。私は美沙さんに向かって一礼した。それから、透佳くんにも。

「ありがとうございました。それと、検査よろしくお願いします」

「外まで見送ろう」

「いえ、大丈夫です。お見舞いでも一度来てますし、迷子にはなりませんから」

　これから透佳くんはお仕事だ、手を煩わせてはいけない。厚意を丁重に断って、ひとり病院を後にする。

　それから会社へ向かって、この日も帰るのは二十三時過ぎになってしまった。




　その日の夜遅く。私が家に帰ると、透佳くんは玄関で仁王立ちしていた。

「検査の結果、確認した」

　なんだか不機嫌な声。検査の結果が悪かったのだろうか。

　でも、心配するならまだしも、怒っているのはどうして？

「あ、ありがとうございます、どうでしたか……？」

　彼の後についてリビングに向かいながら、私は恐る恐る尋ねる。

「不整脈が見つかった。頻脈だ。命に関わるような状態ではないが、注意が必要だ。来週の外来で、もう少し詳しい検査をしてみることにする。まぁ、ここまでは想定内だ。それより俺が言いたいのは……」

　彼はリビングのソファに座るよう私へ指示する。透佳くんも隣に座って、あらためて私に向き合うと、くわっと表情を険しくして、私の両頬を摘つまんだ。

「お前、イベントボタンしっかり押してたな！　自覚症状があったなら、どうして俺に言わないんだ！」

「痛ったたた」

　頬を引き伸ばされ、涙目になる。

　イベントボタン――不整脈の症状があったら押してくださいと言われていたあのボタンのことだ。どうやらあの胸のピクピクは、本当に不整脈だったらしい。

「わ、私も、これが動悸なのか、半信半疑だったので！　胸がピクピクしていたので、しゃっくりの一種かなとも思って」

「それ、どれくらい前からなんだ」

「週の半ば……徹夜のあとくらいからでしょうか」

「十中八九、原因は過労だろうな」

　透佳くんは私から手を離すと、厳しい表情で手脚を組んだ。不機嫌な顔でソファにもたれる。

「もう少し詳しい検査をしてみなければ、はっきりと断言できないが。彩葉、今のお前は軽症だ。だが、これ以上無理を続ければ、この先、悪化していく一方だろう。一度悪くなってしまった心臓はもとには戻らない。これ以上悪化しないよう気をつけて、現状を維持させるしかないんだ」

　キッと強い眼差しで私を睨む。

「ドクターストップだ。その働き方をどうにかしろ。手遅れになる前に」

　ぐっと唇を引き結ぶ。

　これまで、仕事に理解を示してくれていた透佳くん。身体を大切にしてほしいとは言っていたけれど、明確にどうしろと言われたことはなかった。

　そんな彼が、とうとうドクターストップと言い出した。多分、これが彼の最終通告なのだろう。

「治る薬とか……ないんですか」

「発作を抑える薬ならある。だが、対処療法だ。根本的な治療ではない」

　――悪くなってしまった心臓はもとには戻らない――

　彼の言葉が重くのしかかる。このまま無理をし続けたら、私はどうなってしまうのだろう。当たり前のように動き続けている心臓が、いつか止まってしまう日がくるのだろうか……？

「彩葉。不整脈は様々な病気を誘発する。もしかしたら、他にも深刻な病気が隠れているかもしれない。軽く見ないでくれ」

　膝の上の手を、彼にきゅっと握られる。

　わかっている。彼は私を困らせようとして言っているわけではない。私のことを真剣に考えてくれた上での結論なんだ。医師として、そして、婚約者として。

「会社に、相談してみます……」

　ご家族が心配されてますよって、権蔵さんには軽々しく言えたくせに。自分が実践するのは、こんなに難しいだなんて。

「彩葉」

　彼の腕が私の背中に回り、この身を優しく引き寄せる。

「透佳くん……？」

　温もりに全身を包み込まれ、身体を支配していた不安感が和らいでいった。私を受け止めてくれる力強い腕。

　けれど、彼の口から語られたのは無力さへの葛藤だった。

「医師は、失われていく命をこの世に繋ぎ止めることができる。だが、そこから先、闘うのは患者本人だ。俺たちは魔法使いではない。完全に回復させることなんてできないし、ほとんどの場合は、圧倒的に無力だ」

　これだけ命を救ってきた彼が、無力だなんて。それは命を取りこぼしたことがあるからこそ言えるセリフだろうか。

　難しい心臓の手術において、成功率百パーセントの医師なんていないだろう。彼だって少なからず、助けられなかった命があるはずで。

「今の俺が彩葉にできることは、これくらいしかないんだ」

　そう言って、私の身体をより強く抱きしめる。

　これは、医師としてなのか、私の婚約者としてなのか。

　――もうすぐお前の人生は、お前ひとりのものじゃなくなるんだぞ？――

　こうして、透佳くんと結婚への道筋を歩み始めている時点で、私の人生は彼のものでもあるのだ。

　私の身体に何かあったら、つらい思いをするのは私だけじゃない。透佳くんも同じ。

　もしも私が透佳くんの立場だったら、どうするだろう？　もし彼が、自分の心臓がボロボロになってしまうまで身を粉にして働いていたら……。

　私もきっとお願いすると思う。どうか自分の身体を大切にしてと。何もできない自分自身に悔しい気持ちになると思う。

　ごくりと息を呑み、決意を固める。ちゃんと自分の将来のことを考えなくちゃ。私自身のためにも……透佳くんのためにも。




　翌日、部長にアポイントを取って会議室に呼び出し、事情を説明した。

　過労で不整脈になったこと。医師に仕事のペースをセーブするよう勧められたこと。

　けれど、返ってきた言葉は、期待していたものとは違った。

「私だって不整脈はあるが、大丈夫だ。元気に働いているぞ」

　う、と言葉に詰まる。基本的に部長は十時出社、十七時退社、週休二日だ。全然違いますよね……とは言えなかった。

「不整脈くらい、気持ちを強く持っていれば大丈夫。まだまだ早風は若いんだから！」

　そういう問題ではないと思うんだけど。でも、ここまで堂々と言い切られると、これ以上説得する自信がなくなってくる。

「……せめて、少しの間だけ、残業を減らしていただけないでしょうか？」

「だが一度それをよしとしてしまうと、他のメンバーも同じことを言い出しかねないからな。特別扱いはできない」

　他のメンバーを引き合いに出され、何も言えなくなってしまった。

　実際に職場に来て、疲れ切ったみんなの顔を見ていると、自分だけ早く帰りたいなんて言えなくなってしまう。

「大変だろうが、みんなで協力して乗り切ろう。なに、心臓が苦しくなったら、休憩室に行って休めばいいじゃないか」

　結局、なんの説得もできぬまま、会議室をあとにした。自分のデスクに向かいながら、オフィスを見渡す。

　疲れ切った千葉さんの顔。後輩たちもモチベーションが下がっているのが見てとれる。協力会社のメンバーも、度重なる残業に辟へき易えきしているって顔だ。

　……私だけ解放されても意味がない。

　かといって、全員でハッピーエンドになれる未来なんてあるのだろうか。この忙しさの山を越えれば、楽になれる？

　けれど、まだ先はまったく見えない。山を越える前に全員で遭難してしまいそうだ。

　……どうしたら……。

　トクトクトクと胸が震え始める。不安だ。この強い負の勢いに呑み込まれてしまいそうで、キュッと胸元を握りしめた。




　その日、二十二時四十五分に家に着くと、透佳くんはリビングのソファに深くもたれ、不機嫌なオーラを全開にしていた。

「……彩葉」

「ちょっと待って、聞いてください！」

　わかっている、透佳くんの言いたいことは、とてもよくわかっている……！

　夕べ、本気のドクターストップを出された直後に、性しょう懲こりもせずこの帰宅時間。

　お前、俺の忠告をなんだと思ってる？って、言いたいんだよね!?

「二十二時に会社を出て、この時間に家に着けば、毎日六時間は寝れると思うんです！」

　千葉さんに話をつけて、遅くとも二十二時には会社を出れるように調整してきた。

　睡眠時間が六時間なら寝不足ではないし、過労で倒れることもないだろう。

「家のことは……全然できなくて申し訳ありませんが……これ以上、疲れがたまらないようには気をつけますから……」

　夕食を用意して旦那さんの帰りを待つことも、朝早く起きて掃除や洗濯をすることもできない。家事をなおざりにして仕事ばかり。こんなんじゃダメだということはよくわかっている。

　嫌われたって仕方がない。婚約を破棄されても文句は言えない。

　でも。ここで同僚たちを置いて、私ひとりが逃げ出したところで、なんの解決にもならないから。

「本当に調子の悪いときは、ちゃんと休みますから、だから――」

　もう少しだけ、好きにやらせてください……！

　言おうとしたところで、透佳くんが突然ソファから立ち上がった。ツカツカと私のほうへ歩み寄ってきて、目の前でピタリと足を止める。

　……もしかして、すっごく怒ってる……？

　驚いて、怖くて、何も言えぬまま、ドキドキしながら彼のことを見つめていると。

「どれだけ俺が心配していると思っている」

　彼の右手が私の耳の後ろに回り、思いっきり顔を引き寄せられた。

　不意打ちのキス。深く唇が絡み合って、呆然としている間に離れた。キスの味なんて、感じる余裕もなかった。

　でも、透佳くんの言いたいことだけはわかった。深く心配してくれているということと、それから……。

「……ごめんなさい」

　私は大事にされている。身体だけでなく、心のほうも。

　私を引き止めたい想いと、願いを叶えてやりたいという気持ちが、彼の中で交錯している。

「……今度の検査の結果を見てから考える。ひどいようなら、すぐにでも辞めさせるからな」

「……はい」

　かつて、どうしてキスをするのかと問えば、『結婚するからだ』と答えた。どうして結婚にそこまで執着するのか、私にはわからなかった。

　そこに、愛はないのだと思っていたから。

　でも。

　……これは、愛、なのかな？

　私を大切にしてくれようとする気持ちと、自分の制御下に置こうとする行為。それでも、私のワガママを聞いて尊重してくれる優しさ。

　これって……愛されてるってことで、いいのかな？

　なぜ彼が私のことを愛してくれているのかはわからない。許嫁という関係が決まったとき、私は五歳で、彼は十一歳だった。小学校五年生が幼稚園生に恋をするとは考えにくい。

　弟と仲のいい私を見て、嫉妬したようなことは言っていたけれど、それは玩おも具ちゃに対する独占欲と同じだ。『恋愛』ではないだろう。今彼が抱いている気持ちとは、まったく別なのだと思う。

　だったらどうして、彼は私を愛してくれるのだろう？　それだけはいくら考えてもわからなくて。

「ほら。何してる。早くしないと、六時間眠れないぞ。シャワーを浴びてこい」

「は、はい！」

　私は急いで自室に着替えを取りに行き、バスルームへ向かった。

　湯船には温かいお湯が張られている。脇には、ラベンダーのパッケージのバスソルトが置いてあった。リラックス効果と書いてある。

　ささやかな心遣い。私のために……。感動して、胸がじーんと熱くなってしまう。

　お風呂を終えた私は、ミネラルウォーターを飲んで手早く髪を乾かした。

　透佳くんの待つ寝室に向かい、大きなベッドの、彼の隣に滑り込む。

　彼は大きめのタブレット端末で、英語の文章を読んでいた。図解で心臓が描かれている。きっと医学論文とか、そういう類たぐいだろう。

「難しそう……何を読んでいるんですか？」

「アメリカで行われた心臓移植手術の記録だ。お世話になっていた教授が送ってくれた」

「心臓の、移植……？」

　それがすごく難しい手術であることは、医学の知識ゼロの私でもわかった。なにしろ、心臓を他人のものと丸ごと取り換えてしまうんだもの。それがどれだけ奇跡的なことか、素人の私にだって想像がつく。

「アメリカにいた頃、何度か手術に立ち会わせてもらった。と言っても、執刀ではなく助手ではあるが」

「透佳くんの病院でもできるんですか？」

「できない。施設も人間も対応できていない。今は、まだ」

　含みのある言い方だ。覗き込めば、彼は口元にニヤリとした笑みを浮かべていた。

　まるで、俺が実現するとでも言いたげな、自信に満ち溢あふれた笑みだ。

「さぁ、寝よう。今寝れば、ちょうど六時間だ」

　彼がタブレットをヘッドボードに置く。毛布の中に滑り込み、私に腕を差し出した。

「……はい。おやすみなさい」

　彼の腕に頭を乗せて、その胸に顔を埋めさせてもらう。

　１、２、３……。

　私が疲れているせいか、それとも彼の鼓動に魔法がかかっているのか。今日も私はあっという間に眠りについてしまった。




　次の土曜日、須皇総合病院心臓血管センター外来、二度目の診察だ。今日も外来は沢渡先生。でも実際の担当医は透佳くんである。

　今日は超音波検査をするようだ。診察室の隣にある処置室に通され、上半身の服を脱いで待てと言われたときに、しまったと思った。

　今度こそ透佳くんに裸を見られてしまう。心臓の検査なのだから、間違いなく胸を見るだろう。今日ばかりは看護師さんに代わってもらうこともできない。

　いっそのこと沢渡先生のほうがマシだと思ったけれど、そんなの透佳くんが許すわけがない。

　もう観念するしかない。服を脱いで診察台に横たわり、胸の上にタオルをかけて透佳くんを待った。

「さすがに今日は嫌がらなかったな」

　ニヤリとした笑みを浮かべて、透佳くんが処置室に入ってくる。なんだかすごく憎たらしい顔。

「こ、これは、医療行為ですよね！」

　透佳くんはくつくつと笑いながら、「他に何があるんだよ」と私の横に腰かけ、ゼリーの入ったチューブ型の容器を手に取った。

　胸元にゼリーを落とされる。ひんやりと冷たくて、ぬるぬるして、どことなく嫌な感じだ。

　そのゼリーを伸ばすように、透佳くんは超音波機器のコードの先端部分を私の胸に押し当てた。……タオルをかけたまま、下に潜り込ませるようにして。

　あれ？　タオル、取らなくていいんだ。なんだか拍子抜けした。

「胸を見られると思って、期待してたのか？」

　透佳くんの意地悪な言い草に、ボッと頬が熱くなる。とはいえ、真剣に私の身体を検査してくれている医者に文句など言えるわけがなく、ぐっと唇をかんで我慢する。

　モニターには、ぐにょぐにょとうごめく黒いノイズと、やたら鮮明な赤と青の液体らしきものが流れていた。

　もしかしてこれは……動脈と静脈的な？　なるほど、すごくわかりやすい。

「超音波って、血の色まで見えるんですね」

　私が感嘆の声を漏らすと。

「血が青いわけないだろ。機器が自動で色付けしているだけだ」

　冷静にツッコミを入れられ、それもそうかと納得する。

　素人の私には見方がさっぱりわからないモニターをぼんやり眺めていると、本来は主治医のはずの沢渡先生が処置室に入ってきた。

「須皇先生って、意外と心配性ですね。そこまでひどい頻脈でもないのに、わざわざここまで検査するなんて」

　本来なら、こんなことまで検査しないのだろうか。沢渡先生は不満そうだ。

「何度か気を失いかけたことがある。軽い頻脈程度で意識が飛ぶとは考えにくい。念を入れるに越したことはないだろ」

　しかし、沢渡先生は軽く鼻で笑った。

「ご自分の婚約者だから、冷静に判断できないだけでしょう？」

　こちらのほうがドキリとしてしまうくらい攻撃的なセリフ。沢渡先生に婚約者だと話してしまったのは、マズかっただろうか。

　が、透佳くんは涼しい顔のままモニターを監視し続け――。

「閉鎖不全だ」

　ぽつりとひと言呟いた。沢渡先生はギョッとしてモニターに顔を近づける。

「これは……僧そう帽ぼう弁べんの閉鎖不全？」

「大動脈弁もだ。いずれも軽度ではあるが」

　なんだかふたりして怖そうな単語をポツポツと話している。一体何が見つかったのだろう。

「透佳くん……？」

　恐る恐る尋ねてみると、彼はモニターを指差した。

「ここ。動いているのが弁だ。それくらいはわかるよな？」

　学校の授業で習った気がする。確か血液を逆流させないためのバルブの役割をしているものだったか。

　指を差した箇所には、灰色の突起が水を送り出すようにピクピクと動いており、その動きに合わせて血液が流れていた。

「この瞬間。わずかに、血液が逆流しているのがわかるな？」

　血液を送り出した直後。閉じようとした弁の隙間から、わずかに血液が戻っていくのが見て取れた。

「弁の閉鎖不全。つまり、弁が正しく機能していないんだ」

　ゾッと背筋が凍った。それってもしかして、心臓がまともに動いていないってこと？　薬で治るような病気なのだろうか。それとも……手術？

　蒼白になった私を見て、透佳くんは息をつく。

「今は軽度だ。様子見でかまわない。だが、悪化すれば手術が必要になる」

　隣の沢渡先生が説明をつけ加える。

「軽度とはいえ、注意は必要ですよ。普通の人より、心機能が低下しているわけですから。この部分、滞たい留りゅうしている血液に細菌が繁はん殖しょくして感染症を引き起こす場合もあります」

「治らないんですか……？」

　震える声で尋ねると、沢渡先生は「進行を止めることならできますよ」と眼鏡のブリッジを押し上げた。

「心掛けることとしては、規則正しい生活に適度な運動くらいでしょうかね。あとは心臓に過度な負荷をかけるようなことはなるべく避けてください。重量挙げとか、トライアスロンとか」

「やるようなタイプに見えるか？」

　透佳くんが冷静に突っ込みを入れる。残業は……過度な負荷にあたるのだろうか？

　じゃあ、と思いついたように沢渡先生が人差し指を立てる。

「女性だと、出産、ですかね」

　その言葉を耳にした途端、透佳くんの表情に緊張が走る。それを感じ取った私も蒼白になった。

　彼のお母様は、弟の出産のときに亡くなったのだ。元々身体が弱かったそうなのだが、無理を押して出産し、そのまま意識を失い帰らぬ人となってしまったとか。

　ことの重大さをいっそう思い知らされ、黙り込んだ。

　きっと透佳くんは、リスクのある出産は止めろと言うだろう。お母様のことがあるから。

　子どもが産めなくなるかもしれない……。

　私と透佳くんの間に授かるはずの命。その可能性を、私は自分の手で壊してしまおうとしていたのだろうか。

　検査が終わり、医師のふたりは処置室を出て行く。女性の看護師さんがやってきて、ゼリーで濡れた胸の周りをホットタオルで拭き取ってくれた。服を着て診察室に戻り、しゅんとうなだれる。

「原因は断定できない。過労が原因なのか、それとも生まれつきのものだったのか……だがこれまでの生活習慣を考えると、過労の可能性が高いだろうな。症状の進行を止めたいのであれば、今後の生活はよく考えろ」

　透佳くんに最終診断を下され、診察室の椅子の上でピシリと凍る。とうとう完全なるドクターストップが出てしまった。

　診察を終えたあと、透佳くんは引き続き勤務へ。私は自宅へ帰ることにした。

　さすがにあの検査結果を聞いたあとで、会社に行く気にはなれなかった。今日のところは家で静せい養ようさせてもらうことにする。

　ひとりベッドに横たわりながら、今後のことを考える。明日の日曜出勤はどうしよう。月曜は？　その先は？

　行き詰まった気持ちを抱えたまま、頭を悩ませる。

　透佳くんが帰ってきたのは、その日の夜遅く。私は適当に食事を済ませ、シャワーを浴び、寝間着のままリビングのソファで彼を待っていた。

「ただいま。……どうした？　暗い顔をしているな」

　透佳くんは冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出して、ソファにやってくる。

「……検査結果を聞いて、怖くなったか？」

　私の隣に腰かけ、肩を抱く。彼の肩に頭をコツンとぶつけながら、私は小さく頷いた。

「……少し脅おどしすぎたな。普通に生活する分には何も考える必要はない」

「でも、もしかしたら、子ども、産めないかもしれないって……」

「それを気にしていたのか」

　くしゃっと頭を撫でられる。見上げれば甘い笑み。彼は、とびきり優しい笑顔で私を見下ろしていた。

「大丈夫だ。そこまでひどい状態ではない。普通の人よりはリスクがあるのは確かだが、医師の指導の下、きちんと体調管理をすれば出産だって可能だ。似たような状態で無事に出産している女性もたくさんいる」

　彼の言葉にホッと胸を撫で下ろす。私の心臓はそこまでひどい状態ではないらしい。

　ただし、今のままなら、という条件付きだ。このまま、過労の状態が続けばどうなるか――そこまでは彼も保証してくれないだろう。

「彩葉は、子どもが欲しいのか？」

　不意に尋ねられ、私は首を傾げる。出産なんて、ちゃんと考えたこともなかった。

　ものすごく欲しいというわけではないけれど、いつか欲しいと思う日がくるかもしれない。

　愛する旦那さんとの子どもなら――透佳くんとの間に産まれる子どもなら。

「もしかしたら、今後欲しいって思うかもしれませんし……」

　もごもごと言葉を濁にごす私。反対に透佳くんは、迷いなくきっぱりと言い切った。

「俺は欲しいよ。だが、子どもを産んでもらうために結婚するわけじゃない。彩葉がいらないと思うなら、それはそれでかまわない。彩葉が幸せでいることのほうが大事だ」

　出産に対するプレッシャーを拭い去ろうとしてくれているのだろう、思いやりに満ちた誠実な眼差し。私の手を取って、その甲に口づけした。まるで物語に出てくる騎士のように。

「彩葉が笑顔になってくれれば、それで充分なんだ」

　とびきり甘い言葉を紡いで、彼は微笑む。

　どうしてそんなに私のことを大切にしてくれるのだろう。まだ、彼の愛情が半信半疑だ。そこまでの魅力が私にあるとも思えなくて。

　けれど、パートナーに笑顔でいてほしいと願う気持ちは、なんとなくわかるような気がした。

　私だって、透佳くんの笑顔を見ていたい。彼の笑顔を見ていると、心がふわっと温かくなって、幸せな気持ちでいられる。

　彼も同じだったらいいのに。

　じっと見つめ合っていると、不意に透佳くんが私に尋ねてきた。

「彩葉は、今の仕事が好きか？」

　一瞬悩んで、ゆっくりと首を横に振る。

「好きってわけじゃありません。ただ、今ここで逃げるのはフェアじゃない気がして」

「フェアも何もないだろう。彩葉は身体を壊しているんだ」

「でも、つらいのはみんな一緒だから。私だけ救われたって、意味がないんです」

　私が抜けたら、余計に現場が混乱するだろう。きっと迷惑をかけてしまう。ひとりだけ楽になりたいなんて、思えない。

　私の考えを理解してくれたのだろうか、透佳くんは目を閉じ、渋々といった感じで了承した。

「彩葉の気持ちはわかった。だが、俺としてはこのまま傍観しているわけにはいかない。俺だけじゃない。彼も――」

「――彼？」

　私は尋ねるが、透佳くんは沈痛な面持ちでかぶりを振る。

「俺がどうにかする。だから、明日はとにかく休んでくれ。お願いだ」

「……わかりました」

　明日の日曜出勤は無理を言って休むしかないだろう。部長は嫌な顔をするかもしれないが、透佳くんの悲しい顔を見るよりかはマシだ。

「彩葉」

　名前を呼びかけられ見上げると、その瞬間、唇を塞がれた。

　甘いキス。いつも以上に緩かん慢まんな動きで私の唇を舐め溶かす。

　今日はどうしてこんなに優しいのだろう。舌も差し入れてこないし、貪むさぼるように食んだりもしない。

　いつものキスとはちょっと違う。まるで私を気遣ってくれているよう。

「透佳、くん……どうして……いつもと……なんか、違……」

「……あんまり驚かすと、彩葉が壊れてしまいそうで、怖いんだ」

　それは私の心臓が弱っているから？　さすがにキスで心臓が止まるというのは、比ひ喩ゆ以外で聞いたことはないけれど。

「大丈夫……壊れたりなんて、しませんから……」

「それは、もっと深く愛し合ってもかまわないということか？」

　ドキンと、今度こそ本当に心臓が震えた気がした。大丈夫と言っているそばから、動揺で心臓が壊れてしまうかと思った。

　深く愛し合うって……それって……。考えただけで、身体中が火照ってしまう。

「子ども、欲しいんだっけ？」

　私の身体をソファの背もたれに押し付けながら、熱い眼差しで私を縛しばる。その目が欲情していることに、さすがの私でさえ気がついた。

「……でも、それは、いつかの話で……」

「『今』ではないと？」

「そ……れは……」

　ドクドクと鼓動が高鳴る。これは不整脈なんかじゃない。純粋に身体が、透佳くんを求めて悲鳴を上げているのだろうか。

　結婚していないから身体を許さない……なんて言い訳したら、古いって笑われちゃうかな。

「……まだ、婚姻届けも書いていませんから」

「彩葉は、まだ俺との結婚を悩んでいるのか？」

「そ、そんなことは……」

　とはいえ、『はい、結婚します！』と手放しで決断することもできない状態。これは悩んでいると言えるだろうか。

　流されている、それが一番しっくりくる言葉かもしれない。

　それでも、以前のように逃れたいとも思わないのは、私のことを大切にしてくれる透佳くんを、半信半疑ながらも信頼し始めている自分がいるからだ。

「……実感が湧かないのかもしれません」

「彩葉はまだ若いからな。急に結婚と言われても、そんなものなのかもしれない」

　彼の手が私の頬に伸びる。いくつもの命を救ってきた、力強く美しい指先が、私の頬をそっと撫でる。

「俺は順番なんて気にしない」

　彼の言葉にぴくりと震え、視線をさまよわせた。

　それは、婚約の覚悟と、身体の関係の順番ってこと？

「いっそ今すぐ抱いてしまいたいくらいだが、なまじ大切だと手も出せない。厄やっ介かいなものだな」

　ため息とともに肩を落とす。抱きたいけれど手が出せない……彼がそんな葛藤をしていただなんて、初めて知った。

「私を抱きたいって……思っていたんですか？」

　こんな質問、恥ずかしくってたまらない。でも、聞きたい。彼が私のことを、どう思ってくれているのかを。

　上目遣いで彼を見つめて、ドキドキしながら答えを待つ。

　彼はぴくりと目元を震わせたが、あくまで冷静な声で答えた。

「それが健全な男ってものだろう。軽けい蔑べつされても困ってしまう」

　あまりにも真面目な顔で淡々と告げられて、動揺してしまう。私を抱きたいと感じることは、彼の中で当然なのだろうか。

　そんなことを思い始めたのはいつ？　添い寝したときだろうか？　でもあのときは、まるで自分の弟を寝かしつけているかのように見えたけれど。

　じゃあ、キスをしているとき……？

　今も……？

　その先を想像してしまい、思わず顔が真っ赤に染まった。私はなんてことを考えているんだ。慌ててうつむき、目を逸らす。

「べ、別に、軽蔑なんてしてません……」

「なら、抱かせてくれるのか？」

　うつむいた顔を押し上げられる。彼の表情にちょっぴり熱がこもった。

　さっきまでは涼しい顔をしていたのに。もしかして、煽り立ててしまったのだろうか？　頭から煙がプシューっと噴き出しそうだ。

「今日は……心臓がドキドキして無理そうです」

「なら、彩葉の心臓がびっくりしてしまわない程度に触れさせてもらおうか」

　何それ!?とぎょっと身構える。触れるって、どこを？　どういうふうに？　当然そんな疑問が湧き上がってきたのだけれど、怖くて口に出せない。

「シャワーを浴びてくる。先にベッドで待っていてくれるか？」

　熱っぽい笑顔で頬に口づけを落とし、彼はリビングを出ていった。ひとりソファに座ったまま、ポカンと彼の出ていったドアの先を見つめる。

　ええと。彼の指示通りに、ベッドで待っている？

　でもそれって、暗に「食べてください」って言ってるようなものだよね……。

　いっそう心臓がバクバクしてきて、胸元を手で押さえる。

　もしかしてこの動悸は、仕事の疲労というより、彼との同居が原因なんじゃないだろうか。そんな気がしてきた。

　とりあえず冷蔵庫に向かい、ミネラルウォーターを飲んで心を落ち着かせる。使ったコップを洗い、歯磨きをしようと洗面所へ向かった。

　洗面所の隣は脱衣所になっており、そのさらに奥にはバスルーム。今彼はそこでシャワーを浴びている。水が壁を叩くシャーッという音がわずかだが聞こえてきた。

　もうすぐ彼が上がってくる。どうしよう、どうしたらいいの？

　悩みに悩んだ挙句、そうだ、先に寝てしまえばいいんだ！という結論に辿り着いた。

　下手に口で言い訳するより、眠ってしまいましたとごまかしたほうが手っ取り早い。彼だって寝ている相手にちょっかいを出そうなどとは思わないはず。

　私は寝室のベッドへ潜り込み、狸たぬき寝入りをした。

　健気に待っていたけれど、つい寝落ちしてしまったことをアピールするために、照明はあえて明るいままにしておく。

　しばらくすると、ドアの開く音がして、静かな足音が近づいてきた。

「……彩葉？　眠ったのか？」

　はい、寝ましたよ、と心の中で答えながら、ぎゅっと目をつぶる。覗き込まれている感覚がして、息を呑んだ。

　しばらくすると、被っていた毛布がめくり上げられ、ひんやりとした空気とともに彼の熱い身体が滑り込んできた。やけに温かく感じられるのは、お風呂上りだからだろう。

「……残念だ。これでは彩葉の初々しいリアクションを楽しむことができないな」

　これ見よがしにひとり言を呟く。というか、私のリアクションで楽しもうとしていたの？　いじめっこ気質は相変わらずだ。

「仕方がない。今夜は好きに触らせてもらおう」

　彼の呟きに、え？と思考が停止した。

　今の宣言は何？　もしかしてこの人、寝ている女性相手に好き勝手やらかそうとしているの？　背中に冷や汗が伝う。まさかこんな状況になるとは思わなくて。

「俺の妻の素肌は、どんな触り心地だろうな」

　彼の指が私の胸元に触れ、寝間着のボタンを上からひとつひとつ外していく。

　私を脱がせようとしているの？　寝た振りをしてしまった手前、やめてと言うこともできず硬直する。

　一番下のボタンを外したあと、薄い下着の裾を開き、指を差し入れる。

「いっそう細くなってしまったな。こんなにやつれて、かわいそうに」

　私のウエストの曲線を撫でながら嘆く。その腕が、じわじわと上がってくる。

「だが、バストが落ちていないことは、不幸中の幸いか。かわいがり甲斐がありそうだ」

　彼の指先が胸の下を探る。マットがギッと沈み、覆いかぶさられた感触がした。首筋に彼の吐息が吹きかかる。

「さて。どこまでいけば、ギブアップするだろうな」

　耳元でくつくつと含み笑いする声が聞こえた。

　この人、私が本当は起きていることに気づいている……!?

　彼が、胸の膨らみに手をかけようとしたその瞬間――。

「す、すとーっぷ！」

　カパッと目を開けて、彼の身体を力いっぱい押し返した。その慌てた様子に、彼は私の上で「あっはっは」と大笑いする。

「医者である俺を騙せると思ったのか。本当に寝ているかくらい、目の動きを見ればわかる」

「わ、わかってるんだったら、どうして普通に声をかけてくれないんですか！」

「ごまかそうとしたお前が悪いんだろう？」

　彼は私から身体を離したあとも笑い続けたままだ。口元を押さえ、肩を震わせている。私は真っ赤に顔を染め、着衣の乱れを直した。

「敗因は、部屋の照明を落とさなかったことだな。暗ければわからなかった」

「……今度からは、真っ暗にすることにします」

　彼はベッドに横たわると、いつものように腕をまっすぐに伸ばして枕を作った。私はその上に頭を乗せ、彼の胸に顔を埋める。

　今日の彼の鼓動は、いつもより少しだけ早い気がする。さっき大笑いしたからかな？　それとも……。

「あのまま抱いてしまってもよかったかもしれないな。悶もだえながら必死に寝た振りを続ける彩葉の姿が見たかった」

「あ、悪趣味ですよ！」

　なんて意地悪なのだろう。むくれて彼に背中を向けた。

　その背に追いすがるように、彼は私のお腹に腕を回す。

「悪い。いじめすぎたな。今日はこのくらいにしておこう」

　どうやら気が済んだらしく。彼は私の背中で大人しくなった。

　お風呂上がりの彼の体温を背中で感じながら、目をぎゅっと強く閉じる。

　変に昂ってしまったせいで、今日はなかなか眠りにつくことができなさそうだ。










第五章　心も身体も躾けてほしい




　土日は仕事を休ませてもらい、月曜日はいつも通りに出社。電話連絡をした際に体調のことを相談させてもらったこともあり、出社早々、千葉さんは心配そうな顔で私を覗き込んできた。

「大丈夫？　心臓が悪いって……」

「すぐにどうってわけではないので、大丈夫です。ただ、医者からは無茶をすれば悪化すると言われていて」

「早風さんのペースでやっていいから。夜も早めに帰りなよ。部長はぐちぐち言うだろうけれど……気にしなくていい」

　千葉さんがちょっと疲れた顔で微笑みかけてくれる。自分はもっとつらいだろうに、私を気遣ってくれる優しさに、胸が苦しくなった。

「でも、千葉さんだって大変なのに、私だけ楽をするわけには――」

　言葉の続きを遮って、千葉さんはかぶりを振る。

「権蔵さんが倒れたの、多分俺のせいだから」

「え？」

　額の前で手を組んで、沈痛な面持ちで伏せる彼。

「手の回らない仕事を、全部権蔵さんに引き取ってもらっていたんだ。でも、そのせいで権蔵さんに負荷がかかりすぎてあんなことに……」

　千葉さんは人知れず罪悪感を抱えていたようだ。権蔵さんは自分のせいで過労になって倒れたのではないかと。

「千葉さんのせいじゃありませんよ」

　きっと権蔵さんだって、千葉さんのせいだとは思っていない。けれど、もうこりごりだという顔で千葉さんは息をつく。

「俺が不甲斐ないせいで誰かが倒れるのは、もう嫌なんだよ。本当に」

　自分だって倒れそうなくらい働いているのに。それでも正しくあろうとする千葉さんの姿が痛々しくて、つらかった。

　その日の午後、どうやら部長は土日のタイムカードを確認したようだ。私が休んでいたことを知り、不機嫌な様子でやってきた。

「早風さん、土日は悠々と休んでいたそうじゃないか。ちょっとやる気が足りないんじゃないのか？」

　私の席の後ろに来て、あえてみんなに聞こえる声で叱る。

「部長、その件で、お話が――」

　残業ができないとは言わない。せめて無理のない範囲で、体調を見ながら。

　そう話をつけようと腰を浮かせたのだが、部長の矛先は思わぬ方向に向かった。

「千葉。管理不足だ！　社員の尻を叩くのもお前の仕事だぞ！」

　千葉さんはぎょっとして顔を上げる。まさか自分に火の粉が降りかかってくるとは思わなかったのだろう。

　私だって、代わりに千葉さんが叱られるとは思わなかった。驚いて目を剥く。

「部長、お言葉ですが、早風さんは体調が――」

「そんなもの、風邪薬でも飲んでおけば治るだろう。体調管理がなってない証拠だ！」

　もしかして部長は、心臓の具合がよくないと相談したことすら忘れてしまったのだろうか。説明すら無駄に思えてきて、うっと押し黙る。

　困惑していると、千葉さんが声を押し殺して反論した。

「お言葉ですが部長。今のこの労働環境では、体調管理など不可能です。加藤さんが倒れたこと、お忘れですか？」

　その場に緊張が走る。かつて権蔵さんが身を置いていた労働環境を鑑みれば、過労が原因で倒れたことは目に見えている。

　一瞬気まずそうに視線を泳がせた部長だったが、開き直ったのか、しゃあしゃあと言い放った。

「加藤さんは歳だった。仕方のないことだ」

「なっ……そんな言い方は――」

　これにはカッと頭に血が上った。仕方がないでは済まされない。権蔵さんは命を落としかけたんだ。

　けれど、私がかみつくより先に、千葉さんが声を荒らげる。

「そんなことをおっしゃるなら、少しは部長も私たちを手伝ってください！　ご自身は遅出勤、早退社をしながら、よく私たちに不眠不休で働けと言えますね！」

　みんながぎょっと千葉さんを見た。横暴な部長にここまで逆らったのは、おそらく彼が初めてだろう。

　よく言ってくれましたという賛同と、そんなことを言って大丈夫!?というハラハラした目で千葉さんを見つめている。

「手伝えだと!?　それは私の仕事ではない！」

「それを言うなら、早風さんの仕事でもありません！　そもそも彼女はヘルプ扱いだったでしょう！　ここまで働く義務もない」

　千葉さんが私を庇かばうように前に立ってくれる。

　これまでため込んでいた部長への不満が爆発したのだろうか。それとも、権蔵さんの件に触発されて、このままではいけないと感じたの？

　今日はやけに頼もしく見える千葉さんの背中を、私は呆然と見上げる。

「せめて、私にＰＩＴと交渉する許可をください！　現状を説明して、納期を調整してもらいます。こんな状況になったのは、向こうにだって非はあるんです。説明すれば取り合ってくれるはず――」

「冗談じゃない！　そんなワガママを言って、次の開発がうちに回ってこなかったらどうするつもりだ！」

「ワガママではありません。普通はこまめにスケジュールを調整していくものでしょう。だいたい部長が面倒くさがって毎回毎回『遅れはありません』なんて虚偽の報告をしているからこんなことに――」

「黙れ！　仕事ひとつ回せないくせに生意気言いおって！　黙って大人しく言うことを聞け！　クビになりたいのか！」

　ガン！と大きな音が鳴り響いた。部長が近くの椅子を蹴り飛ばしたのだ。一瞬で場が静まりかえる。

　ゾッとして背筋に冷たい汗が流れた。誰もが部長の暴言に、そして暴挙に、腹を立てながらも、目を合わせぬようにうつむいた。

　部長は私たちを見下ろし鼻で笑う。

「ワガママは私が定年退職を迎えてから言え。あと五年、私が退職金をもらえるまで、しっかり働いてもらうからな！」

　その言葉に怒りを覚えたのは私だけではないはず。私たちは、部長の退職金のために身を粉にして働いているわけではないのだから。

　ギリッと奥歯をかみしめていると。沈黙を破ったのは、意外なところから上がった声だった。

「ずいぶんな言い草じゃありませんか、部長」

　声はずっと後ろ、部屋の入口近くから発せられた。私たちはその声の主へ目を向ける。

　そこには、車椅子に座った権蔵さんの姿。

　そして、その車椅子を押していたのは。

「……っ、透佳くん……！」

　真っ黒なスリーピースのスーツに身を包んだ透佳くん。

　緩く微笑をたたえており、気品溢れる佇まいは、秀麗としか言いようがなかった。

　私の存在には気づいているのだろうけれど、あえてこちらに目を向けることはせず、ゆっくりと権蔵さんの車椅子を押して部長へ近づいていった。

　総務の女性社員が後ろから追いかけてきて、言いわけのように声をあげる。

「すみません、入口でお止めしたんですが、どうしても社長と部長にお話があるからと言って聞いてくれなくて……」

　部長は総務の女性社員を睨んでチッと舌打ちしたあと、わざとらしい声をあげた。

「これはこれは加藤さん。お久しぶりです。車椅子で出社とは、ずいぶんと大袈裟ですね」

　一同、息を呑む。

　権蔵さんは、毅き然ぜんとした様子で車椅子に座ってはいるが、手術を経てかなりやつれてしまっていた。

　体調はどうですか？とか、大丈夫ですか？とか、そんな気遣いはゼロ。

　本当に心無い人だ、誰もがそう呆あきれた目で部長を見つめている。

「残念ですが、今日は出社したわけではないんですよ。社長と部長に折り入ってお話があって」

「お話？」

　部長がムッと顔をしかめる。

　対して、権蔵さんはいつもののんびりとした口調で、朗らかに笑みを浮かべている。

　この状況でその笑顔、底知れないものを感じとって、ゾッと肌が粟あわ立った。

「紹介が遅れてすみませんね。こちら、私の主治医の須皇先生です。先生に助言をいただいて、労災の申請をさせていただこうと思いまして」

「労災、だと？」

　部長の表情が凍る。すかさず透佳くんが前に歩み出て、優雅に会釈した。

　その所作は、まるで権蔵さんに付き従う執事のように礼儀正しく謙虚。

　しかし、顔を上げてみると眼差しは鋭利で、相手を射すくめてしまうほどの圧力を持っていた。

「彼は心筋梗塞で緊急手術を行わなければ命を落とす状態でした。聞けば、発症直前の時間外労働はひと月あたり百時間超。しかも、その状態が定常化していたそうではありませんか。労災と認定されるには充分でしょう」

　透佳くんの言葉に誰もが息を呑んだ。権蔵さんは、その説明にのんびりとした口調でつけ加える。

「須皇先生には優秀な弁護士のお友達がおられるそうで。彼らに協力を頼んで、労働基準監かん督とく署に労災の申請と、労働環境の調査、ご指導をお願いしようと思っています」

「労働基準監督署だと……？」

　部長は怖くもなんともないという顔で嫌味な笑みを浮かべた。

　労働基準監督署とはそもそも、悪を罰するような高潔な機関ではない。労働時間だって隠いん蔽ぺいすればどうとでもなるし、そんな対策、始めから折り込み済みだろう。

　しかし、そんな部長の態度も想定済みとばかりに、透佳くんは冷ややかな笑みを浮かべる。

「……ですが、是正勧告が成されたところで、サービス残業が増えるだけ。根本的な解決にはならないでしょう。それだけでは、この会社の労働環境を本当の意味で改善することにはなりません」

　ぴくりと部長の肩が震える。権蔵さんが、にこやかに透佳くんの話の続きをする。

「ですので、これまでの残業代未払い、及び、数々のパワハラ発言を訴えさせていただくことにしました。訴えるのは、もちろんこの会社。それから、株式会社ＰＩＴ」

「なっ……！」

　ＰＩＴの名前が出た途端、部長の顔色が変わる。

「どうしてＰＩＴが関係ある！」

「なぜって。契約範囲を逸脱した無理な条件を課したからです。こうなった原因はＰＩＴ側の無茶な要求にある。違いますか？」

　違う。権蔵さんもわかっていて、あえて茶番を演じているのだろう。

　確かに仕事を受注した相手はＰＩＴであるが、そもそも、ＰＩＴ側はこちらの労働環境を知らない。

　部長の『大丈夫ですよ』という虚偽の申告を聞いて、都度適切な要求をしているに過ぎない。悪いのは、勝手に無茶をしようとした部長だ。

　ＰＩＴが権蔵さんに訴えられれば、当然「一体どうなっているんですか！」という追及がうちの会社にくるだろう。管理責任が問われ、信用問題に発展する。

　自分の会社が訴えられて損害賠償責任を負わされるより、重要取引先の信頼を失うほうがよっぽど手痛い。

　つまり権蔵さんは、ＰＩＴにすべてを暴露することで、部長を、ひいては見て見ぬ振りをする社長を潰しにかかったのだ。

「なお、先ほどのパワハラ発言は、録音させていただきました」

　透佳くんがポケットからＩＣレコーダーを取り出す。ボタンを押すと、ノイズのかかった部長の声が再生された。

　――黙って大人しく言うことを聞け！　クビになりたいのか！――

　自分の録音された声を聞いた部長は、蒼白になる。

　これだけで充分訴えるに値する内容だ。加えて、私や千葉さん、権蔵さんの証言が加われば逃れようもないだろう。

　唖然として声も出ない部長に向かって、権蔵さんは自身の腕でゆっくりと車椅子のタイヤを回し、近づいていった。

「なに。私の要求はシンプルです。労働環境の改善、ただそれだけですよ」

　懐から取り出した白い封筒を差し出す。表には『退職届』と書かれている。

「私がこの会社を去ったあとも、教え子たちが伸び伸びと働けるように、基盤を整えてあげたいだけです」

　権蔵さんが、オフィスを見回す。そこには、かつて彼が面倒を見た後輩たち――私や千葉さんをはじめとする教え子たちが、期待に満ちた眼差しでじっと彼を見つめていて。

「部長。これは警告です。然るべき対策を取ってくださるのであれば、すぐに訴えを取り下げます」

　硬直したまま、ぎこちない動きで退職届を受け取る部長。

　透佳くんが権蔵さんの背後に回り、車椅子の手押しハンドルを引く。

「加藤さん。今日はこの辺でよろしいですか？　急にご無理をするのはよくありません」

　そう断って、方向を転換する。権蔵さんは背中を向けると、部長に向けて言い放った。

「では後日、弁護士からあらためて書面を送らせてもらいます。ドクターからの指示が出たので今日はこの辺で」

　唖然とする総務部の女性社員の横を通り過ぎ、権蔵さんと透佳くんは部屋を出て行く。去り際に、透佳くんはちらりと私に目線を送って、優雅に微笑んだ。

　まるで嵐が過ぎ去ったようだった。しばらく経って部長はやっと我に返り、権蔵さんの退職届を握り潰し、「くそっ！」と床に叩きつけた。

　私と千葉さんは呆然として、顔を見合わせるのだった。




　その日の夜。二十時に家に着くと、透佳くんはすでに帰ってきていて、キッチンで夕食のパスタを作っていた。朝、今日は仕事と言っていた透佳くんだったけれど、本当は一日オフだったみたいだ。

「おかえり彩葉。今日は早かったな」

「ただいま。透佳くんと権蔵さんのおかげで、今日は早く帰れました」

　あれから部長含む上位役職者は、社長室にこもり、状況説明と会社としての対応を話し合った。

　しばらくすると、今日は全社員、無理のない時間に帰宅しなさいという命令が下された。今課されているスケジュールは、一旦、全て白紙にするという。

　会社として、権蔵さんの訴えを無視できないという結論に至ったようだ。

　責任を取る形で部長はこの案件から離脱。降格なり減俸なり、今後処分が話し合われるという。

　後日、社長と、現場を仕切る千葉さんが揃ってＰＩＴへ打ち合わせに行くそうだ。

　現状の報告と、虚偽申告を謝罪し、今後の方針をしっかり話し合ってくるという。スケジュールが伸びるなり、開発範囲が調整されるなり、何かしらの対応が取られると思う。

　もちろん、すんなりとはいかないだろう。スケジュールが伸びれば、その分、開発コストは増えるし、顧客に謝罪だってしなければならない。

　うちの会社としても、資金的な面で痛手を被る覚悟だ。状況的に言って、うちとＰＩＴで追加の開発コストを折半することになるだろう。

　これまで非人道的なやり方で荒稼ぎを続けてきた会社に、罰が当たったといったところか。

「会社は今のところ誠意ある対応をしてくれています」

　これからは忙しいながらも、もう少し身体を労わった働き方ができるようになるんじゃないだろうか。少なくとも、部長はパワハラ発言をやめるだろう。

「それはよかった。環境が一向に変わらないようだったら報告しろよ。俺がなんとかする」

　透佳くんが真っ白いお皿にパスタを盛りつけて、ダイニングテーブルへと運んだ。今日のパスタはボンゴレ・ビアンコだ。

　私は部屋にバッグを置いて、手洗いうがいを済ませると、再びリビングへと戻った。

　透佳くんはキッチンでグラスに炭酸水を注いでいる。オシャレなフルートグラスで、底には苺が沈んでいた。

「ふふ。また苺」

「好きなんだろう？」

「ええ。今日のドリンクは見た目も可愛い」

　私がダイニングテーブルに腰を落ち着けると、透佳くんもグラスを持ってこちらへやってきた。

　テーブルの上には、すでにスープとサラダ、パスタと食器類が揃っている。グラスを置いて、彼も座った。ふたり手を合わせていただきますをする。

「本当はペペロンチーノにしようと思ったんだが、彩葉は辛いものが苦手だったことを思い出して」

「それ、小学生のときの話ですよね？　もう大丈夫ですよ」

「なら、次はそうする」

　少しずつ私の好みを覚えていく透佳くん。

　そういえば、私は透佳くんの好みをよく知らない。幼い頃からワガママなんて言わず、出されたものを黙々と食べるような男の子だったから。

「透佳くんは、何が食べたいですか？」

　私の質問に、彼はフォークを持つ手をぴたりと止め、しばし悩む。

「カレー」

「それから？」

「ハンバーグ」

「他には？」

「オムライス」

　思わずぷぷぷっと笑ってしまった。当の透佳くんの好みが、小学生で止まっている。

「なんだ？　文句あるのか？」

　私に笑われて、不機嫌そうにムッと眉をひそめる彼。

「いいえ。作りやすくて、ありがたいです」

　フォークにパスタを絡めながら、笑いを堪える。

　次のお休みの日は、私が夕食を作ってあげよう。まずはカレーでいいかな？

　そんなことを思って、パスタを口に運んでいると。

「表情が明るくなったな」

　ハッと顔を上げれば、目の前には穏やかに私を見守る透佳くんがいた。

　今こんな顔でいられるのも、全部彼のおかげだ。これまで思い悩んでいたことを解決してくれたから。

「……まさか透佳くんが権蔵さんと乗り込んでくるだなんて。夢にも思いませんでした」

「加藤さんが言い出したんだ。どうせ仕事を辞めるなら、みんなに働きやすい環境を残してやりたいと。もう自分の手で守ってやることができなくなるからな」

　権蔵さんらしいなと思った。自分が辞めて終わりではなく、残された私たちのことまで気にかけてくれたなんて。

「いつの間にそんな話を」

「ん。診察の合間に。うちの彩葉ががむしゃらに働いているんだが、あれは大丈夫なのかと相談した」

　あはは、と苦笑いを浮かべる。どうやら権蔵さんからの相談というよりは、透佳くんが権蔵さんに持ちかけたみたいだ。

「彩葉のこともあったから、できる限り協力させてもらった」

「……ありがとうございます。透佳くん」

『私だけ救われたって、意味がない』そう漏らしたことを覚えていてくれたのだろう。

　私だけでなく、みんなのことを救ってくれた。透佳くんにも、権蔵さんにも、私は助けられてばかりだ。

「それと、加藤さんから伝言だ」

「伝言、ですか？」

　私は目を丸くする。透佳くんがニヤリと口の端を跳ね上げた。

「『旦那を大事にしなさい』と」

　カァァッと顔が熱くなる。つまり、透佳くんとお幸せにってことだろう。

　それから、もっとプライベートを大事にしなさいというアドバイスかもしれない。

「彩葉は、まだしばらく今の仕事を続けるつもりか？」

「今の案件が片付くまでは。そのあとは……転職を考えてみるのもいいかもしれませんね」

　この機会に、自分の身の振り方を考えてみるのもいいかもしれない。

　就職した当初は、家にお金を入れることを第一に考えていたけれど、実家の経営が落ち着いた今、お金より透佳くんとの時間を大切にできる仕事がいい。

　それから、透佳くんとの子どものこととか……。

　子どもが欲しい、抱きたいと言って、ベッドの上で愛されそうになったことを思い出して赤面する。

　ちらりと彼の様子をうかがえば、私のやましい心なんて知るよしもなく、爽やかな笑顔を浮かべていた。

「せっかくだ、好きなことを仕事にすればいい。彩葉は将来、お花屋さんになるのが夢だったんじゃないのか？」

「それ、幼稚園の頃の夢ですよ」

　思わず笑ってしまった。彼の中では、将来の夢も幼い頃のままらしい。だが、透佳くんは「それでいい」と言う。

「大人になればなるほど、余計な情報に惑わされる。幼少期の好き嫌いが一番素直に自分の心を投影しているんだよ」

　なるほど、そうかもしれない。お花を好きな気持ちはあの頃から変わらないから。

　もし本当にお花屋さんになれたなら――そんな人生も素敵だろう。

　食事を終えた私たち。私はキッチンで食後の紅茶を準備。その間、透佳くんはソファに座り、ローテーブルの上に小冊子のようなものをずらずらと並べていた。

「それ、なんですか？」

　紅茶を運び、テーブルの上に目を落とすと、専門学校のパンフレットが並んでいた。

　フラワーショップの経営や、フラワーコーディネーター、アレンジメントなど、お花に関する職業が勢揃いしている。

「進路を決めるときも、家計が厳しくて働くしかなかったんだろう？」

　憐あわれみの眼差しを向けられて、きゅっと唇を引き結んだ。そんなことを透佳くんに吹き込んだのは両親だろうか。

「俺が海外へ行っている間にすまない。苦労をかけてしまったな」

「……それは、透佳くんが謝ることではありません」

「彩葉の両親に頼まれた。これからは、たくさん甘やかしてやってくれと」

　やっぱりそうかと納得して、ソファの上にすとんと腰を落とす。

　両親は、私を無理に働かせたと思っているのだろうか。家にお金がなかったせいで、好きな学校にも行かせてやれなかったと罪の意識を感じているのかもしれない。

「今からでも遅くない。彩葉のやりたいことをやって、失った時間を取り戻してくれ」

　真剣な眼差しで、きゅっと私の手を握る。

　けれど、そうじゃない。私はゆっくりとかぶりを振った。

　私は決して、この道を進んだことを後悔していないし、誰かを恨んだこともない。

「失っただなんて、考えたことはありません」

　これまでの時間が間違いだったとは思っていない。そりゃあつらいこともあったけれど、生きていくために必要な経験だった。

　無駄なことなんてない。ましてや、失ってなんかいない。

「学んだことはたくさんあったし、素敵な出会いもありました。時間を無駄にしただなんて、思っていませんよ」

　私を育ててくれる人も、守ってくれる人もいた。

　権蔵さんや千葉さん、これまで一緒に過ごしてきた人たちとの出会いを思い返し、それらは必要なことだったと実感する。

「……悪い。これまでの彩葉の努力を否定するようなことを言って」

　透佳くんは私の手を離し、きまりが悪そうに目線を漂わす。そんな彼の手を握り直し、私は「いいえ」と笑いかけた。

「透佳くんの気持ち、すごく嬉しいです。今の私にできることを少しずつやっていこうと思います」

　集めてくれたパンフレットの中から一冊を手にとり、パラパラめくる。

　女性が生き生きとフラワーアレンジメントをしている写真が目に入った。考えてもみなかった職業だ。でも、なんだかすごく楽しそう。

「お花にたくさん囲まれてお仕事をするのもいいですね」

　今までは会社を辞めること、それも異業種への転職なんて、考えもしなかったけれど。

　やる気さえあれば、なんだってできるんだ。まるで、これからの人生が可能性の塊みたいに感じられた。

「まずはやってみればいい。向き不向きはやってみなければわからないだろう」

「だったら、学校に通うよりもまず、関連する仕事に就いてみたほうが早いかもしれませんね。それから資格の勉強をしてもいいし」

　無収入の学生に戻るのはちょっぴり気が引ける。きっと透佳くんは援助すると言ってくれるだろうけれど、私はもう二十六歳のいい大人だし、頼り切るのもちょっと……。

　好きなことをするからには、働きながら勉強をするほうが現実的だろう。学費については、これまで働いて貯めたお金でなんとかなりそうだ。

「仕事と勉強の両立を考えているのか？　彩葉は本当に、自分を苦境に置きたがるな」

「逆境を乗り越えてこその人生です」

「ずいぶんとたくましく育ったな……」

　呆れたように透佳くんは言う。

「無茶はしないように気をつけますから」

　もしかして反対なのだろうか。じっと彼の顔を覗き込むと。

「倒れない限りは応援する。……もっと頼ってくれてかまわないんだがな」

　困った顔で私の頭をくしゃくしゃ撫でる。

　どうやら透佳くんには、頼られている自覚があまりないようだ。もう充分に頼り切っているというのに。

　どれだけ甘やかせば気が済むのか、過保護っぷりに苦笑してしまった。




　二週間も経つと、あの不審な胸の痙攣もどき――正しくは動悸だったらしいのだが――は、すっかり収まり、落ちた体重も元に戻り始めた。

　毎日きっちり七時間眠っているせいだろうか。すごく健康になった気がする。

　それでも、透佳くんは日々のバイタルチェックを欠かさない。起床後と就寝前の一日二回、ダイニングテーブルに座って血圧と脈拍の測定をする。

　土曜日の夜。お休みの前日ということもあり気が緩みそうなものだけれど、やっぱり彼は抜かりなく、私の体調を確認する。

「もともと、不整脈というのは春や秋に発症する患者が多いんだ。シーズンが終わったら、ぱったり止まることもある」

「そうなんですか……！」

　もう五月も後半。春というよりは初夏の気候に近い。ひょっとしたら、治っているかも？

　しかし彼は、私のそんな安易な考えを読み取り、しっかりと念を押す。

「言っておくが、一旦収まっているだけで、治ったわけじゃないからな。今だってまだ残業しすぎているくらいだ」

　うぐぐ、と私は喉を鳴らす。仕事はだいぶ楽になったが、残業がゼロというわけではない。

　それでも、遅くとも二十一時には帰ってこられるよう調整しているから、疲れがたまることはない……と自分では思っているのだが。

「土日もちゃんと休めてますし。大丈夫ですよ」

　にっこりと笑いかけると、透佳くんは「彩葉の『大丈夫』ほど不安なものはない」と言って私に血圧計の腕帯を巻きつけた。

　私、信用ゼロみたい。自業自得ではあるけれど……。

「とはいえ、体調も戻ってきたことだし、そろそろ軽い運動でも始めたほうが健康にいいだろう」

　血圧を測りながら、何やら真面目な顔で考え込んでいる。私のリハビリプランでも練っているのかもしれない。

「マンションのジムにでも行ってきましょうか？」

「いきなりヘビーなものを選ぶな。まずはウォーキングくらいから始めてくれよ」

　今日の測定も問題なかったようで、血圧計を取り外しながら、彼は苦笑する。

「明日の朝は、ふたりで散歩にでも行ってみようか。少し歩いたところに、大きな公園があるんだ」

　透佳くんの提案に、私はパッと目を輝かせる。ふたりでお散歩なんて、今まで行ったことがない。なんだか楽しそう。

「はい！」

　瞳を輝かせて見上げると、彼は笑って私の頭をくしゃくしゃと撫でた。

「散歩で喜ぶなんて、なんだか犬みたいだな」

　どうやら透佳くんには、私の姿が尻尾を振っているワンちゃんに見えているらしい。

　ちょっと複雑な気分ではあるけれど、愛でられているという意味では幸せだ。どことなく透佳くんの眼差しも優しい。

　その日は早めに床について、翌日の日曜日、私たちは早朝ウォーキングに出かけた。

　外は歩いていると汗ばむ陽気。ふたりして薄いカットソーにジーンズというカジュアルな格好で家を出た。私は手ぶら、透佳くんは斜めがけタイプのショルダーポーチを持ち、私の分の荷物も預かってくれている。

　大通りから脇道に逸れ、住宅街をくねくねと進む。透佳くんは私の歩調に合わせてゆっくりと進み、途中何度も「休憩しようか？」と気遣ってくれた。

　相変わらず過保護気味の透佳くん、けれど私は体調絶好調。彼とのんびり歩くのも初めてで、浮かれているのかもしれない。

　歩くこと四十分。芝生の広場や植物園、サイクリングコースなどがある大きな公園に辿り着いた。舗装された小道を進むと雑木林があって、ひんやりとした澄んだ空気が辺りを包んでいる。

「朝のお散歩って、なんだか清々しくていいですね」

「時間に縛られずぶらぶら歩くのは、いつぶりだろうな」

　ふと仰ぎ見れば青い空に緑の木々。草木の香りに、鳥の声。こんな贅ぜい沢たくな時間は久しぶりだ。

「透佳くんは、よくここに？」

　病院からそこまで距離のないこの公園。てっきり頻繁に訪れるのかと思いきや、彼は「いや」と首を横に振った。

「身体を動かすにしても、ひとりだったらジムで済ませる。こういうのは、パートナーがいるから楽しいんじゃないのか？」

　そう言って、身体の横でぶらぶらとしていた私の左手に触れる。指の間に指を滑り込ませ、きゅっと握った。

　驚いて彼を見上げると、困ったように笑われてしまった。

「……まだ慣れていないのか？　ふたりで暮らし始めて、もう一カ月以上経つぞ？」

　彼の中で私たちは、手を繋いで歩いて当然の関係らしい。

　かくいう私も、さすがに気持ちの整理がついてきた。もう、以前のように抗あらがったり、心を乱したりはしない。

「慣れてきた、というか……」

　この一カ月、振り返れば彼に助けられてばかりだった。

　最初の頃は、仕事が忙しくてとにかく疲れていた。ストレスと過労で寝付けなくなっていた私をそっと抱きしめ、眠らせてくれた彼。医者として、婚約者として、私のそばで身体を気遣ってくれた。

　それから、時間のあるときには夕食を作ってくれて。ご飯料理は苦手らしく、麺類、とくにパスタばかりだったけれど。私の身体の調子や好き嫌いを考えて、メニューを組み立ててくれたのが嬉しかった。

　仕事に関しても、ひどい労働環境に解決の糸口を見つけてくれたのは彼だ。真剣に将来を考え始めた私に、「なんだってやってみればいい」と背中を押してくれた。

「心の準備が、整ったというか……」

　いまだにわからないのは、どうして彼が私を選んでくれたのかということ。

　だが、その謎が解けずとも、彼が優しいことには変わりない。私のことを大切にしてくれているのは、紛れもない事実。

　それだけで、結婚を決意するには充分だろう。

「……私、透佳くんと結婚したいかもしれません……」

　ぽつりと呟いたひと言に、透佳くんの足が止まる。

　驚いて隣を見れば、彼は大きく目を見開いて呆然と立ち尽くしていた。

「……こんな場所で逆プロポーズとか、不意打ちも甚はなはだしい」

　ハッとして我に返る。逆プロポーズ？　今私は、自分から透佳くんにプロポーズしてしまったのだろうか……!?

　自分が発した言葉に今さら赤面する。なんて大胆なことを口にしてしまったのだろう。

「あの、今のは、その――」

　彼の手を振り払い、胸の前でバタバタ振る。違う違う、とでも言うように。

　しかし、そんな私を無視して、彼は私の身体を自身の胸の中に押し込めた。息ができなくなるほどに強く、ぎゅっと私を抱きしめる。

「嬉しいよ、彩葉。いつか、結婚したくないと言われるんじゃないかと怖かった」

「そ、そうなんですか……？」

　これまで、不安なんてまったく表に出さなかった彼。思いもしなかった告白に、あわあわと困惑する。

「彩葉はこれまで、俺のことを夫として見てくれなかっただろう」

　私を翻弄し振り回していたはずの透佳くんが、まさかそんなことを考えていただなんて、私、全然気づかなくて。

「あの……そういうわけではなくて……」

　なだめるように抱き返す。彼の大きな背中に手を回し、精一杯撫でてあげる。

「透佳くんへの気持ちが、子どもの頃のまま、なかなか切り替えられなくて」

　私の中で彼は、いじめっ子少年のまま。恐怖心や苦手意識が抜けるまで時間がかかった。

「正直今も、どうして私を選んでくれたのか、さっぱりわからないんですが――」

　透佳くんほどの男性なら、素敵な女性が他にいくらでもいるだろうに。本当に私でいいの？と逆に問いただしたいくらいだ。

　とはいえ、やっぱり別の女性がいいなんて言われても困ってしまう。

　私はこのまま、透佳くんと一緒にいたいのだから。

「この一カ月、透佳くんのそばにいさせてもらって、幸せだったのは事実なので」

　私はいつの間にか、透佳くんのことを好きになってしまっていたのかもしれない。

　これは恋だろうか。それとも愛？　透佳くんの隣にいて、居心地がいいと感じるこの想いは。

「あの婚姻届けの右側に、私の名前を書いてもいいですか？」

　私の言葉に、透佳くんの身体がぴくりと反応する。

　ふたり、ゆっくりと顔を上げ目を合わせる。お互い、嬉しいような、困ったような、複雑な顔をしていた。

「透佳くん……？」

「彩葉」

　彼は私の身体を、ふらふらと道の脇へと押しやると、大きな木の陰に隠れるかのように身をひそめた。

「当たり前だろ。そのために、お前に婚姻届けを託したんだから」

　甘い声でそう囁いて、そっと私に顔を近づける。

　その仕草の意味を理解して、私は目を閉じ、唇を差し出した。

　私の唇にぴったりと吸いついてくる彼。その動きは愛していると言ってくれているよう。

　私も求めに従って、精一杯愛情を表現する。なんて柔らかくて気持ちがいいのだろう、彼とのキスは。

　ゆっくりと唇を離し目を開けると、彼はうっとりとした瞳で私を見つめていた。

「夫婦になろう。彩葉」

「……はい」

　再び目を閉じ、唇を重ね合わせる。

　幸せすぎて、何度でも交わしてしまいたくなるキス。この世界がふたりきりで、ここが外でなかったら、きっと永遠に唇を重ね続けていただろう。

　もしかして、これが愛なのだろうか。愛おしいと思うこと。独占してしまいたくなること。この時間が、永遠に続いてほしいと願うこと。

　まだ結婚なんてよくわからない、愛なんてわからない、そう感じていた私だったけれど。生まれて初めて抱いたこの感情は、きっと愛と呼んで差し支えないものだろう。

　私は彼を、愛している。




　公園をしばらく散策したあと、近くにあったカフェで小休憩。ブランチだ。それから再び四十分かけて家へと戻ってきた。

　朝のウォーキングだったはずが、帰ってくる頃にはすっかり昼。間に休憩を挟みつつも二時間以上は歩いた計算になる。脚がくたくただ。

　のんびりと午後を過ごし、夕食は私の手作りハンバーグ。ちなみに、先週はカレー。おそらく来週はオムライスだろう。

　穏やかな一日が終わり、二十三時。私たちはベッドに潜り込んだ。

「今日はたくさん歩いたので、ぐっすり眠れそうです」

　不眠の症状は消え、最近では快眠が続いている。特に今日はよく身体を動かしたから、すぐ眠りにつけることだろう。

「そうか……よかったな」

　彼はなんだか、腑ふに落ちない返事をした。ポーカーフェイスはいつも通りだけれど、この歯切れの悪さはなんなのだろう。

「透佳くん？　どうかしましたか？」

　気のせいだろうと思いながらも、一応尋ねてみると。

「なんでもない……今日はゆっくり休むぞ」

　やっぱり何かを隠している様子で毛布の中に身を沈める。

　珍しい。透佳くんが、言いたいことを言わないなんて。

「……何か私に隠し事してますか？」

　彼を追いかけて毛布の中に身体を埋め、その答えを引き出すようにじっと見つめる。じっと。じっと……。

「……そんな目で見るな。人がせっかく、我慢してやってるっていうのに」

　やめなさいと言わんばかりに額をぺしっと叩かれた。私はムッと頬を膨らます。

「隠しているほうが悪いんじゃありませんか」

　まじまじと覗き込むと「ああ、もう、わかったよ」と鬱うっ陶とうしそうにため息をつかれた。おもむろに、身体を横向きにして、私に向き直る。

「聞いて後悔するなよ」

　押し殺した声色に、異変を感じ取る。私、触れちゃいけないものに触れてしまっただろうか。さっそく後悔が押し寄せてきた。

　しかし、時すでに遅く。いつにも増した真剣な表情で、たじろぐほどの眼差しで、彼は私を見つめ返した。

「彩葉。したい」

　突然の宣告に、言葉を失う。

　……『したい』って。この場合の『したい』って。つまり、そういうこと……？

「と、透佳くん……??」

　ボン、と顔から火が吹き出しそうなくらいに頬が赤く染まった。動悸が舞い戻ってきたかのように、心臓がドクドクいっている。

「彩葉が結婚の意思を決めるまで待つと言ったよな。もういいだろう」

　彼の手が私の頬に触れる。熱い眼差しは見つめているだけで心に火傷やけどを負ってしまいそうだ。

「心も身体も、俺のものにするぞ」

　頬に触れていた手がゆっくりと下へ移動し、首筋を撫でる。

　襟えり元から服の下に滑り込んでくるような仕草に、身体がじんわり熱くなってくる。

「透佳くん……」

　彼の唇が、私の唇を食べにくる。激しく求めてくれているのだと、その仕草から伝わってくる。

　昂る鼓動、上昇する体温。私の身体も、彼と同様に疼いている。

　でも、なんとなく一線を越えることに躊躇して。

「……私、その……」

　咄嗟に目線を逸らしたら、透佳くんがハッとしてその手を止めた。

「彩葉？」

「その、嫌、とかじゃないんですけど……」

　慌てて言い訳すると、彼は私の前髪をかきあげ、その場所に優しく口づけを落とした。

「……怖いなら、素直にそう言えよ。初めてなんだろ」

　見透かされて、ぎゅっと胸が締めつけられる。

「……ごめんなさい……」

　幼い頃から許嫁の存在を聞かされていたから、同級生の男の子を相手に恋をしようなんて考えたこともなかった。

　やがて父の会社の経営が傾いて、なんとなく許嫁の約束も反ほ故ごになったのだろうと悟った。その頃には両親も、透佳くんの話はほとんど口にしなくなった。

　高校生にもなれば、男の子への興味は湧いてくる。デートをしたり、キスをしたり、軽いお付き合い程度の経験はした。

　とはいえ、清い交際止まり。そこから先の深い身体の繋がりは、無意識のうちに避けていたのかもしれない。

　就職してからはひたすら仕事。恋愛なんて考える暇もなかった。

　だから、こうして男性と身体を重ねることは初めて。彼に対する抵抗はないけれど、その行為自体に抵抗がある。

「……なんで、わかったんですか？」

「そんな顔されたら、嫌でもわかる」

「……ですよね」

　恥ずかしくなって目を伏せる。彼は、私以外の女性と身体を重ねたことがあるのだろうか。……もう三十二歳なんだから、あるに決まっているよね。

　なんとなく嫌な気分になって、唇をかみしめる。ロマンスとは程遠い顔になってしまった私を見て、彼は嘆息した。

「彩葉。目を閉じろ」

「え？」

「いいから」

　強引に押し切られ、戸惑いつつも目を閉じた。ベッドの中、仰向けになって気をつけをする。目を閉じていても瞼の上からぼんやりと光が差し込んでくる。

　やがてその光が陰り、真っ暗になった。

　こっそりと薄目を開けてみると、彼が私の上に覆い被さっていて――。

「んっ……！」

　唐突に唇を塞がれて、喉の奥で悲鳴を上げた。とろ甘い舌で口内をくすぐられ、ひくりと身体が反応する。

「まだだ。目を閉じて」

　口づけの合間に彼の囁きが聞こえ、私は大人しくその忠告に従う。

　心地のいいキスが続く。じわじわと浸食していくように、舌と舌が絡まり合って。

「彩葉……力を抜け」

　吐息交じりの囁きが、私の心をくすぐった。

　いつの間にか寝間着のボタンが外されていて、彼の指先が前を開くように私の背中へ回り込む。キスに夢中で脱がされていることに気づかなかったなんて。

　私の下着を手た繰ぐるようにめくり上げ、素肌に触れる。

「と、透佳くんっ……」

「彩葉。まだ目をつぶっていろ」

　そうは言われても、恥ずかしすぎてもう平静を保っていられない。彼は私の下着をたくし上げ、その素肌を暴こうとしている。

　隠すものを失くした胸が外気に晒された。

「だ、ダメ、透佳くん、見ないでっ……」

　言われた通り律儀に目をつぶりながらも、胸の前で手をクロスして隠す。

　その腕の隙間を縫ぬって、胸の谷間に柔らかな感触が触れた。これは……何？

「このまま、彩葉が目を開けなかったら、ここまでにする」

　声が私の胸のほうからした。さっき、私の胸の谷間をくすぐっていた柔らかなものは、唇だったのだと今さら気づく。

「でももし、彩葉が気持ちよくなったら……もっと深くまでしてほしいと感じたら、目を開けて」

　そう宣言して、彼は私の手を両側に引き剥がした。

「きゃっ……」

　悲鳴はすぐに口づけで塞がれる。

　その心地よさにあっけなく篭ろう絡らくされて、反論する気力を失くしてしまう。

　やがて唇が離れると、彼は少しだけ身体を離した。私の両腕を身体の両側に押さえつけたまま。

　彼は今、じっと見つめているのだろうか？　まだ誰の目にも触れたことのないこの胸を。決して豊満とは言えないのに……恥ずかしすぎて逃げ出したいくらいだ。

「こんな……一方的に見られるなんて、不公平じゃありませんか」

　唇を震わせて文句を言うと。

「それもそうだな」

　そう呟いて両腕を解放し、私の身体に馬乗りになったままごそごそと動き始めた。

「……今、俺も服を脱いだよ。見たかったら、見てくれてかまわない。そのあとは容赦しないけれど」

　何そのひどい条件！　もし目を開けてしまったら、その気アリとみなして最後まで抱き倒すつもりなのだろう。

「透佳くん、待って……！」

「言っただろう。彩葉が目をつぶっている限りは、一線を越えるつもりはないよ」

　そう言って、私を強く抱きすくめる。

　どうやら服を脱いだというのは本当らしい。彼の一糸纏まとわぬ温かな肌が、私の身体に触れ、こすれ合って、たまらない熱をもたらした。

　ああ……。

　思わずうっとりと、心の中で悲鳴をあげた。肌を重ねるって、なんて心地がいいのだろう。

　彼の身体を抱きとめる。大きくて、硬くて、温かい……。手のひらに触れた彼の背中が、滑らかで気持ちいい。

「……少しは乗り気になってくれたか？」

　彼の言葉に急に恥ずかしさが芽生え、慌てて手を離す。

　すると、彼の身体が私から離れていってしまった。たまらない喪失感。熱源を失くしたこの身が寒くて寂しくて泣いている。

　あのまま、ぎゅっとしていてほしかったのに……。

「透佳、くん……」

　手探りで彼を求め、自分のほうに引き寄せると、胸の膨らみに柔らかいものが触れ、チュッと甘美な音が鳴った。

　それは私の胸を這って、中心に近いところをくすぐる。

「きゃっ……やめ……ああっ……」

　敏感な部分に触れられて、ずくんと下腹部が震えた気がした。

　生まれて初めて与えられた快楽。それは抗いがたく、とんでもない強制力を持つもので。

　頭が、身体が、かき立てられる。気がつけば、私の身体はすっかりその気にさせられていて……。

「透佳くん、ズルい」

　観念して私は目を開けた。もう、これ以上、焦らされることに耐えられそうもない。

　透佳くんは、まるでこうなることがわかっていたかのように、艶めいた笑みを浮かべている。

「どうして？　俺たちは夫婦なんだろう？　当たり前の営みじゃないか」

　問われて身体が熱くなる。わかっている。わかってはいるけれど。透佳くんのやり方は狡猾だ。

「だからって……無理やり、こんな……」

「無理やり？　なら、確かめてみよう。彩葉の身体が、このあと、どうしたいと言っているか」

「きゃっ……」

　彼の指先がとんでもない場所でうごめいたから、身体が驚いてビクンと震えた。

　そんなところまで触れるなんて。もう恥ずかしくて、彼のことをまともに見つめることすらできない。

「かわいそうなくらいに、俺としたいって言ってるけど？」

　私の身体を卑ひ猥わいな方法で探った彼が、そんな結論を導き出す。

「……透佳くんの、意地悪……」

　こうなるとわかっていて私の身体をもてあそぶだなんて。

　でも、不思議と初めての行為に対する恐怖や躊躇いは消えていた。それ以上に、私の身体が熱く火照り出し、激しく彼を求めてしまったから。

「……私も……したくなってしまいました……」

　この身を差し出す相手が彼なら、嫌じゃない。彼の手で、大人の女性に躾けてほしい。熱い吐息を吐き出しながら、たまらず彼に抱きついた。

　彼はクスッと小さく笑い、私の身体を抱きとめて。

「彩葉は本当に可愛いな。もっともっと、可愛がってやりたくなる」

　昂った声とともに、全身に荒々しいキスをもたらす。

　彼の指先は私の身体の隅々まで蕩とろかそうと、優しく、ときに激しく快楽を爪つま弾びく。今まで知り得なかった甘美な世界に、彼とともに堕おちていく感覚。

　すべての衣服を脱ぎ捨てて、私たちは深く身体を絡ませた。

　真剣な彼の表情に触発されたように、私もびっくりするほど大胆になって。心臓の音も、息遣いも、今までにないくらい早くなって――。

「彩葉……大丈夫か？」

　夢中で私を求めていた彼が、ふと動きを止めた。私の身体を不安そうに見つめる。呼吸が荒くなっているのを心配したのかもしれない。

「苦しければ――」

「大丈夫……」

　躊躇う彼の背中に手を回し、もっと近づいてと駄々をこねる。

「今さら止めるなんて、ズルい……ちゃんと最後までして……」

　ここで終わらせようとするなんて残酷だ。きゅっと彼の身体に抱きつくと、彼は罪悪感に苛さいなまれているような顔で、それでも愛おしげに私を見つめた。

「彩葉……」

　そおっと、そおっと、壊れ物でも扱うみたいに、私との繋がりを深めていく。これ以上、私の息が上がってしまわないように。

「透佳くん……」

　その気遣いが嬉しくて、目に涙が滲む。こんなときでも彼は優しくて過保護だ。

　私の潤んだ瞳と赤く染まった頬を見つめながら、彼は丁寧に私を愛した。










第六章　突き放せない愛




　貧血の薬を飲みながら、身体を休めること一カ月。

　今日は再検査の日。須皇総合病院、三度目の心臓血管センター外来。

　最初に行った血液検査は、疲労がたまっていたせいか、ひどい結果を叩き出してしまった。貧血はもちろん、白血球の数まで増えていたそうだ。疲れているとこんな症状まで出るのかと、過労の恐ろしさを身に染みて感じた。

　ゆっくり体調を整えてきた今日は、正常な結果が出るはず。そんな期待を胸に検査に臨む。

　この日、透佳くんも立ち会ってくれる予定だったのだけれど、急患の対応に手一杯になってしまったそうで、沢渡先生に一任すると連絡があった。

　今日は軽い問診と血液検査のみ。検査の結果が出るのは来週だ。沢渡先生の仕事といえば、カルテにメモを取る程度。だからこそ透佳くんは抵抗なく先生に任せたのだろう。

　診察室に入ると、沢渡先生は「どうも」と気だるく挨拶して、診察椅子の上にふんぞり返った。

　やっぱり沢渡先生は、透佳くんがいないとどことなく態度がふてぶてしい……。

　他の患者さんにもこんな感じなのかな？　それとも私だけ？　姉である美沙さんが心配するのもちょっぴりわかる。

「調子はどう？　まぁ、何か変わったことがあれば、真っ先に須皇先生に伝えるんだろうけれど。一応カルテに残しておきたいから、もう一度報告して」

「ここ二、三週間は、調子がいいです。動悸もなくなりました」

「以前より疲れやすくなったとか、軽い運動でも息が上がるとか、ない？」

「ありません」

　沢渡先生は私に向き直って、聴診器を胸に当てる。

「前回見たときよりは若干顔色がよくなっているかな」

　診察に関しては誠実なようで、眼鏡の奥の瞳を険しくして事に当たっている。血圧などひと通り確認し、その結果を電子カルテに打ち込んだ。

「そういえば、姉に会ったって？」

　ふと、思い出したように沢渡先生が切り出した。私は病棟でお世話になった美沙さんのことを思い出し「あっ」と声をあげる。

「はい！　お世話になりました！　とても優しい方で」

「優しい、ね」

　なぜだか彼は皮肉めいた笑みを浮かべている。意味深なその表情はなんだろう？　首を傾げていると。

「よくもまぁ優しくできたもんだな。自分の恋人を奪った女なのに。俺だったら悪口のひとつでも浴びせるだろうけど」

「え……？」

　思ってもみないことを言われ、言葉を失う。

　恋人を奪った女って、まさか私のこと？　ということは……。

　沢渡先生は、椅子ごと身体をこちらに向け、冷ややかに私を見下ろした。

「聞いてないの？　うちの姉は、須皇先生と付き合っていたんだ。結婚の約束までしていたらしい。病院の関係者や周囲の人たちには、まだ隠していたみたいだけれど。話を聞いていた俺や父は、そのまま結婚するんだとばかり思っていた」

　わけがわからなくて、しばらく呆然としてしまった。なんとか頭を整理しようと口を開き、掠れた声を絞り出す。

「……美沙さんと、婚約してたってことですか……？」

「結婚の口約束を婚約と言っていいなら、そうなるね」

　頭の中で繰り返し咀そ嚼しゃくして、ああ、そうなんだ、とやっと意味を呑み込む。

　透佳くんにだって、過去に付き合った女性のひとりやふたりは存在するだろう。そのうちのひとりが美沙さんだったんだ……。何も不自然なことではないのに、動揺からか胸が痛む。

　しかも、結婚の約束をするということは、お互いかなり真剣だったということ。

　うつむき黙り込む私に、沢渡先生が嘲ちょう笑しょうを浮かべる。

「その話、詳しく聞きたい？」

　え？と顔を上げると、彼は椅子から身を乗りだして、私を覗き込んでいた。

「気になるんだろう？　どうして姉との婚約が破談になって、代わりに自分があてがわれたのか。俺としても、須皇先生が姉を捨てて選んだ女性がどんな人なのか気になってる」

　興味津々といった目で睨み回されて、気分が悪くなる。

　知りたいのは確かだ。けれど、知ったところでどうなるだろう。ふたりに対して後ろめたさを感じるだけのような気がする。

「……知らないほうがいいこともありますから」

　平然を装って誘惑を跳ねのけると。

「本当に？　そんなにもやもやした顔で気持ちよく結婚できるのかなー？　事実を知っていたほうが、むしろ安心できると思うけど」

　鋭いところを突かれ、うっと口ごもる。もやもやしているのは確かだ。

　透佳くんがどうして私を選んだのか、沢渡先生の話を聞けばわかるのだろうか。

「どうだろう、情報交換しないか？　お互い知りたいことがあるだろう……と、ここはちょっとマズいけど」

　そう提案したそばから看護師さんが背後を通り過ぎる。プライベートな話をするには、ここは人の耳がありすぎる。なにより、次の患者さんが外の長椅子で今か今かと待っている。

「そうだな……明日、食事にでも付き合ってもらおうか。ご馳走するよ」

「え!?　しょ、食事ですか……？」

　もごもごしていると、カルテと診察券の入ったファイルを突きつけられた。

「じゃ、とりあえず、これ持って採血室。ササッと行ってきて」

「え？　……は、はい」

　反論もままならず診察室を追い出され、採血室へ向かう。

　採血している間も沢渡先生の言葉がずっと胸につかえていた。

　透佳くんには、過去に結婚を考えるような人がいたんだ……。

　なのに、私を選んだのはなぜなのか。子どもの頃にしか会ったことのない、ほとんど赤の他人の私と、どうして結婚しようと思ったのか。

　採血を終え診察室へ戻ると、沢渡先生は、私に一枚のカードを差し出した。

　どうやらレストランの名刺みたいだ。走り書きされている電話番号は、彼のものだろうか？

「明日の十九時にそこへきて。そしたら、俺の知る限りの情報を教えてあげるよ」

「いえ……あの、私――」

　名刺を返そうとするが、その手を強く押し返される。

「保険だと思って持っておきなよ。話を聞きたくなったときに、俺の連絡先を知らないと困るだろ？」

　結局、名刺を持たされたまま強引に診察室を追い出されてしまった。私は会計を済ませ、家路につく。

「ただいま～……」

　家に誰もいないことはわかっているけれど、とりあえず口に出してしまう。実家ではだいたい母の「おかえり～」という返事が聞こえるのだけれど。

　もの悲しい静けさを放つリビングで。ソファに腰かけ、もらった名刺をまじまじと眺めた。

　いくら情報が欲しいからといって、男性とふたりで食事をするなんていかがなものか。

　沢渡先生とご飯を食べに行きますなんて言ったら、透佳くんは嫌な顔をするに決まっている。なにしろ、診察室ですらふたりきりにするのを嫌がるくらいだもの。

　でも。私の知らない透佳くんを沢渡先生は知っている。美沙さんとの婚約がなぜ破談になってしまったのか、どうして代わりに私と婚約をしたのか、気にならないわけがない。

「だからって……彼に心配をかけるようなことは……」

　好奇心に歯止めをかけて、もらった名刺を半分に破き、自室のゴミ箱に捨てた。

　これでいい。これでいいんだ。言い聞かせるように心の中で繰り返した。




　その日の夜。透佳くんが帰宅したのは日付の変わる直前だった。

　急患の容体が安定しないらしい。他の医師に引き継いできたものの、電話がくればすぐに病院へ向かうとのこと。明日も出勤だ。

「悪い。土日なのに慌ただしくて」

「大丈夫です。お医者さんですから、当然ですよ」

「そう言ってくれると助かる」

　透佳くんはサッとシャワーを済ませひと息つくと、私の待つベッドへ潜り込んできた。

「彩葉」

　お風呂上がりの温かな身体が私の上に重なる。

　ふたり、初めて身体をひとつにしたあの日以来、透佳くんはすっかり躊躇いを捨てて、本能のままに私を抱くようになった。

「と、透佳くん……ダメですよ、オンコール当番なんでしょう？」

「コールが来たら、諦めてすぐに病院へ向かうよ」

　そう言って、私の首筋に跡をつける。独占の証だそうだ。そんなものをつけなくても、すでに私は独占されているというのに。

「患者を診るのも俺の仕事だけど、彩葉を満足させるのも俺の仕事だろ？」

　不敵な笑みに鼓動がドクンと震え上がる。彼の指先が私を昂らせようと、身体の曲線を辿る。

「決して無理はさせないから」

　相変わらず透佳くんは、私を丁寧に抱いてくれる。身体の限界すれすれを探るように、じわじわと時間をかけて。

「可愛い声を聞かせてくれ」

「……とう、か、く……あっ……」

「彩葉の身体がよくわかってきた。まだまだ平気だろう？」

　彼の大きな身体が、熱く猛たける筋肉が、私の全身を包み込んで快楽を与えようとする。

　彼に乱されることに慣れてしまった私は、ひとつ身体に悦を刻まれるたび、素直に啼ないて吐息をこぼして。

「まだ、大丈夫だよなっ……！」

「っ……あぁ……！」

　これ以上ないほど極まっているというのに、それでも彼はまだだと言って私の身体に熱を埋め込む。

　彼の端整な顔は甘く歪んで、とびきり色っぽい。肌は汗ばんでキラキラと細かな光を放っている。

　毎回限界まで煽り立てられ、とろっとろに蕩かされる。

　ふたりの関係は、婚約者でありながら、恋人にぐっと近づいた気がする。身体を重ねずにはいられない、愛おしくて、尊い人。

　この情熱を、以前は別の誰かにぶつけていたの？

　ふと脳裏をよぎった疑惑に、サッと青ざめて熱が冷える。そんなこと考えちゃダメだ。言い聞かせるように、無我夢中で彼を求めた。

　気がついたら、いつの間にか眠りに落ちていた。

　目が覚めたときには、すでにブラインドの外が白んでいて、明け方であることを知る。絶頂のまま眠りに落ちて朝を迎えるなんて、すごく贅沢だ。

　隣には綺麗な寝顔。寝ているときまで凛々しいのは一体どういうことなんだろう。

　ちょっとくらいポカンと口を開けて、よだれを垂らしてくれてもいいのに、そんな顔見せてくれたこともない。やっぱり透佳くんは抜け目なくカッコいい。

　胸の逞たくましい筋肉が、呼吸とともに上下している。つい触りたくなって、指先でツンとつついたら、彼が目を覚ましてしまい、慌てて手を引っ込めた。

「……今、いたずらしてた？」

「そ、そんなことありませんよ？」

「……嘘だな」

　彼は寝ぼけ眼のまま私の唇をいただく。

　おはようのキスにしては、ちょっと情熱的すぎる。きっといたずらに対する制裁のつもりだろう。

　私がリビングで朝食を作る間に、彼は軽くシャワーを浴び、出勤の準備を整えた。

　結局、コールはこなかった。急患の容体は安定しているようだ。

　トーストを頬張る透佳くんに、思い切って尋ねてみる。

「ね、透佳くん……」

「ん？」

　彼は指先についたバターをペロリと舐めとり、目線だけをこちらに向けた。さりげない仕草すらカッコよくて、朝からクラクラしてしまう。

　そんな大好きな彼に、こんな質問を浴びせるのもどうかと思うけれど、どうしても気になって放っておけなかった。

「透佳くんの……昔の彼女って、どんな人だったんですか？」

「は……？」

　透佳くんは驚いたようで、長い睫まつ毛げをパチパチと上下させた。

　あまりにも脈絡なさすぎだ。私って、質問が下手なんだろうか。おろおろと目線を泳がせる私に、彼は「何言ってるんだ？」と眉をひそめる。

「……その。ちょっと気になったので」

　気まずく頬をかく。やっぱりこんなこと聞くんじゃなかった……。

「あの……いい。やっぱり忘れてください」

　慌てて訂正しようと、首を横に振ると。

「……忘れたよ。今は彩葉しか考えられない」

　彼は短くそう言い放って、スープを思いっきり飲み干した。

　なんてシンプルな答えなんだろう。多分、恋人を安心させるには百点満点の回答だ。

　けれど、一瞬だけ間が空いたのを私は見逃さなかった。もしかして、その一瞬の間に、昔の女性を思い出していた……？

　嫌なことを考えてしまい、胸が苦しくなる。

　……わからないことを想像したって、どうしようもないじゃない。

　こんなの、疑心暗鬼に陥っているだけだ。今は私のことだけを考えてくれているのだから、それで充分なはずなのに。

　彼が出かけたあと、自室のゴミ箱の中から、半分に破れたレストランの名刺を拾い上げた。裂け目をくっつけてひとつにする。

「……沢渡先生、私が来るまでお店で待つつもりかな……？」

　ずっと待たれるのも寝覚めが悪い。ちゃんと行かないことを伝えようと、その名刺に殴り書きされた番号に電話をかけてみる。

　携帯端末を耳に当て、しばらく待つ。コールが六回、七回、八回――なかなか出てくれない。

　ふと時計を見て、まだ八時だったことを思い出した。しまった、朝早くかけすぎた！

　しかし、慌てて切ろうとした十回目のコールで繋がってしまい、沢渡先生の『はい』という焦った声が聞こえた。

　急かしてしまって恐縮だ。ただ、断るだけなのに……。

　私は恐る恐る「早風彩葉です、えっと、須皇先生の婚約者です」と彼にもわかるように名乗った。

『……なんだ、あんたか。まったく、何考えてるの。まだ朝の八時だよ？　こんな時間にかけてくるなんてバカなの？　容体急変かと思ってびくっとしちゃったじゃん』

　タイミング的に最悪だったみたい。「すみません……」と頭をぺこぺこ下げながら本題を切り出す。

「実は、今日のお約束なんですが、なかったことにしていただきたく――」

『嫌だね』

　最後まで言い終える前に却下されてしまい、押し黙る。

『こっちもいろいろあってね……事情が変わったんだ。とにかく来て。絶対来て』

　それだけ言い放って通話が切れる。

　なんなのだろうか、事情って何？

　透佳くんもたまに強引でびっくりさせられることがあるけれど、沢渡先生も先生で横暴だ。

　はぁ、と深くため息をつく。もし行かなかったら……ものすごく文句をつけられそう。私の電話番号もバレてしまったし。

　その日の十八時過ぎ。私は仕方なく家を出て、指定されたレストランへと向かった。

　透佳くんには『友人と食事に行ってきます』とメッセージを送っておいた。今日は帰りが遅いらしいから、わざわざ報告しなくてもバレないとは思うのだけれど、念のため。

　約束の場所は、ひとりで中に入るのが躊躇われるほどの高級フレンチレストランだった。意を決して足を踏み入れ、フロントで名前を告げると、どうやらすでに沢渡先生が待っているらしく、奥の個室へと案内された。

　部屋に入って、うっと足を止める。

　広々とした室内。本来は六席ある部屋なのだろう、壁際にテーブルが等間隔に配置されているが、そのどれも無人。代わりに、中央に四人がけの大きなテーブルが置かれていた。

　向かって右側に座っているのは沢渡先生だ。

　正面に座っていたのは、見たこともない初老の男性。そして、左側に座っているのは……美沙さん？

　沢渡先生だけが来るものだとばかり思っていたのに、他にふたりもいて、しかもそのうちひとりは知らない男性で。わけもわからず慌ててしまった。

　三人が椅子から立ち上がる。私は沢渡先生に視線で助けを求めた。

「先生……これは……」

「驚かせて悪い。本当は、須皇先生のお気に入りであるあんたに、ちょっかいかけてみようかなーなんて、ささやかないたずら心だったんだけど。思った以上に事態がこじれた」

　彼は苦い顔で私のもとにやってくる。私の背中に手を添えて前に押し出しながら、ひとりずつ紹介してくれた。

「あれが俺の父親。帝てい央おう大学医学部附属病院の心臓血管外科で教授をやっている。あっちは姉の美沙。姉とは、会ったことがあるだろう？」

　美沙さんが小さく一礼する。その表情はまるでお葬式のようで、先日お会いしたときの快活さは微み塵じんも感じられなかった。

　沢渡先生のお父様――沢渡教授は、ダブルのスーツを着た恰かっ幅ぷくのいい男性だった。白髪交じりで、その顔には深い皺しわが刻まれている。おそらく、歳は六十前後といったところだろう。

「初めまして、早風彩葉さん。突然お呼びたてして申し訳ない」

　教授は、私のフルネームまでしっかりご存知のようだ。慌てて頭を下げて挨拶する。座ってくださいと促され、ひとまず席についた。

　食事が来るまでの間、ざっと自己紹介をさせてもらった。早風彩葉、二十六歳。ＩＴ企業勤務。

　教授は、私のことを『須皇先生の婚約者』として認知しているようなので、彼との馴れ初めをざっと説明させてもらった。幼い頃から家族ぐるみで付き合いがあり、その流れで婚約に至りましたと、そんな感じに。

　代わりに教授は、ご自身と透佳くんの接点を教えてくれた。

「須皇先生のお噂はかねがね。アメリカでの経歴も実に華々しい。一度、うちの大学病院にお招きしたいと願い出たんだが、残念ながら叶わなかった。彼がいれば、うちの心臓血管外科は業界トップクラスになるだろう。なにしろ彼は、心臓移植手術に立ち会った経験があるからな」

「心臓……移植？」

　そういえば透佳くんは以前、心臓移植の記録を読んでいたっけ。アメリカでお世話になっていた教授が送ってくれたとかいう……。

　私に医学的知識がないことを知っている沢渡先生は、丁寧に解説をしてくれる。

「日本で心臓移植が可能な病院は数える程度しかない。うちの大学病院も、循環器疾患を専門としている須皇総合病院ですら無理だ。高い技術力が必要で、設備も人材も揃えるのが難しい」

「だが、須皇先生は実績をすでにお持ちだ。アメリカでは、心臓移植に関する臨床をしていたと聞く」

　興奮気味に教授はまくしたてる。透佳くんの経歴が、そんなにも教授にとって魅力的に映るものだったなんて。本人は、執刀ではなく助手だと謙けん遜そんしていたけれど。

「透佳くんは助手と言っていましたが……」

「彼の年齢からすれば当然のことだ。だが、助手として立ち会ったことがあるというだけで、とんでもなく希少価値のあることなのだよ。うちのボンクラ息子と違って」

　突然、批判を浴びた沢渡先生は、ムッと顔をしかめた。けれど、反論はしないようだ。教授の言っていることが正しいのか、あるいは……。

「彼という素材を獲得できれば、うちの大学病院でも心臓移植チーム設立が夢ではなくなる。彼だって、地味な症例を積み上げるより、デカい功績を上げたいだろう！」

　透佳くんは、日々の臨床を地味だなんて思ってはいないと思うけれど。

　しかし、心臓移植という分野に興味があることは確かだろう。

　透佳くんが日本に戻って来てまで、どうして心臓移植の記録を読んでいたのか。

『今は、まだ』対処できないと言っていた。もしかしたら、透佳くんは自分の力でいずれ実現したいと考えているのかもしれない。お父様から受け継ぐ須皇総合病院で。

「……私にはよくわかりません。はっきりと聞いたわけではありませんので」

　素人の私が透佳くんの仕事に口を出すのは反則だと思っている。私から教授に話せることは何もない。

　ぼんやりした返答を繰り返していると、おもむろに教授が話を変えた。

「ところで、須皇先生には弟さんがいるそうだな。彼もアメリカで医学を学んでいるとか」

「はい……そう聞いていますが……」

「つまり、須皇総合病院の跡を継ぐなら、弟さんでもいいわけだ」

　パチパチと目を瞬いた。なんて突拍子もないことを私に聞くのだろう。

「私には、答えられません……」

　教授の真意が読み取れない。困惑する私に、沢渡先生がわかりやすく説明してくれる。

「つまり、親父はこう言っている。うちで心臓移植専門のチームを作ってほしい。須皇先生をうちの大学病院に招しょう聘へいしたいんだ」

「それは……」

　思わずごくりと息を呑む。

　そもそも透佳くんは、お父様の跡を継ぐために日本に戻ってきたのだ。いくら弟さんがいるとはいえ、別の病院のお誘いに応じるとは考えにくい。

　だいたい、一度断られたと言っていたじゃないか。そんなことを私に相談されても、困ってしまう。

「……どうして私に、そんな話を？」

「君が邪魔だからに決まっているじゃないか」

　沢渡先生にあけすけに言われ、言葉を失う。

「亮りょう二じ」

　教授がたしなめる。しゅんと押し黙る沢渡先生。どうやら父親には強気に出られないらしい。

　教授は、おもむろに美沙さんに視線を移した。ラベンダー色のゆったりとしたワンピースを着て、彫刻のように固まっている彼女。

　私たちが話をしている間、決して口を出してはこなかったけれど、退屈というわけでもなさそうで、緊張感を漂わせたままキチンと姿勢を正していた。

「……実は、うちの娘の美沙は、須皇先生とお付き合いしていたんだ」

　美沙さんが顔を伏せる。すごくつらそうな表情。恋人を奪った女性が目の前にいるのだから、当然なのかもしれない。

　けれど、どうしてだろう。初めて出会ったとき、彼女は私を透佳くんの婚約者と知りながらも笑顔で接してくれた。

　あのときの彼女の態度が演技だったとは思えないのだけれど、急に変わってしまったのはなぜ？　今は暗い顔で伏せていて、目も合わせてくれない。

「須皇先生が美沙と結婚したあかつきには、私の跡を継いで教授になってもらおうと思っていたんだ。……だが、婚約は破棄されてしまった。須皇先生はうちの娘を捨てたのだ。お腹の命とともに」

　え？と喉の奥から呻うめきを漏らす。何を言われたのかわからず、頭の中が真っ白になった。

　咄嗟に美沙さんがお腹を抱きしめる。ゆるゆるのワンピースがくしゃっと皺になった。

　横で聞いていた沢渡先生が困惑した顔で肩をすくめる。

「姉のお腹には、須皇先生との子どもがいるらしい。俺も夕べ聞かされたばかりで、驚いているんだが」

　透佳くんと美沙さんの間に、赤ちゃんが……？　愕然として、美沙さんのお腹に視線を向ける。

　もとが痩やせているせいか、お腹に赤ちゃんがいると言われてもわからないくらい細いウエスト。でも、美沙さんはお腹を守るようにぎゅっと抱きしめている。その姿に母性を感じ、きっと真実だろうと思った。

　表情が暗いのは、お腹に命が宿っていると気づいたから？　初めて出会ったあのときは、彼女自身も自覚がなかったのかもしれない。

「そのことを……透佳くんは……」

「知らない。言い出せないそうだ。見て見ぬ振りをされるのが怖いからと」

　透佳くんでさえ知らない事実。

　果たして、透佳くんはこのことを知ったとして、見て見ぬ振りなどするだろうか。大切な命が宿っているというのに。

　……そんなわけがない。あの責任感の強い彼が、命を見捨てるはずがない。

「見ない振りなどしないと思います。きっと透佳くんは、責任を取ると言うでしょう」

　彼を庇って言ったはずの言葉が、自分の胸を抉えぐる。彼が責任を取ると決めたとき、私はどうしたらいいのか。考えたくない。

　しかし教授は、透佳くんが美沙さんを選ぶとは考えていないようだ。

「君がいる限り、認知することはあっても、この子の父親になってくれることはないだろう。養育費が欲しいわけではないのだ。金なら、うちにだっていくらでもある。だいたい、自らの手で養育もせず金だけ払う関係が、見て見ぬ振りでなくてなんだというのだ」

　子どもができた、そんな状況であるにもかかわらず、透佳くんはなおも私を選んでくれるだろうか。

　子どもを選ぶ彼であってほしい。でも、彼と別れたくはない。そんな矛盾した感情に挟まれて、どうしたらいいのかわからない。

「ここまで言えばわかるだろう、早風さん。どうか身を引いてほしい。生まれてくる命のために。加えて、心臓移植という最先端医療の発展のためにも」

　壊れた人形のようにぎしぎしとした動きで、美沙さんに目を向ける。

　美沙さんの表情はつらさを増していた。ぎゅっと目をつぶり、今にも泣き出しそうな顔で――。

「……ごめんなさい……！」

　ただひと言、それだけ、掠れた声で絞り出した。

　これは美沙さんが謝らなければならないことなのだろうか。本来、子どもを宿すことはおめでたいことだ。喜ぶべきことなのに。

　母親になった彼女がこんなにつらい顔をするなんて、間違っている。

　でも、素直におめでとうだなんて言えない。それは、透佳くんを失ってしまうことと同義だから。祝ってあげられない、心の醜みにくい自分に嫌気がさした。

「我々としても、早風さんを振り回してしまったことは自覚している。慰謝料と言ってはなんだが、こういうのはどうだろう」

　教授は、ご自身の懐ふところに手を入れた。内ポケットから一枚の紙を取り出しテーブルの上に伏せる。

「早風さんのお父上は、医療機器のリース業を営んでいるようだな。昔は名のある医療機器メーカーだった。私もよくお世話になったものだ。時代の流れとは残酷だな」

　そんなことを言って、昔を懐かしむように視線を遠くに向ける。

　しかし私は、父の事業の衰退をほのめかされたようで嫌な気分になった。顔を伏せると、私の心中を察したのだろうか、「いや、すまない」と短く弁解された。

「私が、お父上の会社に融資しよう。ひとまず、この金額でどうだろう」

　そう言って、テーブルの上に並べられている食器の合間を縫って、紙切れを私の近くに置いた。

　めくり上げて愕然とする。それは小切手だった。しかも、とんでもない金額の。

「こ、こんな金額……受け取れません……！」

「受け取るか受け取らないかを決めるのはお父上だ。気に病むことはない。君はその金額と同等の心の傷を負ったのだから。受け取ってくれたほうが、我々も気が楽だ」

　とはいえ、はいわかりましたと受け取れるようなものではなかった。

　父だって恐ろしいだろう。昔はお世話になっていた人からとはいえ、こんな金額をポンと融資されてしまったら。

　ウェイターが前菜を運んできた。芸術作品のように美しく飾り立てられたテリーヌだ。しかし、とても手をつける気分にはなれない。お腹を空かせてきたはずなのに、今では胸が苦しくて吐き気がするくらいだ。

「……ごめんなさい。少し、整理する時間をください」

　小切手を突き返し、立ち上がり頭を下げた。そのまま逃げるように部屋を出る。

　小走りでフロントまで行き、スタッフにペコリと会釈して、そのまま店を出ようとしたところで。

「待てって！」

　後ろから響いてきた声に振り向くと、駆け寄ってくる沢渡先生の姿が見えた。

「送ってく」

　私の背中を押して、建物の裏手にある駐車場まで案内してくれた。

　外気は湿り気を帯びていて生温い。もうすぐ梅雨だ。透佳くんと再会して、いつの間にか三カ月が経っていた。

　短いようで長くて、密度の濃すぎる三カ月だった。

　気が抜けたのか、ボロボロと涙がこぼれ落ちてくる。

「泣くなよ。って、仕方がないか。あーあ……」

　どうやら沢渡先生は、女性を慰なぐさめるのがあまりうまくないらしい。うんざりするような声をあげて、でも私の肩をしっかりと抱いて、車へと連れて行ってくれる。

　沢渡先生の車は、スポーツカーみたいな形をした、ちょっぴり派手な高級車だった。私を助手席に座らせると、運転席に乗り込み、ナビをいじり始める。

「あんたの家、どこ？　病院の近くだよね」

　ざっと道を説明する。大通り沿いだから伝えるのは簡単だ。彼はなんとなくわかったようで車を走らせた。

「なぁ。あんたさ、いつ須皇先生と婚約したの？」

　さりげない質問に傷口を抉られて、悲しみが増す。だが、隠す必要もないし、素直に答えた。

「プロポーズされたのは、三月の頭くらいだったと思います」

「……丸三カ月か」

　沢渡先生は何かを考えるように、ぼんやりとフロントガラスの奥を見つめる。しばらく沈黙したあと、ぽつりと呟いた。

「……お腹の子、本当に須皇先生との子どもなのかな……」

「え……？」

　あまりにも小さな声だったから、うまく聞き取れなくて尋ね返す。しかし、沢渡先生は「いや。なんでもない。忘れて」と話を流した。

　道が空いていたせいか、マンションへはすぐに辿り着いた。玄関前の敷地に車を止めてもらったものの、なんとなく帰りたくなくて、憂ゆう鬱うつな気分になる。

　時計を見れば二十時前。当初の予定より一時間以上も早い帰宅だ。きっと透佳くんもまだ仕事中のはず。

　彼が帰ってきたとして、一体どんな顔で会えばいいのだろう、頭の中が混乱していてよくわからない。

　車を出ようとすると、腕をつかまれ引き止められた。

「な、なんですか……？」

「涙。止めてから行きなよ。そんな顔、須皇先生に見せるつもり？」

　そんなことを言われても。勝手に溢れてしまうのだから止めようがない。

「大丈夫です……透佳くん、まだ病院から帰ってきていませんから」

　けれど、沢渡先生は私の腕をつかんだまま放してくれない。

「目が真っ赤な上に、リビングのゴミ箱をティッシュで山盛りにしてあっさりバレる未来が想像できる。あんたって、隠し事とか下手そうだから」

　そう言って、後部座席からティッシュボックスを引っ張り出して私の膝の上に置く。それから、コンビニのビニール袋も一緒に。ゴミ箱にしろってことだろうか。

「……ありがとうございます」

　お言葉に甘えて、思いっきり鼻をかませてもらった。涙が止まらないせいで、かんでもかんでもキリがない。

　そんな私の様子を沢渡先生は、ため息を交じらせながらも辛抱強く眺めている。

「……あの話、まだ須皇先生にはするなよ」

　ぽつりと先生が念を押す。

「……わかっています」

　私の口から、美沙さんに子どもができましたなんて告げられない。こういうのは、本人の口から――美沙さんが直接伝えるべきだ。

　何を聞かれても知らぬ存ぜぬを貫こうと決意を固める。

　沢渡先生は私の顔を覗き込み、涙が止まったことを確認して運転席を降りた。

「降りられる？」

　ぐるりと正面から回り込み、助手席のドアを開け、私に手を差し伸べる。

「……ありがとうございます」

　手を借りて車を降りた私は、マンションの正面玄関に向かってとぼとぼと歩みを進めた。

「……私は、この先どうしたら……」

「どうって……別れるしかないだろ」

　沢渡先生は正直な人だけれど、そのせいかどうもデリカシーに欠ける。容赦ない答えを突きつけられ、余計に落ち込んだ。

「別にいいじゃん。男なんていくらでもいるんだし。まぁ、あそこまでハイスペックはなかなかいないかもしれないけれど。何？　医者がいいの？」

　そういうことじゃないとぶるぶる首を横に振る。かといって、情緒的な説明をしたところでこの人には伝わらなそうだ。

「フリーの医者仲間、紹介してやろうか？」

「……いいです」

「男の傷を癒いやすのは男だとか言うだろ」

「そんな気分じゃないんです……」

「ノリ悪いなぁ」

　悪態をつきながら、私の肩に手を回す。あまりにも馴れ馴れしく肩を抱かれたものだから、驚いて沢渡先生を見上げた。

　彼は、にんまりと笑みをこぼしながらこちらに顔を近づけて、いたずらっぽく囁く。

「なんなら俺も、フリーだけど。遊んでみる？」

「は？」

　意味がわからず、目を丸くして彼を見つめると。

「実はあんたのこと、少し気になってた。あの須皇先生を落としたテクニック、見てみたくて」

　おもむろに眼鏡を外し、不敵な眼差しで私を睨んだあと。すかさず彼が、私の唇に自分のを重ねた。

　先が触れ合う程度の、ごく軽い口づけ。チュッという甘い音を鳴らし、余韻も感じさせぬまま遠ざかっていく。

「――っ」

　文句を言う前に身体が動いて、咄嗟に彼を突き飛ばした。反動でこっちまでよろよろと後ずさりながらも、奪われた唇を押さえる。

　今、私にキスを……。

　事態を呑み込むと同時に、顔が赤く染まる。恥ずかしさと、こんなことを許してしまった自分の警戒心のなさに呆れ果てて。

「なん……で、こんな……」

　ひどい罪を犯してしまったような気分だ。私は透佳くんの婚約者なのに。いずれ破談になる関係だとしても、今はまだ、この身は彼のもの。

　罪悪感に苛まれながら、手の甲でゴシゴシと唇を拭っていると。

　正面玄関に向かって、一台の車が勢いよく走り込んできた。眩しいライトに照らされ、目がくらむ。

　車は、入口付近に停めてあった沢渡先生の車を追い越して、正面玄関のすぐ脇、車が乗り入れられるギリギリに急停車した。

　運転席から降りてきたのは――。

「……彩葉――！」

　彼の姿を目にして、背筋が凍る。どうして？　まだ帰ってくる時間じゃ……。

　焦る私とは裏腹に、沢渡先生がニタリと笑った。

「おかえりなさい。須皇先生」

　してやったりという顔で声をかける。まるでこの状況を狙っていたかのようだ。

　透佳くんは冷静な、むしろ異常に冷え冷えとした表情で、沢渡先生を睨む。

「沢渡。彩葉から離れろ」

「どうして命令されなきゃならないんです？」

　沢渡先生の態度は反抗的。あえて透佳くんを挑発しているように感じられる。

「彼女が俺のものだからだ。軽々しく触れるな」

「すごい自信だな。でも、本当にそうでしょうか？」

　煽るように私の肩を抱く沢渡先生。私はギョッと小さくなって先生を見上げた。

「彼女の心は、もうとっくに須皇先生から離れているかもしれないでしょう？」

　視線でチラリと合図され、話を合わせるように訴えられる。どうやら私が自然な形で透佳くんと別れられるよう、口実を作ってくれているようだ。

　けれど、嘘でも「はい」だなんて言えなかった。口を閉ざし困惑していると、沢渡先生はイラっとした顔で私に耳打ちした。

（もうちょっと上手に演技してくんない!?　あんた本当に、須皇先生と別れる気があるの!?）

　透佳くんを牽けん制せいする余裕の笑顔は崩さず、腹話術みたいに文句を言う。

　ぐっと肩に力を込められ、今度はうまくやれとプレッシャーをかけられた。

「と、透佳くん……私、実は、沢渡先生と……」

　目をそわそわと漂わせながら、必死に嘘をつこうとすると。

　透佳くんは額に手を当てて悩ましげにため息をついた。

「茶番はやめろ。彩葉。俺を騙したいなら、もう少しうまくやれ」

　やっぱり、私、嘘をつくのが下手みたい。沢渡先生でさえ呆れてしまい、演技することを放棄した。私の肩から手を外し、深くため息をつく。

「……それでも、今日一日ふたりでいたことは事実だ。何もなかったと思います？」

　眼鏡の奥の瞳を怪あやしげに光らせながら、透佳くんを揺さぶる。歪んだ口元から執念めいたものを感じて、透佳くんを騙すだけのフェイクではないことを感じ取る。

　沢渡先生は、本気で透佳くんを憎んでいるのかもしれない。

　父親である教授が、あそこまで透佳くんを褒めちぎっておきながら、息子に対しては批判的。軋あつ轢れきが生じるのも当然だろう。

　――須皇先生に少し劣等感を持っているから……――

　美沙さんの言葉を思い出して、わからなくはないと悲しくなる。

「その余裕。どこまで持つかな？」

　沢渡先生はそんな捨て台詞ぜりふを残し、透佳くんの脇をすり抜けて車へと戻っていった。

　運転席に乗り込み、雑に方向転換し走り去っていく。スポーツカー特有の激しいエンジン音が辺りに響いた。

　残された私は、透佳くんになんと声をかけたらいいのかもわからず立ち尽くす。

「……あの。透佳くん……」

　おっかなびっくり彼を見上げると。

「……車を置いてくる。彩葉は先に部屋へ戻っていてくれ」

　業務的に言い置き、車に乗り込んだ。そのまま、敷地をぐるりと走行し、脇にある地下駐車場入口へと入っていく。

　怒ってる……よね？

　私と沢渡先生が密会していたことは事実。下手をしたら、キスの現場も見られていたかもしれない。このあと私は、どういう態度で彼と接すればいいのだろう。

　とぼとぼとマンションの正面玄関をくぐり、高層階専用エレベーターに乗り込んだ。

　家に着いた私は、リビングの大きなソファの中央にちょこんと腰を据えて彼の帰りを待つ。

　……コーヒーくらい、淹れておいたほうがいいかな？

　無駄な気遣いばかりが頭を巡ってしまう。じっとしていることもできずに、私はコーヒーメーカーを起動した。

　ミルの音が止む頃、遠くでドアの開閉する音がした。透佳くんが車を停めて帰ってきたらしい。リビングに顔を出した透佳くんは、せっせとコーヒーを淹れている私を見て、胡乱気に目を細める。

「……どういう気の回し方だ？」

「い、いえ、特にそういうんじゃ……。夕食は食べましたか？」

　いらないと言うので、コーヒーとフルーツタルトを用意して、ローテーブルに置いた。彼はジャケットを脱ぎに自室へ向かったみたいだ。しばらくすると、シャツとスラックス姿になって戻ってきて、ソファに腰を下ろした。

「いただきます」

「召し上がれ」

　私も隣に座り、フルーツタルトをいただく。味なんか感じない。しばらくふたりで無言のまま咀嚼する。

「……わけを聞かないほうがいいのか？」

　私と目を合わせぬまま、ぽつりと透佳くんが呟いた。

　友人と食事に行くなんて嘘をついたことは明白だ。それでも私を責めないのは、信じてくれているのだろうか？

　それとも……なかったことにしようとしている？

「……いえ。聞いてください」

　このまま腫はれものに触るような扱いをされるほうがもっとつらい。いっそのこと、はっきりさせたほうがいい。

「なら聞く。どうして沢渡と一緒にいた？」

　透佳くんがストレートに尋ねてくる。本当の理由が言えない今、私はこう答えることしかできない。

「……浮気してました。別れてください」

　目を見て告げることができず、深くうつむいた。膝の上の手を強く握りしめる。

　怒るだろうか。罵られる？　それとも呆れられるかな？　こういうとき、透佳くんはどんな反応をするのだろう。

　びくびくしながら待っていると、やがて、はぁ、というため息が聞こえてきた。

「お前は本当に、嘘が下手だな」

　え!?と驚いて透佳くんを見上げる。

　どうして嘘だってわかっちゃったのだろう。変な顔してた？　目が泳いでた？

　とはいえ、ここまできて今さら前言を撤回することなんてできなくて。

「嘘なんかじゃ……ありません……私、浮気したんです！」

　彼の胸にすがりつくと、逆に抱きしめ返されてしまった。

　怒られるはずだったのに、嫌われても文句は言えないのに、あまりに優しく抱ほう擁ようされて動揺する。

「どうして自分を貶おとしめるようなことを言うんだ」

　私の肩に顔を埋め、やるせない声をあげる。責められるどころか、心配されてしまうなんて……。

「なんで、信じてくれないんですか……」

「お前はそんな人間じゃないだろう」

　より強く抱きしめながら、揺るぎない声で言う。悲しくて、その反面嬉しくて、なんだか泣きたくなってくる。

「別れてください」

「納得できる理由を聞かせろ」

　理由を話せたら、どんなに早いだろう。『美沙さんのお腹の中に、透佳くんの子どもがいます』……即座に納得してくれるはずだ。でも、私の口からは言えない。

「言えません。でも、いずれわかります」

　近いうちに美沙さんは、お腹の子の存在を透佳くんに明かすだろう。なぜ私が沢渡先生とふたりでいたのか、どうして別れようとするのか、すべてを知ることになる。

　しかし、そんなことを知らない透佳くんには、理解してと言うほうが無理な話。

　私を見つめるその眼差しは、変わらず信頼に満ちていた。

「なら、わかるまで諦めない」

　ふうと短く息をつく。頑かたくななところは彼らしい。

「……少し、距離を置かせてください。今日は、別々の部屋で寝たいです」

　私の提案に、嫌な顔をした彼だったけれど、仕方がないと肩を落とした。

「わかった。彩葉は寝室を使うといい。俺はここで寝る」

「そんな……！　私がここで寝ます。ここは透佳くんの家なんですから――」

「ふたりの家だ」

　訂正され言葉に詰まる。

　あの寝室のひまわりは、『透佳くんが』、『私のために』用意してくれたもの。透佳くんひとりでは価値がないし、私だけでも不十分。

　ふたりが揃って初めて意味をなすのだ。この家も同じ。

「彩葉」

　私の頭を優しく撫で溶かし、髪を梳すく。不意に甘やかされ、ドキリと胸が震えた。

「彩葉が話してくれるまで、待っている」

　額に口づけをもらって、胸が張り裂けそうになる。どこまで彼は優しいのだろう、その気遣いは、いっそ残酷だ。

　その日、透佳くんはソファの上で毛布にくるまって眠った。彼の身体がはみ出ないくらい大きなソファでよかったと安心する。

　私は広すぎるキングサイズのベッドで、冷え切った身体をひとりでは温められず、一晩中もそもそとせわしなく寝返りを繰り返していた。










第七章　君にとびきりの『あいしてる』を捧げる




　透佳くんと微妙な距離を保ったまま、一週間が経とうとしている。

　その間、私は何度も実家に帰ろうとしたけれど、彼は「行くな」の一点張り。帰ったらダメという意味じゃない。『行かないでくれ』ってことだと思う。

　理由を知らない彼からすれば、私が一方的にワガママを言っているように見えるだろう。悪いのはあきらかに私。

　なのに、それでも彼は残酷なほどに揺るがぬ愛を注ぎ続けてくれる。それが逆に愛おしくて苦しい。

　彼への想いが募る一方、焦りも募り始めていた。

　早く別れなければ。これ以上未練が残る前に。もうすぐこの関係は、終わりを迎えるのだから。

　けれど、心のどこかで透佳くんとの別れから逃げ出したがっている自分がいて。

　まだ彼のそばにいられることを嬉しいと感じてしまう。本当は、いけないことだとわかっているのに。

　同居を始めて一カ月半。いまだ実家には一度も戻っていない。

　当初は、透佳くんが当直のタイミングで帰る計画だったけれど、いざ同居を始めてみると、この家は出勤に便利すぎた。

　平日なら、この家から往復するほうが断然楽だし、仕事帰りの夜遅い時間に実家へ帰ったところで、両親とたいしたコミュニケーションもとれない。だったら土日にあらためて帰ろうという結論に至った。

　とはいうものの、そもそも最初の数週間は、土日がないほど仕事が忙しかったし、そのあとの数週間は、体調を戻すことで精一杯だった。結局一度も帰省できぬまま今に至る。

　メールのやりとりはあったものの、そろそろ電話の一本でも入れようかと思っていた矢先。母のほうから電話をかけてきてくれた。

『彩葉ったら、たまに帰るなんて言っといて、全然帰ってこないんだもの。よっぽど透佳くんのそばが居心地よかったのね』

　冷やかすように言われて、あはは、とから笑いを浮かべる。居心地というか、通勤が……と言いかけて、そのままにしておいたほうが両親は心配しないだろうと思い直し黙っておいた。

「あ、でも、そろそろ本当に帰ろうと思っていて……」

『あらどうして？　喧けん嘩かでもしたの？』

　……喧嘩ではないけれど、わけあって破局の危機。

　口ごもると、正解だと思ったのか、母は喧嘩前提で勝手に話を進め出した。

『喧嘩くらいするわよ。赤の他人が一緒に生活をするんだもの。お父さんとお母さんだって喧嘩ばっかりだったわよ』

「え？　そうだったっけ？」

　両親が喧嘩しているのを見た覚えはない。私に隠れて喧嘩していたのだろうか。

『特にうちの場合は、会社が倒産しかけたじゃない。経営に関しても揉もめたし、お金の使い方や、彩葉の教育方針だってそう。奨学金を使って大学に入れたかったお父さんと、本人の意思を尊重したいお母さんで、揉めに揉めたわ』

「そうだったんだ……」

　当時はとにかくお金がなかったから、いち早く働き手になって、父と母に楽をさせてあげたかったけれど。父は、そんな私の気持ちには気づかず『教育教育』と勉強を押しつけてきたから、ずいぶんとすれ違ったものだ。

『お父さんはね。彩葉にたくさん勉強させて、立派な社会人になってもらいたかったのよ。経営が傾いたのは自分に学がなかったせいだって、お父さんすごく悔やんでいた。彩葉には自分と同じ失敗をしてほしくなかったのね』

「そう……なの？」

　母は『ええ』と頷く。電話越しの声が、わずかに低くなった。

『お父さんの夢は、自分が社長になって、いろいろな事業にチャレンジすることだったの。やっとのことで父親の跡を継いで、いざ夢を叶えようとしたら、ひどい不景気。お祖じ父いさんが社長をやっていた頃は、何をしても儲もうかっていた時代だったけれど、お父さんの頃は違っていた』

　父は、どちらかというと熱ねっ血けつ漢かん。新しいことが大好きで、冒険心の塊のような人だった。ルーチンワークが嫌いで、難しいことこそやりがいがあると考えるタイプの人だ。

　そんなやる気が、時代の流れと逆行してしまったのかもしれない。

　つまり、父の夢は、未だ叶えられていないのだ。

「ねぇ。お父さんのその夢って、今からじゃダメなの？」

　私の提案に、母は『は？』と素すっ頓とん狂きょうな声をあげた。

「例えばもし、ドドーンと融資してくれる人が現れたら、その夢、叶う？」

　沢渡教授から持ちかけられた融資の話が頭をよぎる。お金なんて受け取るつもりはなかったけれど、もし、それで父の夢が叶うというのなら……。

　けれど、母は至って現実的。

『何言ってるの。うちみたいな先行きが不透明な会社に、ドドーンと融資してくれる人がいるわけないでしょう』

「もしかしたら、いるかもしれないじゃない」

『いたとしたら、十中八九詐さ欺ぎよ。そんな怪しいお金受け取れないわ』

　母は基本的にとぼけているが、お金に関することだけはシビア。これまで苦労してきたからだろう。

　チャレンジしたがる父と、制止する母。正反対のふたりだからこそ、経営が破綻しかけたあのときも、ギリギリのところで倒産を免れ、踏ん張ることができたのだろう。

『それにね。お父さんは、今はもう、仕事で大成しようなんて思っちゃいないわ』

「……え？」

　どういうことだろう。父の熱意は燃え尽きてしまったのだろうか？

　しかし、母は楽しそうにクスクスと笑う。

『お父さんは気づいたのよ。お父さんと、お母さんと、彩葉の三人で、慎つつましく生きていくだけで充分幸せだって』

「あ……」と小さく声を漏らす。

　私の知る父は、いつだって毅然としていた。仕事だって、私との遊びだって、真剣そのものだった。過去を悔やみくすぶるような人間ではない。

　大切なものを守るという、違った目標を見つけたのかもしれない。

『ありがたいことに、お父さんについてきてくれた社員たちもいた。その人たちを守りながら、今を続けていくことが、お父さんの望みなんじゃないかしら』

「お父さんは、このままがいいってこと……？」

『そうね。新しい仕事どうこうより、彩葉の笑顔を見ているほうがずっと幸せなはずよ』

　心が温かくなる。まるで、胸の中にひまわりの花が咲いたみたいだ。

　父と母の愛情を一心に受け継いで、今の自分があるのだと実感する。

『お父さんとお母さんは、充分幸せになった。だから今度は彩葉の番よ。自分のことだけを考えて生きていきなさい』

「はい……」

　それだけ答えて、通話を切った。

　自分の心に真っ直ぐに、納得できる道を歩もうと覚悟を決める。

　父だって、成功ばかりではなかった。紆う余よ曲きょく折せつを経て、辿り着いた先で見つけたものは、目指していたものとは違っていただろう。

　しかし、それが今ではかけがえのないものになっている。目標には辿り着けなくとも、決して恥ずべき人生ではなかったはず。それはいつだって真剣に、正しいと思うことをやってきた証だ。

　私が今、すべきことは……。

　自室のテーブルの引き出しから、半分に割れた名刺を取り出して、その番号にコールした。




　沢渡先生にお願いして、教授に連絡をつけてもらった。直接会って話をしてくださるそうで、日曜日の十九時、場所は前回と同じフレンチレストランを指定された。

　まずは、融資の話をはっきりとお断りしようと思っている。

　そして、透佳くんに事情説明する許可をもらおう。今度こそちゃんと納得して、別れを受け入れてもらうために。

　勤務中の透佳くんには、『買い物に行ってきます』とだけメッセージを入れておいた。きっと怪しまれるだろうが、バレたらバレたでそれまでだ。隠すつもりもない。

　破れた名刺にプリントされていた地図をもう一度だけ確認して、私は家を出た。

　レストランへ到着すると、前回と同じ部屋、同じ席で三人は待っていた。

　向かって右に沢渡先生、中央に沢渡教授。

　左には美沙さんが、ゆったりとしたグレーのワンピースを着て、沈痛な面持ちで座っている。ちょっぴり痩せた気がしなくもない。もしかして、つわりがひどかったりするのだろうか？　それとも、精神的に思い悩んで……？

　私は入口で大きく一礼し、彼らのもとに向かった。

「こんばんは、早風さん。先日のお話は、考えていただけましたか」

　ウェイターが椅子を引いてくれる。腰かけながら、私は「はい」と答えた。

「透佳くんとはお別れしようと考えております」

「おお、そうか。よく決心してくれた」

　食前酒のワインを勧められたが断った。

　沢渡先生は車で来たのだろうし、お腹に赤ちゃんのいる美沙さんは当然アルコール禁止。教授だけが上機嫌で呷あおっていた。

「で、須皇先生は、なんと？」

「納得できないとのことでした。ですので、すべての事情をお話しする許可をいただきたくて――」

「それは少し待ってもらいたい」

　強い口調で止められ、私はぴくりと肩を揺らす。教授は、グラスをテーブルに置き、神妙な顔をした。

「お腹の子どもが安定期に入るまで待ってほしい。産むなと言われても困ってしまう」

「透佳くんは、そんなこと言いません」

　助けを求めるように美沙さんへ視線を向けたが、すかさず目を逸らされる。

　美沙さんは、透佳くんが『産むな』なんて言うような薄情な人間だと思っているの？　妊娠したと報告することも躊躇ってしまうくらいに。

「彼にだって、妊娠のことを知る権利があるはずです」

　今度は教授に向かって語りかける。けれど、教授は取り合うつもりがないらしく、かぶりを振った。

「適当に言ってごまかしてもらいたい。こういうのはどうだろう。うちの息子と付き合っているとでっち上げて――」

「それ、すでに使ったんですが、効果がなかったんです」

　しゃあしゃあと言って肩をすくめる沢渡先生。教授は腹を立てたようで、険しい表情で息子を睨みつける。

「本当に役立たずな息子だ。医者としても未熟、雑用すらままならないとは」

　ぐっと沢渡先生が歯を食いしばる。いくらなんでも、それはちょっと言いすぎじゃないだろうか。口を挟もうとしたその瞬間。

「やめてください……！」

　私の横から声があがった。今までずっと黙り込んでいた美沙さんが、やっと声を発したのだ。

「もうやめてください、お父さん。亮二はまだ二十九歳です。それに、ずっとアメリカにいた須皇先生と比べるなんて――」

「黙れ美沙」

　美沙さんの肩がびくりと震えた。まるで、首筋にナイフでも突きつけられたかのように身体を強張らせる。

　どうしてだろう、美沙さんも、沢渡先生も異常に教授に怯えているようで……。

「お前も同じだ、美沙。医師にならず、中途半端な看護師なんぞになりおって。私の顔に泥どろばかり塗りよる」

　やっぱり変だ。この三人の親子関係。まるで、親子というより従属関係のよう。

「それでも美沙。お前はまだ救いようがある。女としての職務をまっとうし、須皇先生を捕つかまえてきたのだからな。それがなければ、役立たずと追い出しているところだ」

　ゾッと背筋が凍った。女としての職務って……教授は美沙さんのことをなんだと思っているのだろう。

　美沙さんはじんわりと目に涙を浮かべたまま黙り込む。

「須皇先生がうちに来てくれれば、私の地位も安泰だ……！」

　欲望にまみれた、ギラギラとした目。喉の奥でくつくつと笑って、ワインを一気に呷る。

　教授の視界には、沢渡先生も、美沙さんも、誰も入っていないような気がした。その視線の先にあるのは、権力だろうか？　執着する様は、狂気的とすら思える。

　この家族は、一体どうなっているんだろう……。

　そのとき、部屋の外がわずかに騒がしくなった。

『お待ちください、お客様！』

　ウェイターたちの足音がバタバタと行き交う。何かあったのだろうか。視線を入口へ向けると。

　バン！と勢いよく扉が開け放たれた。部屋に入って来たのは――。

「透佳くん……！」

　私たちは驚いて、椅子から腰を浮かす。透佳くんはツカツカとこちらへ歩み寄り、私の腕を引いて自分の背中の後ろへと移動させた。

「私の婚約者がずいぶんとお世話になったようですね、沢渡教授。一体どういうことか、説明していただけますか」

「……なぜ、君がここにいるんだ!?」

　教授は、犯人探しでもするように、私、沢渡先生、美沙さんと順番に睨んでいく。

　透佳くんが呆れた様子で息をついた。

「うちのアホな婚約者が、テーブルの上にこのレストランの名刺と沢渡先生の電話番号を残していきましてね。騙すなら、もっとうまくやれと言ったのに」

　ハッとして手で口を覆う。破れた名刺を自室のテーブルの上にうっかり置いてきてしまったんだ。

　一週間前、同じ時間に沢渡先生と密会して怪しまれたばかりだ。今日も外出と聞いて不審に思った透佳くんが、行き先の手がかりとなるものを探そうとしたのかもしれない。探すまでもなく目の前にあっただろうけれど。

「それで。これはなんの会合です？　先週から彩葉がおかしなことを言い出して困っていたのですが、一体彼女に何を吹き込んだのですか」

　透佳くんが目を据わらせて三人を睨む。一見冷静に見えるけれど、内側に怒りをため込んでいるのがわかった。

　俺のものに、勝手に手を触れるな。そんな威圧感が、凛とした眼差しから伝わってきた。

　もう言い逃れはできない。意を決して、私は美沙さんを覗き込む。

「事情をお話ししても、よろしいでしょうか」

　美沙さんが表情を歪めた。どうかそれだけはやめて、という顔で。

　沢渡先生が鬱うつ々うつとしたため息を漏らす。覚悟を決めて口を開いたのは、教授のほうだ。

「須皇先生。実は娘の美沙のお腹には、あなたの子どもがいるのです」

　透佳くんは――冷静なまま。眉ひとつ動かさず、淡々とした表情で答える。

「一体なんのご冗談ですか」

「透佳くん、そんな無責任な言い方……！」

　美沙さんのお腹にはすでに命が宿っているのに、自分には関係がないような言い方をするなんて、ひどすぎる……！

　しかし、彼はひくりと頬を引きつらせ、私に向き直った。

「俺は美沙と肉体関係を持ったことはない。どうやって妊娠させたっていうんだ」

「え？」

　あんぐりと口を開ける。お付き合いしていたんじゃなかったの……？　だって、結婚の約束をしてたって、言ってなかった……？

「どういうことだ……！」

　素直に驚愕の声をあげたのは教授のほうだった。鬼のような形相で美沙さんを睨みつける。

「美沙！　須皇先生との子どもではなかったのか！」

「ごめんなさい……お父さん」

　美沙さんは身体をガタガタと震わせて答える。

「私、失敗したんです。パーティーのあと、須皇先生とふたりきりになろうとしたけれど、なれなくて……それに、飲み物に睡眠薬を入れて眠らせるだなんて、私にはとてもできなくて……」

　ぎょっとして私と透佳くんは顔を見合わせる。

　一体何を言っているのだろう、飲み物に睡眠薬を入れるだなんて犯罪だ。なぜそんなことをしなければならなかったのだろう。

「パーティーとは……三カ月ほど前、学会のあとに行われたパーティーのことか？　確か美沙は泥酔して、俺ともうひとりの医師の付き添いのもと、ホテルの部屋に移動したな」

　こくん、と美沙さんは頷く。瞳から涙をほろほろとこぼし、嗚お咽えつ混じりに告白した。

「その日、父からは、なんとしてでも須皇先生を寝取ってこいと言われたんです。ダメなら、睡眠薬で眠らせて、酒で記憶を失くしたように見せかけろって。その間に襲われたと言い張れば、あとはどうとでも責任を取ってもらえるからと」

　ゾッと背筋が寒くなる。そんなことを娘に命じるとは、なんてひどい……。

　さすがの透佳くんも、軽蔑的な眼差しで教授を睨む。

「ばかな……なら、その子どもは誰の子だというんだ！」

「これは……恋人との間にできた子です。結婚したい人がいるんです……」

　お腹をぎゅっと抱きしめるようにして、美沙さんは叫んだ。

　ずっと抑圧され続け、言いたいことも言えなかったのだろう。その叫びから、美沙さんの悲痛な訴えが読み取れた。

「ふざけるな！　恋人だと!?　なんのメリットもない子を宿しおって！」

　教授は激昂して、美沙さんのもとへヅカヅカと近づいていった。怯えながら、私たちのほうへ後ずさる美沙さん。追いかけてくる教授。

　教授の手が高く振り上がり、殴られる、そう感じた私は、咄嗟にふたりの間に滑り込んだ。美沙さんの身体をぎゅっと抱きしめる。

　お腹に子どものいる美沙さんが殴られるくらいなら、私が殴られたほうがマシだと思った。

　けれど、動いたのは私だけではなかった。教授の腕をつかみ、止めてくれたのは透佳くん。

「身重の女性に手を上げるなんて、父親であっても許されません。危害を加えるなら、警察沙汰にしますよ」

　透佳くんは、聞いたこともないほど冷え冷えとした声で教授を威圧する。

　警察沙汰という言葉に恐怖を感じたのだろう、教授は渋々、美沙さんから距離をとった。美沙さんはまだ、私の腕の中でガクガクと震えている。かわいそうに。ずっと父親に怯えて生きてきたのだろうか。

　透佳くんは、美沙さんに背を向けたまま静かに切り出した。

「美沙。君の恋人というのは、山下先生のことだろう」

　美沙さんが、ガバッと顔を跳ね上げる。

「知っていたんですか……!?」

「あの日、君とホテルに残ったのは、山下先生だったじゃないか」

　ちらりとこちらに視線を流して、緩く微笑む。美沙さんは小さく息をつき、お腹に視線を落とした。

「でも、私、妊娠のこと、山下先生にも言ってなくて」

「彼なら、結婚したい人がいるからと、必死にプロポーズの練習をしていたよ。当直中にさんざん付き合わされて、うんざりした」

　美沙さんが再び顔を跳ね上げる。その表情は、お父様に怯えて絶望していたときとは打って変わって、希望に満ちていた。

「それって……！」

　透佳くんがこくりと頷く。

　どうやらお相手の山下先生は、美沙さんにプロポーズするつもりだったようだ。子どもができたと打ち明けたら、きっと喜んでくれるに違いない。

「美沙。自立するんだ。結婚したい人がいるなら、すればいい。これ以上、親のいいなりになんかなるな」

　彼女の表情が輝く。こぼれ落ちる涙に、もう悲ひ愴そう感なんてない。喜びが、愛情が、溢れ出ていくようで。

「須皇先生……ありがとうございます……」

　手の甲で濡れた目元を拭う。その表情は、初めて出会ったときを思い起こさせた。

　はつらつとした、明るい性格の女性。それが本来の美沙さんなのだと思う。

「……早風さん……巻き込んでしまって、本当にごめんなさい……」

　美沙さんは私の手を握って、深く頭を下げる。私は大きくかぶりを振って答えた。

「私は大丈夫ですから。頭を上げてください」

「……私、ちゃんと会って報告してきます……山下先生に……」

　私の手を強く握ったあと、入口に向かってパタパタと駆けだした。妊婦さんなのに走っちゃ危ない、そう言おうとしたところで。

「待てよ姉貴、走るなって！　俺が送っていくから！」

　沢渡先生が血相を変えて、美沙さんのあとを追いかけていく。

「沢渡！」

　その後ろ姿に向かって、透佳くんが声をかけた。沢渡先生は眉をひそめて振り返る。

「お前も、父親の言葉に踊らされて、くだらない劣等感など抱くな。お前はこれから、いくらでも伸びる」

　沢渡先生の目が大きく見開かれる。

「なんですか、それ……」

　プッと吹き出して肩を揺らし、悪態をついた。でも、そんな沢渡先生の表情は、憑つき物が落ちたみたいにすっきりとしていて。

「まったく。対抗意識を燃やしていた自分が、バカみたいだ」

　そんなことをこぼして、美沙さんのあとを追いかけて部屋を出ていった。

　残されたのは、私と透佳くんと、教授のみ。

　教授は、子どもたちに置いていかれて、少なからずショックを受けたのだろうか。透佳くんによろよろとすがりついた。

「ああ、須皇先生……どうか、我が大学病院に来てください！　助教授のポストを用意しましょう。君さえいれば、心臓移植専門のチームを作ることができる！　君も自分の力を思う存分振るいたいだろう？」

　両腕をつかまれ、揺さぶられ、透佳くんは顔をしかめる。教授は、まさに死に物狂いといった様相で、透佳くんを説得した。

「うちの子どもたちではダメなんだ。亮二や美沙のような、あの頼りない、何もできない子どもたちでは。須皇先生のお力が必要なんです。どうか助けてください……」

　どうしてこんなにも、教授は自分の子どもたちを忌いみ嫌うのだろう。まるで、ないものねだりをしているようだ。

　手の中にあるものには目もくれず、ないものばかり欲しがって、手に入れようともがき苦しみ、卑ひ怯きょうな手段に手を染めて……。

　透佳くんは、すがりつく手を振り払い、毅然とした態度で向き直った。

「教授は、息子さんを貶めすぎです。彼は、同世代の中では抜きん出て優秀ですよ。未来ある医師だ。その芽を潰しているのはあなたでしょう、沢渡教授」

　透佳くんが、教授を冷ややかに見下ろす。教授はポカンとして、何を言われているのかわからないといった顔で透佳くんを見返した。

「美沙に関しても。彼女がいなければ病棟は回らない。医師と看護師、どちらが欠けても医療は成り立たない。敬い合うべき存在です。そんな基本的なことすら、あなたは忘れているだなんて」

　白衣の天使――美沙さんに初めて出会ったとき、そう感じた。

　彼女のあの優しさと慈愛に満ちた笑顔が、患者さんにどれほどの安心感を与えていることか。

　心と身体のメンテナンス。それは、医師だけでも看護師だけでもなし得ない。

「すでにキャリアを持つ人材に頼るのではなく、育てていくことを考えてはどうですか。あなただって、最初は何もできない研修医だったはずでしょう」

　教授は蒼白になって、足元をふらつかせる。

　透佳くんの言葉は、教授の胸に届いたのだろうか。その意味に気づいてくれる日がくるのだろうか……。

「それと。私は心臓移植をやるなら、父とともに須皇総合病院で行います。今はできなくとも、いずれ実現してみせます」

　透佳くんが教授に背を向ける。行こう、短くそう告げると、私の肩を抱いて歩きだした。

「待ってくれ……！　須皇先生……！」

　教授の悲痛な叫び声を背中に受けながら、私たちは部屋を出た。




「なぜ俺に相談しなかったんだ」

　ふたりきりになった途端、透佳くんは不満を爆発させた。彼の車に乗り込み、マンションへ向かって走らせる。

「その……デリケートな話題でしたし、私の口からは……」

　あなたと元カノの間に子どもができましたなんて、私の口から言えるわけがない。

　けれど、透佳くんは腑に落ちないようで「ひと言確認してくれれば、済む話だったのに」とまだぶつぶつ漏らしている。

「でも、透佳くんが嘘と見破ってくれたので、嬉しかったです」

　沢渡先生と浮気した、そんな嘘を彼はすぐに見抜いてくれた。私のことを信頼してくれていた証だ。しかし、彼はハンドルを握ったまま鬱々としている。

「その嘘をつくために、沢渡に唇まで捧げたんだろう」

　カチンと凍りつく。やっぱり見られてたんだ、私と沢渡先生がキスするところ……！

「あの、あれは、決して自ら進んでしたものではなく――」

「わかってる。あのあと、彩葉が盛大に嫌がっていたから」

　それもわかってくれていたみたい。ホッと胸を撫で下ろす。

「安心しているんじゃない、ことの重大さに気づけ」

　赤信号で、強めにブレーキを踏み込む透佳くん。身体が前後に揺らされて、何事かと彼を見上げる。

　次の瞬間、彼の手が私の顎をつかんだ。顔の近くに引き寄せられ、驚いた私は目を丸くする。

　ちょっぴりイラ立った、強欲な瞳。

「彩葉の唇は俺だけのものなのに。本当は沢渡を殴りつけてやりたかった」

　そう吐き捨てて私の唇を奪う。

　深く舌を絡ませたあと、信号が変わったことを視界の端で確認すると、何事もなかったかのように運転に戻った。

　顔がぽうっと赤くなる。一瞬の唇の圧力が、すごすぎて。

　心も身体も丸ごと持ち去られた感覚。これに比べたら、沢渡先生とのキスなんて、お遊びみたいなものだろう。

「あの、沢渡先生とは、全然こんなんじゃなかったですからね？　もっと挨拶程度の、フレンチな――」

「思い出すな！　記憶から抹消しろ」

　彼は忌いま々いましく言い放ち、ハンドルを強く握る。私はもう二度と思い出すまいと心に誓った。

「そういえば、透佳くんって夕食食べました？」

　地下駐車場に車を停めたあと、エレベーターに乗り込みながら私はお腹を押さえた。

「私はもう、お腹ペコペコで……」

　この一週間、ずっと思い詰めていて、ろくに食事をとらなかった反動だろうか。安心した途端、お腹の虫が鳴き始めた。

「まだ食べてはいないが……」

　辿り着いた玄関で靴を脱ぎながら、彼はぼんやりと返事する。食べてはいない『が』、なんだろう……？

　不思議に思い見上げてみると、そこにあったのは熱を帯びた彼の瞳。

　あれあれ？と首を傾げる。こんな顔をするときの彼は、十中八九――。

「食事より先に、ちょっとだけ彩葉をつまみ食いさせろ」

「つ、つまみ食いってなんですか!?」

　背中から私を抱きすくめ、首筋に顔を埋める。あわあわと彼を押し返し抵抗していると、埒が明かないと思ったのか、身体をひょいっと横抱きにされた。

「と、透佳くんっ」

　私をリビングへと運び、ソファに寝かせる。足元には、今朝、透佳くんが使っていた毛布が丸まっている。

　寝室をわけようという話になり、この一週間、ソファで眠っていた透佳くん。私がソファで寝ると何度も申し出たのだが、彼は頑なに自分が寝ると言って聞かなかった。

「ソファも結構いいもんだぞ？　病院の当直室よりはずっといい」

　ふたりが寝転んでも余裕の広さ。いかがわしいことだって、できちゃいそうだ。

　透佳くんはジャケットを脱ぎ捨て、怪しげに目を光らせる。

「あ、あの、透佳くん、お腹減ってませんか？」

　慌ててごまかそうとまくしたてると。

「彩葉」

　真面目な顔でコツンと額をぶつけられ、ごまかすこともできなくなった。

「この一週間、俺がどんな気分でいたと思う？」

「……心配してくれました？」

「心配どころじゃない。気が気じゃなかった。彩葉が、手の届かないところへ行ってしまうんじゃないかと」

　耳を疑うようなか細い声で、私の上に覆いかぶさる。もう離さない、離したくない、そう身体で訴えかけられて、ごくりと息を呑んだ。

「透佳くんでも、動揺なんてするんですね」

「当たり前だろ。俺はお前が思っているほど、完璧な人間じゃない」

　充分完璧だと思うけれど、本人にはあまり自覚がないのだろうか。

　大病院の跡継ぎで、他の病院から引き抜きの話がくるほどの腕の持ち主で。たくさんの人の命を救い、いつだって自信に満ち溢れていて。

「私にとって、透佳くんは完璧ですよ？　立派なお医者様です」

　困った顔で答えると、私に唇を近づけながら、クスリと笑った。

「そういうことを言っているんじゃない。男としてエゴイスティックだって言ってるんだ」

　そう言って、私の唇を激しくもてあそぶ。幾度も離れては重なって、横暴に押し付ける。

「もうどこにも行くな。彩葉は、俺のものだと言ってくれ」

「透っ……んぅ……」

　そんなに強く唇を塞がれては、誓うこともできないじゃない。

　どうやら口で言えというよりは、身体で答えろということらしい。私のブラウスのボタンを外しながら、急かすように身を寄せる。

「待っ……透佳く……落ちついて……」

　すべてのボタンを外し終えると、襟元をつかんで前を開く。恥ずかしさに頬が赤く染まる。

　こんな明るい場所で。しかもリビングで。帰ってきたそうそう。シャワーだって浴びていないのに。

　じわじわと背徳感が押し寄せてくる。他の誰が見ているわけでもないのに、いけないことをしているような気分になる。

「あの……こんなところで……こんなこと……悪いことしてるみたい……」

「悪い？　愛し合うことの何が悪い」

　私とは反対に、罪悪感など微塵も感じていない顔で、透佳くんはブラのストラップを肩から外す。胸の締めつけがなくなり、できた隙間に手を差し入れる。

　ドクンと鼓動が震え、高揚した。罪の意識と欲望を天てん秤びんにかけられているようだ、じわじわと追い詰められる。

「ほら。彩葉の好きなところ、見せてみろ」

「っ……！」

　敏感な部分に触れられて、天秤が一気に快楽のほうへ振れる。

　耐え切れず、彼の腕をつかみきゅっと握った。心地よさに呑み込まれていく自分を悟られないように、必死に声を押し殺して抵抗する。

「素直に、もっとしてほしいと言えよ」

　見透かしたように彼が笑う。

　身体の反応はすごく正直で、言葉で説明するよりもずっとわかりやすく好みを伝えてくれる。

『いちごが好き、りんごが好き』そうやってひとつひとつ口にしていくよりもはるかに効率的に、私の身体は『ここが好き、あそこが好き』と彼に教えてしまう。

　幾度か重ねただけで、私の身体のほぼすべてを知り尽くした彼が、一番気持ちのいいやり方で私を昂らせてくれる。

「感情を『あいしてる』の五文字で表現することなんてできないだろ。だからこうして、わかりやすく伝えるんだよ。こうして……」

　彼の手に力が加わる。思わず「ああっ……」と甘く悶える私。

　全然つまみ食いじゃない。私を骨の髄ずいまでしゃぶりつくすつもりだ。

　ブラウスは肩を外されたが両手首に絡みついたままで、まるで後ろ手に拘束されているようだ。

　ブラは留め金が外れ、かろうじて正面が隠れている程度。スカートとショーツは腰の下までずり落ちている。

　彼もシャツを脱ぎ捨て、逞しい筋肉を晒した。ふたりしてあられのない姿で、本能のままに『あいしてる』を表現する。

「彩葉。つまみ食いじゃ済まなくなった。このまま、全部食べてもいい？」

「……ダメって言っても、食べるんですよね」

　当然とでもいうように深く口づけて、私の身体を隠すあらゆるものを床へと投げ捨てていく。

　丁寧な愛あい撫ぶ。大きく背中を逸らし、捧げるように身を突き出して、彼に訴えかけた。私の熱い吐息は、これがいいと主張している。

「このまま、お前のど真ん中に、かじりついてやりたいけれど」

「ダメ……ちょっとずつ、ちょっとずつして……」

　いきなり全身全霊で求められたら、身体が大変なことになってしまいそうだから。ブラウスから腕を引き抜き、彼の熱を均ならすように、その背中をさする。

　なんて大きな背中なのだろう、私の手では小さすぎて、撫でるのもひと苦労だ。

「周りからじわじわ食べられるのが、お好みと見える」

　彼はニヤリと狡猾な笑みを浮かべると、私の要求通り、端っこからじわじわと食べていった。焦らすように、念入りに。

　食べ終わる頃には、彼に捕食された証拠ともいえるキスマークが、身体中にいくつも刻まれていた。

「透佳くんって……やっぱり……意地悪……」

　真ん中に辿り着く頃には、私はもう啼かされすぎてヘロヘロで、抱き返す気力も残ってはいなかった。

「彩葉……全部食べさせろ」

「っああ……！」

　今日の透佳くんはいつも以上に容赦ない。

　もちろん、身体は気遣ってくれているのだけれど、それこそ私が耐えられる限界寸前までめちゃくちゃに翻弄しようとする。

　身も心もすべて俺のもの。そう示されたようで、激しい独占欲を感じると同時に、愛されていることを実感する。

　深く身体を重ね合って、力尽きるかのようにソファへ倒れ込む。

　ふたり、そのまま深く眠りについてしまったせいで、夕食を食べ損ねてしまった。

　目を覚ますと明け方。今日は月曜日、出勤だ。

　シャワーで身体を温めたあと、朝食の準備にとりかかる。透佳くんもきっとお腹を空かしているはず。ちょっと豪華な朝ご飯を用意しよう。

　普段はトーストだが、この日はご飯を炊いた。根菜を煮込み、鮭を焼いて、厚焼き玉子にお味み噌そ汁。旅館風朝ごはんだ。

　シャワーを浴び終えた透佳くんが、リビングにやってきてキッチンを覗く。

「今日は和食なんだ？」

「誰かさんのせいで、夕べからお腹がぺっこぺこなので、ご飯にしました」

「さぁ？　誰のせいだろうな」

　とぼけた顔で透佳くんは、トレイの上にあるご飯とお味噌汁をダイニングテーブルへ運ぶ。今日はコーヒーではなく日本茶がいいだろう。私は急須に茶葉を入れ、お湯を注ぐ。

　テーブルに料理を並べ終え、ふたり揃っていただきますと手を合わせた。朝食を作っている間にずっと考えていたことを切り出す。

「次の土日に、実家に帰ろうと思っているんです」

　ギシッ、と透佳くんが固まる。

「……どうして」

　見るからに不機嫌な顔。いや、心配してくれているのだろうか。夕べ『もうどこにも行くな』と言われたそばから、実家に帰るだなんて言い出したものだから。

「そろそろ、顔を出そうかなぁと。それに……」

　鮭をつつきながら、もごもご口ごもる。透佳くんは箸を止め、じっと私の言葉を待った。

「……婚姻届け。実家の引き出しに入れたままなんです」

　透佳くんが目を丸くする。彼の署名済みの婚姻届け。書くと決めたものの、なかなか取りに帰る機会がなかった。

「とりあえず……その、名前だけでも書いておこうかななんて。帰省がてら、持ってきますね」

　少し頬が熱い。恐る恐る顔を上げると、私が照れていることに気づいたのか、彼はプッと吹き出して口元を押さえた。

「別に急がなくていい。いつだって」

「……すぐ、書きたいんです」

　彼と一緒になる覚悟が決まった。心の底から、彼とひとつになりたいと思う。

　もう離れたくないし、誰にも邪魔されたくない。そのけじめとして、今、書きたいのだ。

「わかった。どうせ俺は勤務だ。実家にゆっくり泊まってくればいい」

「はい！」

　透佳くんが朝食の片づけを引き受けてくれて、その間、私はメイクを施し髪を整えた。ふたり揃って家を出て、彼の車に乗り込む。

　私を駅で降ろしたあと、彼はその足で病院へ。私は改札をくぐりながら、パン、と軽く頬を叩き、惚のろ気け気分を吹き飛ばした。

　今日も仕事。頑張らなくちゃ。労働環境はかなり改善したものの、まだまだ忙しい日々が続きそうだ。

　気合いを入れて一歩を踏み出し、電車に乗り込んだ。




　次の土曜日。両親の好きな和菓子を買って帰省した。

　もう六月も中旬、梅雨の真っ只中だ。鬱々とした雨が降り続き、じめじめと蒸し暑い。透佳くんがプレゼントしてくれたワインカラーのレインブーツを履いて、実家までの道のりを歩く。

　家を出て、もうすぐ二カ月。透佳くんと再会してからは、もう四カ月が経とうとしている。

　あっという間ではあったが、密度の濃い四カ月だった。仕事もプライベートもガラリと変わった。もちろん、いい方向に。

　物思いにふけりながら、実家の玄関を開けると。

「あら、おかえり彩葉！　太ったわねぇ！」

　母に会ってそうそう、衝撃的なことを告げられ、私は手土産片手に凍りついた。

「そう……かなぁ？」

　呆然として、お腹のお肉を覗き込む。

　そんなに太った？　確かに増減が激しかったことは認めるけれど。

　この家を出たときが、過労で一番痩せていたときだった。仕事の問題が解決して、体重が戻ったかと思いきや、次は沢渡教授に振り回されてまた食欲が減退した。

　それも解決し、すっかり気の抜けた一週間を過ごし今に至る。リバウンドをひたすら繰り返して、身体に悪い肥こえ方をしたかもしれない。

「別に太っちゃダメって言ってるわけじゃないのよ？　最初がやつれてたから。今がちょうどいいくらい」

「……だと、いいんだけど」

　この先、幸せ太りが予想される。外食やデリバリーに頼りすぎず、身体にいい和食を作ろうと心に決めた。

　リビングのローテーブルに手土産を置き、取り分け用の小皿をキッチンに取りに行く。

「お土産買ってきたから食べよう。そういえば、お父さんは？」

「あら？　どこへ行ったのかしら？」

　母は日本茶を入れながら、はて？と首を傾げる。やがて、玄関のドアが開き、ザーッという雨の音とともに、「ただいまー」という父の声が聞こえてきた。

「あら、お父さん、どこ行ってたの？」

「ケーキ買ってきた」

「彩葉も何か買ってきてくれたわよ」

「被ったか!?」

「大丈夫、和菓子と洋菓子だから、被ってない！」

　父が買ってきてくれたのは、近所のケーキ屋さんのスイーツアラカルト。ショートケーキにチョコレートケーキ、チーズケーキ、モンブラン、シュークリーム、プリンと定番スイーツが六種類入っているセット商品だ。

　昔から、お祝い事があるたびにこのセットを買っていた。

　私が買ってきたのは、どら焼きとお団子、それから、七種のフルーツを練り込んだ変わり種羊よう羹かん。被らなかったものの、おやつが大量だ。

「ほどほどにしておきなさいよ。夜はすき焼きだから。お肉、張り切っていっぱい買ってきちゃった」

　母がにっこりと笑う。一度の帰省で一キロくらい太ってしまいそうだ。帰りはひと駅くらい歩いたほうがいいかもしれない……。

　二カ月ぶりに囲む、三人の食卓。透佳くんとの暮らしはどう？と聞かれて、仲良くやってるよと照れながらも答えた。

「すっかり元気になったみたいだな」

　父も私の身体のことを心配してくれていたらしい。会社も安定して、以前ほど忙しくはなくなったと話した。

「専属ドクターもいるからね」

「そうか。プロがそばにいてくれるから安心だな」

　私と父の会話に、母が横から口を挟む。

「そういえば、小さい頃も透佳くんが看病してくれたこと、あったわね」

「小さい頃？」

　いつのことを言っているのだろう。看病された覚えなんてないけれど。

　首を傾げていると、母は「忘れちゃったの!?」と驚いた顔で私を覗き込んだ。

「小学一年生のとき、風邪をこじらせて肺炎になって須皇総合病院に入院したの、覚えてない？」

「……そういえば、そんなこともあったっけ」

　入院したという事実はぼんやりと覚えている。しかし、その当時のことはほとんど記憶にない。

　夜、お見舞いに来ていた両親が帰り、ひとり病院でお泊まりしなければならなくて、心細かったことだけはハッキリと覚えている。

「四十度の熱を出しているときに、透佳くんがお見舞いに来てくれたのよ。ひまわりの花を持ってね」

「ひまわり……？」

　トクンと鼓動が震えた。何か大事なことを忘れている気がして。

「透佳くん、お父さんが大事に育てていたお庭のひまわりを切り落としてきちゃったのよ。お父さん嘆いてたけれど、彩葉ちゃんへのお見舞いなら仕方がないねって、許してくれたんだって」

　母はクスクスと笑いながら、羊羹を口に運んでいる。私はなんだかそわそわして、胸の前できゅっと手を握った。

　透佳くんは、その頃から、私にひまわりをプレゼントしてくれていたの？

　似合わないって言ったのに。可愛くないって言ったのに。

　あの頃の透佳くんから、私はどう見えていたんだろう。日本茶をすすりながら、ぼんやりと考えるのだった。




　――その日の夜。夢をみた。

　ぼんやりと霞かすむ視界の中、ちょっぴり唇を尖らせた、まだ子どもの透佳くんが見えた。熱でうなされる私を見つめながら、困った様子でベッドの脇に座っている。

　彼はその手に握っていた一本のひまわりの花を、私の顔の前に差し出した。ちょっぴり不安げな表情で。

『お前が好きな花だろう？』

　透佳くんからの贈り物。私は素直に喜んで、そのひまわりを受け取った。熱のだるさなんて、その花を見たら吹き飛んだ。

　私はひまわりが大好き。この何にも負けない鮮やな黄色を見ていると、心が元気になってくるのだ。

『とってもキレイなひまわりね。大きくて、私の顔がかくれちゃう』

　ひまわりから顔をひょこひょこ覗かせていると、『バカ。遊んでると、余計熱が上がるぞ』とたしなめられてしまった。

　それでも、大きなひまわりの花がもらえたことが嬉しくて、身体がそわそわと動いてしまう。この手に繋がれた点滴さえなければ、部屋中を走り回っていただろうに。

『でもどうして？　私にはひまわりなんかにあわないって言ってたのに』

　訪ねると、むすっとしていた透佳くんの頬に、少しだけ赤みが差した。

『どうしたの、とうかくんもおかぜなの？　お顔が赤いよ？』

　透佳くんは『違う！』とムキになって否定する。でもすぐに彼はプッと吹き出して、はにかむように笑った。

『彩葉は、ひまわりみたいに可愛いよ』

　そう言って、私の頭を優しく撫でてくれる。

『今日のとうかくん、なんだかやさしいね』

　キョトンと目を丸くすると、『病人を相手にからかったって、つまらないだろ』とため息をつかれてしまった。

　それに、と。私の頬を撫でながら、顔を近づける。

『彩葉は俺のお嫁さんになるんだから。早く元気になってもらわなきゃ困る』

　透佳くんの唇が、ふんわりと私の頬に当たった。

　幼い私でも、それが『キス』といって、大好きな人とだけするものだということは知っていた。

　そっか、と納得して、ほかほかした気持ちのまま目を閉じる。

　鮮やかに咲くひまわりの花をぎゅっと握りしめたまま、深い眠りへと落ちていった――。




　目が覚めると、いつもとは違う天井。小さなベッド。ここは実家だったのだと思い出す。

　なんだか懐かしい夢を見た。記憶の奥底に沈んでいた、はるか遠い昔の思い出。限りなく現実に近い夢。

　起き上がりカーテンを開けてみると、雨が上がり晴れ間が覗いていた。差し込んでくる日差しが眩しい。

　母は喜んでお洗濯をしているだろう。ずっと雨が続いていたから、やっと訪れた洗濯日和。

　今日は両親と外でランチをして、その足で透佳くんの待つマンションに帰る予定だ。

　透佳くんに早く会いたい。たった一日離れていただけなのに、こんなに恋しくなってしまうなんて。

　引き出しから、婚姻届けを取り出して、そっとバッグにしまっておく。

　早く彼の署名の横に、私の名前を記したい。










エピローグ




　一面にひまわりの花が咲いている。地平線の、はるか先のほうまで。

　頭上には真っ青な空。照りつける太陽。でも、風はひんやりとしていて心地よい。

　小高い丘の上にあるからだろうか、八月だというのにうだるような暑さは感じない。

「すごく綺麗ですね！」

　透佳くんの手を取り、子どものようにはしゃぎまわる私。

「おい、彩葉。落ち着けって」

　彼は苦笑しているけれど、楽しそう。穏やかな笑みを浮かべて私を見守ってくれている。

「ひまわり畑って、一度来てみたかったんです！」

　三泊四日の北海道旅行。お互いのスケジュールをなんとか調整して、ひまわりの開花に間に合うように日程を組んだ。

「すまない。海外に連れて行ってやれなくて」

　担当の入院患者さんの容態が落ち着くまでは、東京を離れられない彼。手術の予定が入っていてもダメ。今回の三泊四日ですら奇跡だった。無事に来られただけでも、ありがたい。

「いいんです。私も仕事がありましたし」

　ずっとお世話になっていたシステム会社は、今年の三月、年度末をもって退職した。四月からは、フラワーデザイナーとして働いている。

　雑誌や広告の撮影で使うお花のスタイリングや、イベント会場の装花が主なお仕事。

　あらためて学校に通うよりは、未経験歓迎の働き先を見つけたほうが早いだろうと、まずはアルバイトから始めた。

　働き始めて四カ月、すでに正社員として働かないかというお声がけをいただいている。

「入籍して、もう一年になるんですね……」

　昨年の七月に入籍。式はつい先日挙げたばかりだ。たくさんのひまわりに囲まれた、華やかな披ひ露ろう宴えんになった。

　その直後に予定したこの旅行は、いわば新婚旅行。

　透佳くんは、スペインのアンダルシア地方に連れて行きたいと粘ってくれていたのだが、お互い長期休暇は難しそうだった。

　アンダルシアのひまわり畑といえば、世界的に有名な観光地だ。その景色を、私に見せてあげたかったらしい。

「いつか行こうな、アンダルシア。絶対に彩葉に見せたい」

　ひまわりを私に見せることに限っては、異常なくらい執着を見せる透佳くん。嬉しいのだけれど、そんなに肩肘張らなくていいよと言ってあげたい。

「そういえば、子どものとき、お見舞いにひまわりの花を持ってきてくれたことがありましたよね」

　あれは初めて透佳くんからひまわりをもらった思い出の日。熱がひどかったせいか、うろ覚えではあるけれど。

「ああ。あの日、俺は結婚を決めたんだ」

「え？」

　結婚を決めたって、どういうこと？　まだ私が小学一年生で、彼は中学一年生だったのに、もう？

　彼は私の頭に手を置いて、柔らかな笑みを浮かべる。

「許嫁なんて、それまで意識したことはなかった。だがその日、ひまわりを受け取ってくれたときの笑顔を見て気づいたんだ。俺はこの笑顔を一生かけて守っていきたいって」

　頭をくしゃくしゃと撫で回し、たっぷり愛情を注いでくれる。そういえばあの日も、彼に頭を撫でてもらったっけ。

　それまでは、からかわれたり、いじめられたり、ふたりのやり取りはさんざんだった。けれど、その日、初めて彼は私へ好意を示してくれたのだ。

　そんな大切な記念日だったのに、私はずっと忘れてしまっていた。熱で朦もう朧ろうとしていたから、仕方のないことかもしれないけれど。

「私、よっぽど可愛い笑顔をしていたんですか？」

　冗談交じりに尋ねると、彼は笑って私を覗き込んだ。

「ひまわりのような笑顔だった。ちょうど、今の彩葉のような」

　不意に顔を持ち上げられ、唇を奪われる。

　もう何度したかわからないくらい、たくさんキスを交わした。今日も彼は、私の心を甘く奪ってくれる。一年経ったって、その愛情はちっとも色褪せる気配がない。

「この笑顔は俺だけのものだ。この先も、ずっと」

「本当に独占欲が強いんですから」

　思わずクスクスと笑みを漏らす。ずっとこの調子だから困ってしまう。

　もう少し、飽きられるかなぁと思っていたのに。彼の独占欲は、日増しに強くなっていく。

「いいですよ。独占してください。私の笑顔は、透佳くんのものですから」

　私がひまわりなら、透佳くんは太陽だ。

　ひまわりは、太陽に向かって真っ直ぐに伸びていく。ずっとその姿を追い続ける。強烈な光に、目が離せない。

　いっとう背の高いひまわりに、透佳くんは口づける。

　太陽にキスをされたようで、くすぐったくて嬉しかった。
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そして未来を産み、愛を彩る




　八月とは思えないほど冷たい風が頬に吹きつける。パーカーの上から二の腕をさすりながら、それでも視線は頭上にある満点の星空に釘づけになっていた。

　深い深い濃紺の空に、無数に広がる光の粒。わずかに帯がかって見えるのは、天の川だろうか？　周囲に灯りのある建物が少ないせいか、とてもよく見える。

　図鑑に載っている宇宙の写真をそのまま目にしているよう。あるいは、天然のプラネタリウムとでもいうのかな。

　北海道、三日目の夜。私と透佳くんは、絶賛新婚旅行中。

　一日目は老舗の温泉宿に宿泊し、二日目以降はこの緑に囲まれたコテージに泊まっている。

　コテージの正面は草原で、背後には林。これまで抱えていた小さな悩みなんて吹き飛んでしまいそうなほどの大自然。

　新婚旅行にしては短い旅だったけれど、私も透佳くんも大満足だ。

　ウッドデッキにあるリクライニングチェアに寝そべっていると、不意にガラス窓の開く音がして、足音が近づいてきた。

「彩葉。そんな格好でいたら、風邪引くぞ」

　ブラウンのブランケットをふんわりとかけられる。頭の上から透佳くんがちょっぴり心配そうな顔で覗いていた。

「温かい飲み物でも持ってこよう。確かココアがあったはずだ」

　甘やかしたがりの透佳くんは、そう言って、再び部屋に入って行こうとするけれど。

「大丈夫です。だから、もうちょっとここに……」

　立ち去ろうとする透佳くんのパーカーの裾をくいっと引っ張ると、彼は驚いたように目を見開いて、やがてふっと口元を緩めた。

「ココアより、俺がいいってことか？」

　恥ずかしくてとてもイエスとは言えない質問を浴びせて――しかもその答えを知りながら尋ねてくるのだから意地悪だ――すぐ隣にあるもうひとつのチェアに身体を倒す。

「すごい星だな」

「なんだか、身体がふわふわ浮いていくような感じがしませんか？　宇宙へ飛んで行ってしまいそうです」

「それは大変だ。しっかり彩葉をつかんでおかないとな」

　そう言って、私の手に指を絡める。冷え性の私と違って、彼の指先は温かい。

「……冷えているな」

　私の手を温めるように、包み込んできゅっと握る。触れているだけで身体がぽかぽかしてくる。

「温かいですよ」

「寒いと気がつく頃には手遅れだ」

「透佳くんって、本当に心配性」

　クスクス笑いながら、顔を横に向けると、透佳くんは星空ではなく私のことをじっと見つめていて……。

「綺麗だな」

　こちらに顔を向けたまま、そんなことを言う。自分に言われたような気がして、違う違う、星空のことだから、と慌てて否定した。

「綺麗ですね、星」

　へらっと笑うと、彼もいたずらな表情を覗かせてクスリと笑う。どうやら、わざと紛らわしいことを言って、からかうつもりだったようだ。

　とはいえ、文句を言うこともできず、気づかない振りでむくれていると。

「あまりにも綺麗な星だから、今すぐ俺のものにして食べてしまおうかな」

　なおさら煽ってきたから、つつつ、と顔を反対側に向けて「……星は食べられません」とだけ答えておいた。

「……どうかな？　やってみようか？」

　挑発的な声がして、ぴくりと肩が震える。チェアの軋きしむ音が聞こえて、慌てて振り向くと、彼が私のすぐ横に立っていて。

「たっぷり可愛がって、食べつくしてやる」

　ニィッと口の端を跳ね上げて、私の身体を横抱きにした。

「と、透佳くんっ……！」

　彼は私を抱きかかえたまま器用にガラス窓を開けてコテージの中に入る。

　ウッドデッキに通じる部屋は寝室になっており、大きめのベッドがふたつ。そのひとつに私を下ろし、覆いかぶさるように身体を重ねる。

「まずは、その冷えた身体を温めようか」

　熱を孕んだ眼差しで見つめられ、鼓動が止まりそうになった。彼に身体を預けてもう一年以上が経つけれど、ちっとも慣れない。

「いつまで経っても、彩葉は恥ずかしがるよな」

　私のパーカーを上に押し上げ、お腹にキスを落としながら、彼は呆れた声をあげる。

「と、当然です！　男性に身体を見られて、恥ずかしいと思わない女性なんていません！」

「それだけか？」

　顎をつかまれ、こちらを見ろとでも言うように顔を正面に向けさせられる。

　彼に目の前で服を脱ぎ捨てられ、ごくりと息を呑んだ。私が恥ずかしがってしまう原因が、今、目の前にある。

「と……透佳くんの身体が……その、すごく、逞しいから……」

　その筋肉質な胸に私の手を押しつけて「それから？」と艶やかに笑う。

　その表情にいっそうかき立てられ、しかも私の手は彼の素肌に触れていて、耐えられず目をつぶった。

「と、透佳くんが……いやらしいから……」

「いやらしいとは心外だな。カッコいいとか、魅力的とか、言ってくれないのか？」

　そう、それ、と私は心の中で泣きながら肯定する。透佳くんの身体があまりに色っぽいから。透佳くんの表情があまりに麗しくて情熱的だから。

　私は毎度毎度、緊張して直視できないのだ。

「……もう！　わかってるくせに！　透佳くんは、いつだってカッコいいですってば！」

　耐え切れなくなった私は、彼の身体を強く抱き返して降参する。

「彩葉もいつだって可愛くて綺麗だ。何年経ったって、きっと飽きやしないだろう」

　彼は笑みをたたえ、情熱的なキスを落とす。彼との熱い一夜の始まりだ。

　夜風に当たって冷えた身体は、もうとっくに火照って熱くなっている。

「温かい……」

「……熱いくらいだ」

　存分に素肌を絡ませ合い、絆きずなを深め合う。

　ふたりの身体が最高に高まり合ったところで。

「……彩葉。どうする？」

　おもむろに意思を確認され、私の胸はざわつき始めた。

　旅行の初日に、私から提案してみたのだ。

　そろそろ、子どもを作りませんか？と。

　……つまり、子作りエッチ。

　ふたりきりの生活も充分楽しいけれど、子どもがいたらもっと幸せになれるんじゃないか。そんな具体的なことを考えるようになったのは、ここ最近のこと。

　転職して、仕事にも慣れ始め、心に余裕が出てきたのかもしれない。もともと彼は子どもがほしいと言っていたし。

　去年患った心臓弁膜症と不整脈も、あれから自覚症状はなく、一見すると健康そのもの。

　もちろん、完治する病気ではないから、気は抜けないが、今のところは悪化している様子もない。軽度の状態である今なら、出産も可能だと透佳くんは言ってくれている。

　とはいえ、透佳くんは弟さんの出産時に母親を亡くすというつらい経験をしている。軽度とはいえ、心臓疾患を抱えてしまった私が、子どもを産みたいと彼に訴えるのは、勇気が必要だった。

　彼に、つらい決断を迫ることになるかもしれない。

「私は……欲しいです。透佳くんさえ、賛成してくれるなら……」

　じっと彼の目を見つめて、決意を固めてそう答える。

　透佳くんがやめてほしいというのなら、諦めるつもりでいた。

　でも彼は――。

「反対なんてするはずがないだろう。俺だって、そうやって生まれてきたんだから」

　温かな笑みを浮かべて、私の決意を優しく包み込んでくれる。

「全力で守るよ。彩葉のことも、子どものことも。医師としても、夫としても、それから、父親としても」

　力強い腕に抱かれて、安堵するとともに喜びが湧き上がってくる。

　不安はあるに違いない。もしかしたら、私よりもずっと長い間、悩み続けてきたのかもしれない。

　けれど、彼は決断してくれた。私と、そして子どもたちと一緒に未来を作っていこうと。

「……はい！」

　彼を強く抱き返し、目をつむる。私たちは再び身体を絡ませ、ひとつになった。

　ほろりと一筋、涙がこぼれ落ちる。

　私と透佳くんは、同じ未来を見つめている。ひとつの夢を共有し、手を取り合って進んでいこうとしている。

　心の底から彼とひとつになれた気がして、すごく嬉しかった。

　帰りの飛行機の中、透佳くんは今後の妊娠計画について切り出した。

「まずは彩葉の両親に挨拶しないとな」

「……ちょっと早すぎません？　まだ妊娠したわけじゃないのに」

『娘さんを妊娠させます』の報告なんてちょっぴり恥ずかしい。そもそもすでに夫婦なのだから、事後報告でいいような気がする。

　しかし、透佳くんはもっと先のことを見据えているようで、真面目な顔で続きを語った。

「心臓疾患を持つ女性が出産する場合、家族のサポートがとても重要になってくるんだ。もちろん今は軽度だが、妊娠が進むにつれ、症状が強く出る場合もある。出産を機に悪化することだってありえる」

　医師としての顔が覗き、ドキリとする。妊娠、出産に対する彼の本気度が、ひしひしと伝わってきた。

「無事出産を乗り切ったとしても、産んで終わりじゃない。生後間もない子どもの世話は、心臓にかなりの負担をかける。ただでさえ弱ったところに二、三時間置きの授乳、ゆっくりと眠ることもできない。つらいときは無理しないで済むように、あらかじめ誰かに頼めるような環境を作っておくことが必要なんだ」

　つまり、いざというときに困らないために、前もって助力を求めておくってことらしい。

　どこで産むかという問題もあるだろう。里帰り出産を選ぶ女性も多いが、私の場合、心臓の対応も兼ねて透佳くんの病院で産むことになるだろうから、実家に帰ることはできない。サポートしてもらうためには、母親に来てもらうしかない。

「もちろん、彩葉の両親も仕事をしているし、無理なときはシッターやハウスキーパーを利用しようと思っているが、そういうの、彩葉は逆に気を使うだろう？　両親なら、気後れせず甘えられるだろうから」

　透佳くんからはこれまでも仕事が忙しかったらハウスキーパーを頼んでもいいよと言われていたけれど、一度も頼んだことはない。長年の貧乏性が身についているのだろうか、家の中のことを他人にお願いするだなんて、なんだか申し訳なくて……。

「掃除くらいなら、私が休みの日にすればいいだけですし……」

「これからはそんなことも言ってられなくなる。子育ては年中無休、二十四時間対応だからな」

　はい、とうなだれる。これから先は、素直に人に頼ることを覚えたほうがよさそうだ。もちろん、私自身が健康で、なんでもできれば一番だけれど、いざというときのことを考えておくのも必要だ。

「仕事のほうは問題なさそうか？　産休とか育休とか諸々お願いすることになるが」

「あ、はい、それは入社時にあらかじめ伝えておきました。出産を考えていますって」

　フラワーショップということもあって、店員のほとんどは女性。そういった制度は充実している。

　それもあって、正社員にならないかと打診されているのだ。優秀な人材が出産を機に辞めてしまわないように、あえて正社員としてスカウトする。きっちり産休、育休を取得してもらい、後々戻ってきてもらおうという算段だ。

　そんな、人を大切にする経営方針にも共感して、今の会社に転職を決めたのだ。

「あとは、彩葉のご両親にどこまでお願いできるかだな」

　透佳くんとしても、私の両親がついていてくれるのなら安心なのだろう。

　東京に帰ってきて、翌週の土曜日。

　私と透佳くんは、揃ってうちの実家に顔を出し、出産について相談を持ちかけた。

『子ども』という単語を聞いた瞬間、揚々と瞳を輝かせる父と母。私たちの決意に諸手を挙げて賛成し、最大限サポートすると約束してくれた。

　それからひと月半後。私の妊娠が発覚。

　もしかしたら、子どもが欲しいと明確に意識した新婚旅行のあの日、命を授かったのかもしれない。

　濃紺の空に見えた無数の星たちが、私たちの願いを叶えてくれたみたいで、なんだか嬉しかった。




　妊娠が進むにつれ、母体は激しく変化していく。特に循環器――血液量の増加や、心拍、血圧の変動。大きくなった子宮に血管が圧迫されることで、合併症も起こりやすくなる。当然、心臓への負担は出産に近づくほど増していく。

　妊娠十三週目。妊婦検診に加え、心臓も定期的に診察することになった。

　去年まで担当医として私を見てくれていた沢渡先生は、現在アメリカに研究留学中。一度父親のそばを離れて自分の力を試してみるのだそうだ。

　透佳くんは、以前お世話になっていた教授を紹介し、留学先を斡あっ旋せんしてあげたようだ。

　そして現在、沢渡先生の代わりに担当医としてお世話になっているのが山下先生。

　三十代後半くらいの温和な男性だ。透佳くんより少しどっしりとした体格で、どことなく包容力を感じさせる。

　透佳くんが日本に戻ってくる前からずっとこの病院で勤務しており、透佳くんのお父様からの信頼も厚い。

　婦人科で行った検査結果を電子カルテで眺め見ながら、山下先生は朗らかに笑った。

「うん。血液検査の結果も、問題なかったみたいだね」

　私はホッと胸を撫で下ろす。先ほど、超音波検査も済ませ、症状が悪くなっていないことは確認済みだ。

「現状、普通の妊婦さんと同じコンディションだと思っていいよ。引き続き無理せず、普段通りに、規則正しく生活してください……と、こんな感じで異論はないかな？　須皇先生」

　山下先生が診察椅子ごと身体を回転させた。その視線の先、診察室の奥でじっと成り行きを見守っているのは透佳くんだ。

「ええ。ありがとうございます」

　透佳くんの態度は、沢渡先生のときよりもずっと丁寧だ。きっと山下先生は尊敬できる医師なのだろう。

　担当医が山下先生に変わって以来、透佳くんはあまり口を出すことはなくなったけれど、それでもやっぱり心配らしく、外来には必ず立ち会うようにしている。

「分娩についてはもう決めたの？　うちの病院なら無痛分娩も二十四時間対応可能だけれど」

「できれば自然分娩で。万一の場合は帝王切開を選択せざるを得ませんが」

「それはよっぽどイレギュラーなケースだね。母体が限界である場合は、妊娠を中断せざるを得ない」

　ふたりのやり取りを大人しく聞いていた私だが『妊娠を中断する』という言葉を聞いてぎょっと腰を浮かせた。

「心臓が悪くなったら、中絶するってことですか……？」

　血相を変えた私を、驚いた顔で見つめるふたり。しかし、どうやら私の早とちりだったようで、山下先生は困った顔で笑った。

「心臓が妊娠の影響を受ける頃には、早産可能な週数になっている場合がほとんどだ。母体の状態が悪く、妊娠の継続に耐えられないと判断した場合、早い段階で帝王切開を行い、あえて早産させる。母子ともに助けるために、ね」

　山下先生の優しい笑みを見て安堵する。最悪のケースの話をしていたわけではなかったようだ。

「そんなに心配するな。彩葉くらいの症状であれば、何事もなく出産している女性もたくさんいる。あとは分娩の方法だな」

　山下先生は再び身体の向きを変え、透佳くんを覗き込む。

「自然にこだわる？　俺は麻酔もいいと思うけれどね」

　麻酔というのは、無痛分娩のこと。出産時、一番心臓に負担をかけるのはいきむことだ。いきませないように局所麻酔をかけ、痛みを和らげるのが無痛分娩。

「痛いのを我慢したから偉いってわけじゃないし、痛くないと愛情が湧かないってわけでもない」

「とはいえ、麻酔は麻酔のリスクがありますからね。今の段階では、どちらが正解とも言えませんよ」

　麻酔を使う以上、百パーセント事故が起こらないとは言い切れない。実際、無痛分娩で母子が命を落としたケースも存在するそうだ。

　正解はない、彩葉の意思を尊重したい。何があっても俺が助けるから、好きなほうを選べ。そう言われて、私は自然分娩を選択した。

「自然分娩は痛いよ～。うちの嫁さんは歯を食いしばりすぎて欠けたって言ってた」

　山下先生のお嫁さんとは、美沙さんのこと。

　去年、妊娠発覚とともに結婚を決めたふたり。お腹が大きいまま急きゅう遽きょ挙式を行い、私たちも参列させてもらった。

　冬に無事出産を終えた美沙さんは、現在育休を取得して、十カ月の赤ちゃんの子育て中とのことだ。

「やっぱり、痛いんですね……」

　私が沈ちん鬱うつに呟いたのを見て、透佳くんの眼差しが険しくなった。なんてことを言ってくれたんだとばかりに、先輩であるはずの山下先生をぎろりと睨みつける。

　山下先生は、私を怯えさせてしまったことに気づき、加えて透佳くんにすごまれ、目線を漂わせた。

「あぁ……まぁ、嫁さんも、出産した当時はあまりの痛さに『もう二度と産むもんか』なんて言っていたけれど――」

　クスクスと思い出し笑いを浮かべる山下先生。

「最近では痛かったことなんてすっかり忘れて、ふたり目が欲しいなんて言っているくらいだから。女性って本当に逞しいよね」

　つまり、痛み以上に子どもは可愛らしく、愛おしいということだろう。期待が膨らんで、わずかに緊張が解れる。

　そんな私を見て、透佳くんも安心したらしかった。表情が柔らかくなる。

「怖がらなくていい。俺が必ず、彩葉と子どもを守ってやる。お前は幸せな未来だけ考えてろ」

「……はい！」

　ひとりなら、とっくに不安に呑まれていただろう。けれど、透佳くんが迷いなく突き進んでくれるから、私も自分を保っていられる。透佳くんを信じていればうまくいく。私は前だけ見ていればいい。

　私と透佳くんと赤ちゃんと、三人の食卓、三人のお散歩、三人のお昼寝……和やかな光景を思い描いて、そんな未来をこれから作り出すのだと気持ちを強く持つ。

　私たちのやりとりを見ていた山下先生は、呆れたような、感心したような複雑な顔をして、目元を緩めた。

「こんな頼もしいことを言ってくれる旦那様、見たことないよ」

　透佳くんは口の端をあげて応える。

「山下先生だって同じでしょう？　妻と子どもを何があっても守る、そう言っていたじゃありませんか。結婚式で」

　まさか結婚式での発言を蒸し返されるとは思わなかったようで、山下先生は頬を赤くしてごまかす。

「あれは……ね。結婚式だったから……はは」

　けれど、私の期待に満ちた目に気づいたのだろうか、ひとつ咳払いをしてあらたまった。

「須皇先生みたいに、日常的にそういうことを口にできるようなタイプじゃないからね、僕は。……まぁ、気持ちだけなら須皇先生にも負けないかな」

　それだけ言って、恥ずかしそうに目を逸らす。「さ、次の検診の予約は……」なんて言って電子カルテのスケジュール画面を開き、指をすべらせた。

　私と透佳くんは、顔を見合わせてプッと吹き出す。どうやら美沙さんと山下先生は、今もラブラブで、幸せな結婚生活を送っているらしい。

　私も、そんな家庭を築きたい。無事に赤ちゃんを産んで……。

　お腹の下のほうをさすりながら、心の中で早く大きくなぁれと呪文のように唱えた。




　妊娠、三十七週〇日。この日を迎えることは大きな意味を持つ。

　三十六週までの出産は早産と呼ばれるが、三十七週目から四十一週の間は正期産と呼ばれ、いつ出産しても問題ない時期だ。つまり、赤ちゃんを安全にお迎えする準備が整ったということ。

　心臓のこともあり、早めに産休をもらっていた私は、この日を穏やかに迎えることができた。

　ちなみに、この頃のお腹はスイカでも入っていそうなくらいポンポンである。いつ陣痛がきてもおかしくない。

　ひとりのときに陣痛がきたら不安だろうからと、透佳くんが仕事でいない日は母にきてもらうことになった。透佳くんが連勤の間は泊まり込んでもらう予定だ。

　今日は透佳くんがお休みの日。

「掃除なんてやらなくていい、彩葉はゆっくりしてろ」

　透佳くんはお掃除もご飯もなんでも肩代わりしてくれるつもりのようだ。

　けれど、それでは透佳くんの負担が増えてしまう。できることは自分でやりたい。

「大丈夫です。この時期はたくさん動いたほうがいいそうですよ？　もういつ産まれたっていいんですから」

　逆に、四十二週を越えると出産のリスクは一気に膨れ上がる。遅すぎてもいけないのだ。これからの時期は安静に過ごすというよりも、散歩など軽い運動をしながら早く産まれるよう身体を慣らしていくときだ。

「転んだりしたらどうするんだ。体勢を崩しやすいことはしないでくれ」

　結局、腰を屈かがめてのお掃除は許してもらえず、その代わりふたりで散歩へ行くことになった。

　もちろん、歩いている間はずっと手を握っている。よろけてもすぐに助けてあげられるようにと……やっぱり透佳くんは過保護だ。

　四月の半ば、歩くにはちょうどいい季節。温かく、花がたくさん咲いている。

　私はのんびり歩きながら――のんびりというよりは、のっしのっしという効果音のほうが適切な気がするが――植え込みに咲いている花々を見てぼんやりと考え込んだ。

「子どもの名前はどうしましょう？　やっぱり、予定日の五月にちなんだ名前がいいでしょうか。皐さ月つきちゃんとか、菖蒲あやめちゃんとか、茉ま莉り花かちゃんとか、藤ふじちゃん……」

　ちなみに、性別はすでに女の子だとわかっている。五月の花の名前を連ねていると、だから気が早いって、と笑われてしまった。

「産まれた瞬間の閃ひらめきを大切にするんじゃなかったのか？」

　何度か透佳くんと話し合って、顔を見て決めようということになったのだが。やっぱりどうしても気になって、そわそわ考えてしまう。

「そういえば、『彩葉』って名前も季節から取ったのか？」

　私が十一月生まれということもあり、彩られた葉――紅葉を思い浮かべたのだろう。けれど、母から聞いた名前の由来はちょっぴり違う。

「彩りある人生を送れますように、葉っぱが茂るみたいにたくさんいいことがありますようにって意味らしいですよ」

「なるほどな……」

　透佳くんは納得したように上を見上げた。頭上には、街路樹の鮮やかな緑の葉がさわさわと風に揺れている。

「いい名前だな」

　彼の感想に、ふんわりと温かい気持ちになる。ぼんやりとこれまでの人生を振り返りながら、彩り豊かな人生を送れていただろうかと感慨にふける。

　つらいこともあったけれど、透佳くんと結婚できて、子どもを授かった私は幸せものだ。

「名前負けしなくてよかったです」

　クスクスと笑いながら、ふたり手を繋いで木漏れ日の下を歩いた。




　出産予定日直前の三十九週と二日目。夜中の三時。

　それまでは何事もなくのんびりとした日々を過ごしてきたのだが、この日、痛いくらいのお腹の張りで目が覚めて、そのときが来たのだとわかった。

　鈍痛が定期的に訪れる。痛みの周期は十分を切っている。これが陣痛……？

「透佳くん、生まれる……かも……」

　緊張と高揚で声が震える。隣に眠っていた透佳くんは飛び起きて、困惑する私の背中をさすった。

「大丈夫だ。すぐ病院に連絡する」

　透佳くんは携帯端末を耳に当てて、すぐさま病院へ連絡を取りながら、あらかじめ用意していた入院用バッグを肩に担いだ。

　私を支えながら地下駐車場に向かい、車に乗り込みすぐさま病院へ。

　着いたからすぐ出産――というわけではなく、まず血圧や脈拍などの計測、分娩監視装置をつけ、子宮の収縮度合いや赤ちゃんの心拍をチェック。内診し、子宮口の開き具合を見たりしながら病室で過ごした。

　病院についてから、一度姿を消した透佳くん。どうやら緊急時に対応がとれるよう、心臓血管センターの医者や看護師にも指示を出してきてくれたようだ。

　しばらくすると白衣で戻ってきて、それからはずっと私のそばにいる。

　念のためにとつけた心拍数モニターを観察しながら、注意深く私の様子を見てくれているようだ。

「そばにいて……大丈夫？」

　じわじわと迫りくる痛みと闘いながら尋ねると。

「ああ。出産が終わるまでそばにいる。もちろん、彩葉の身体に何かあったら、すぐ対応できるように準備を進めているし、何があっても俺が助ける」

　頼もしい言葉とともに手を握ってくれる。夫として、そして産まれてくる子どもの父親として付き添ってくれるのが何より嬉しかった。

　明け方には透佳くんのお父様も駆けつけてきてくれた。

「大丈夫。プロフェッショナルが揃っているからね。安心して頑張って」

　そう言って、医師や看護師に状況を諸々確認して、病室を出ていく。邪魔にならないようにと、院長室で出産の報告を待ってくれるそうだ。

　ちょうど実家に戻っていた母は、父を連れて始発で駆けつけてきてくれた。朝の六時半に病院へ到着。

　その頃の私は、地獄のような痛みが波のように幾度も訪れて、冷や汗を滲ませていた。痛みに反応して、身体が勝手にいきんでしまう。どうやら身体は一刻も早く子どもを産み落とそうとしているよう。

　けれどまだ子宮口が開ききっていない。力を入れるには早すぎるらしく、いきみを逃のがしてと先生から涼しい顔で指示された。逃すも何も、条件反射のようなものだから無理だ。

「もう……ダメぇぇ……！」

　じっとしていられないくらいの激痛が押し寄せてきて、なりふりかまわず悲鳴を上げる。

　透佳くんは真っ直ぐに私を見据え、一緒にその苦しみを受け止めてくれた。背中をさすったり、汗を拭ったり、ストローつきのペットボトルを私の口元に持ってきてくれたり、懸命にサポートしてくれる。

「彩葉、もうすぐだから、頑張って！」

　母はいきみ逃しのためのボールを会陰の上に当てながら、応援してくれている。父はとにかく、三歩後ろで心配そうに見守っていた。

「痛ぁぁぁいいぃ……!!」

　鼻からスイカとは聞いていたけれど、まさかこんなに痛いだなんて。

　病院到着から四時間後、透佳くんとともに分娩室へ。分娩台の上で、子宮口が十センチ――最大まで開いていることを確認。

　助産師さんの指示に従い、深呼吸といきみを繰り返し、この世のものとは思えない痛みと闘う。

「うっ……あぁぁぁっ……！」

　気が遠くなるような激痛に、思いっきり力を振り絞って、そして――。




＊＊＊




　――おぎゃあっおぎゃあっ――

　病室にまだ初々しい泣き声が響く。

　昨日産まれたばかりの、三千グラムの元気な赤ちゃんを抱きながら、授乳の練習だ。

「はいはい、今あげるから待っててね」

　ベッドに腰かけ、授乳クッションの上で横抱きにして胸を差し出すと、小っちゃなお口が「おなかへった！」とばかりにかぶりついた。

　ピンク色の顔をして必死におっぱいを飲む赤ちゃん。昨日はもっとふやけてくしゅくしゅで、おさるさんみたいだった。

「一日ですっかり母親の顔になったな」

　授乳する様子を見つめながら、そう安堵したのは透佳くん。勤務の合間を縫ってこまめに様子を見に来てくれている。

「この子が慣れてくれたみたいで」

　昨日の授乳風景は、結構ひどかった。

　こっちは緊張でギクシャクしているし、赤ちゃんのほうは口が小さすぎてなかなかおっぱいを口に含めず、ぽろぽろこぼしていた。

　一日経ったら、お互いにコツをつかんだようで、今ではぐいぐい飲んでくれている。

　ちなみに両親は、初孫を抱いてほくほく顔で実家へ帰っていった。私が退院したら、母はしばらく泊まり込みで育児のサポートに来てくれるらしい。

「彩葉もこの子も、元気に乗り切ってくれてよかったよ」

　何ごともなく出産が終わり、助産師さんには安産だと言われた。

　どうやら陣痛から出産までの時間が普通よりも短かったのだそう。あんなに痛くて安産なの!?　と私は驚いてしまったけれど。

「この子の名前、思いついたか？」

　不意に透佳くんに尋ねられ、首を捻る。

　産まれた瞬間の閃きと言っていたけれど、出産した直後は痛みの余韻と無事に産むことができた安堵感で何も考えられなかった。

「透佳くんは、何か思いつきましたか？」

　尋ねると、彼は私の隣に腰を下ろし、柔らかな眼差しでこの子を見つめた。

「彩葉の好きなひまわりにちなんだ名前もいいかなと思ってたんだが……産まれた瞬間、思い浮かんだのは、彩葉への感謝だったな」

　そう言って、私の頭を優しく撫でる。

　私も、透佳くんには感謝してばかりだ。

　それから、ここまでサポートしてくれた両親にも、透佳くんのお父様にも、助産師さんや、山下先生にも。

「感謝ちゃん……ありがとうちゃん……さんきゅうちゃん……」

　赤ちゃんの小っちゃな手が、ぺちっと私の胸元を叩いた。どうやら私の安易すぎるネーミングに文句を言っているよう。

　透佳くんは小さく笑いながら、その小さな手に人差し指を差し出した。

「彩葉の彩るという字に愛と書いて、『彩さ愛ら』はどうだろう。彩葉が生みだした愛の結晶だ。この子の人生がたくさんの愛で彩られますようにと、願いを込めて」

「彩愛……」

　彩る愛でサラ。なんて綺麗な響きなんだろう。

　どうやらこの子も気に入ってくれたらしく、透佳くんの人差し指をきゅっと握り返した。

「よく頑張ったな、彩葉。産んでくれてありがとう。それから、彩愛も。産まれてきてくれてありがとう」

　彩愛の小さな頭をそっと撫でながら、私のこめかみにキスをくれる。

「私のほうこそ。ありがとう。こんな可愛い子を産ませてくれて……」

　赤ちゃんはお腹が満足したのか、いつの間にか眠ってしまった。

　その安らかな寝顔を見て、私と透佳くんは顔を見合わせて微笑む。

「たくさん幸せをくれて、ありがとう……」

　腕に我が子の重みを感じながら、透佳くんの肩にもたれて目を閉じる。

　窓から差し込むうららかな春の日差しが、親子三人を温かく包み込んでくれた。
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あとがき




　こんにちは、伊月ジュイです。『エリート外科医の滴る愛妻欲～旦那様は今夜も愛を注ぎたい～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作でベリーズ文庫三作目。一作目を出させていただいてから、ちょうど三年が経ちました。変わらず読んでくださっている方も、初めて読んでくださった方も、本当にありがとうございます。

　さて、今作は私の体験談を押し込めたお話となっております。

　ブラック企業……とまでは言いませんが、ＩＴ企業で納期に追われ限界まで働いて、地下鉄に揺られながら「今、朝だっけ？　夜だっけ？　出社するんだっけ？　帰るんだっけ？」と頭が真っ白になったのは実体験です。夜中に会議室にこもったのも、今となってはいい思い出（？）です……。

　心臓の検査シーンも自分の体験を思い出しながら書きました。私の担当医は透佳のようなイケメンドクターではなくベテランおじいちゃんドクターでしたが（笑）。

　今作は、エピローグまでは小説サイトで公開しているのですが、彩葉の身体がどうなったのか、子どもは産めたのか、美沙は幸せになれたのかなどご想像にお任せするかたちの結末でした。

　せっかく書籍化のお話をいただけたので、すべての謎をクリアにする番外編を書かせていただきました。これぞ完結編という内容になっておりますので、本編と一緒に番外編も楽しんでいただけたら嬉しいです。

　最後になりましたが、本作品に携わってくださったすべての皆様に感謝を。

　スターツ出版の皆様、担当の篠原様（たくさんお世話になりました……！）、イラストレーターの夜咲こん様（イメージぴったりのふたりを甘く麗しく描いてくださいました！）、カバーデザインの井上様（表紙の『愛妻欲』の文字の黄色部分は、ひまわりの花びらをイメージしてもらってます。素敵！）。

　おかげで、素敵な一冊に仕上がりました。本当にありがとうございました。

　ここまで読んでくださった皆様が、本作品を通してちょっぴり幸せな気分になれていたら嬉しいです。




伊い月づきジュイ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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